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はじめに
インターネットが社会における不可欠のインフラと

なった現在，どのような専門分野を学ぶにせよ ICT（In-
formation and Communications Technology）の習得が
必須とされる時代がすぐそこまで来ている。実際，諸外

国の先例に倣う形で，我が国でも「2020年から小学校で
プログラミング教育が必修化」されることが決まった。
この事実は，社会的存在としての人間が習得すべき

「読み，書き，計算」に並ぶ新たな基本的能力として，
「プログラミング」（あるいはプログラミング的思考法）
が「時代を超えて必要とされる普遍的な能力」として認
知された，ということに他ならない。
つまり，これからの社会の変革と発展は「プログラミ

ングを含む創造的な ICT 技能」抜きでは成り立たなく
なってしまう，ということだ。プログラミングや ICTに
関する知識がなければ，想いだけが空回りして具体的な
「形」にすることができない，あるいは時代に相応しい
アイディアが全く湧いてこない，ということになりかね
ない。
そうは言っても，では，人文学部で学ぶ我々は具体的

に何をすれば良いのだろうか。今すぐ Cや PHPあるい
は Rubyといったプログラミング言語の学習を始めるべ
きなのか。それも良いだろう。しかし，何のためにプロ
グラミングをするのかというはっきりとした「目的」な
くしては，勉強が長続きしないかも知れない。
そこで「ヨーロッパ学 ICT」講義では，人文学部でド
イツ語やフランス語を学ぶ我々の実情に沿うべく，先ず
はドイツ語，フランス語，英語，日本語等の「自然言語
のテキスト」を自由自在に処理できる技能を身に付ける
「テキスト主義 ICT」をテーマに掲げる。「テキスト主義
ICT」の習得は本格的なプログラミング言語学習のため
のまたとない助走ともなる。プログラミング言語のソー
スコードは全てテキストで記述するため，互いに大きな
親和性があるからだ。
「ヨーロッパ学 ICT」講義は 2 年間連続するカリキュ
ラム（2年次：ヨーロッパ学 ICT IA/IB，3年次：ヨー
ロッパ学 ICT IIA/IIB）から成る。つまり 2 年（4 学期）
間を通じて，一つのまとまった体系をなす「テキスト主
義 ICT」技能が身に付くよう，連続的かつ段階的にカリ
キュラムを組んである。具体的には，GNU Emacs（以
下，Emacs）という高機能テキストエディタ（図 1，4ペー
ジ参照）を用いて高レベルの汎用的「テキスト編集」技
能を体系的に学び，その上で TEX（技術・芸術を意味する
ギリシア語の τέχνηを語源とし，テヒ，テック，テフと
発音される。TEXというロゴを出力できない場合，TeX
のように eだけを小文字で表記することになっている。
本「ヨーロッパ学 ICT 講義テキスト」も TEX を使って
組版している）と HTML (Hypertext Markup Language)
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/ CSS (Cascading Style Sheets)というマークアップ言語
を習得するが，部分的受講だと目指すレベルの技能習得
は極めて困難である。段階を経ない受講（ヨーロッパ学
ICT IAを学ばずにいきなり IBを受講する，とか，IA/IB
を受講せずに IIA/IIBから受講を開始する，等々）は，そ
こで学ぶ技能を既に自ら修得しているのでない限り，不
可能である。

図 1: Emacs（日本語チュートリアルとカレンダー）

Emacsは 1970年代の中頃 MIT（Massachusetts Insti-
tute of Technology）人工知能研究所で誕生し，現在も
開発が続けられている古参のテキストエディタで，フ
リーソフトウェア財団 FSF（Free Software Foundation）
による GNU（GNU’s Not Unix!の自己言及型頭字語）プ
ロジェクトを象徴するソフトウェアでもある。著名な
ユーザに Richard Stallman（Emacs作者），Guy Steele（C
言語開発者），Michael Widenius（MySQL/MariaDB 作
者），Linus Torvalds（Linux作者），Donald Knuth（TEX
作者），まつもとゆきひろ（Ruby作者），Guido van Ros-
sum（Python作者），Mark Zuckerberg（Facebook創始
者），Julian Assange（WikiLeaks創始者）等々がいる。
TEXは 0.000005mm精度で文字配置を制御できる高機

能の文書作成ソフトかつプログラミング言語で，論文・
レポートといった「構造化」された文書の処理，また，

数式処理や多言語テキスト処理を特に得意とする。TEX
でテキストを組版処理すれば，そのまま商業印刷の版
下となり得る「美文書」を作成できる（図 2，4ページ
参照）。

Français: Le Petit Prince

Français : Le Petit Prince

Deutsch: Der kleine Prinz

Deutsch: Der kleine PrinzLorsque j’avais six ans j’ai vu, une fois, une Als ich sechs Jahre alt war, sah ich einmal in
magnifique image, dans un livre sur la fo- einem Buch über den Urwald, das Erlebte Ge-
rêt vierge qui s’appelait Histoires vécues. Ça schichten hieß, ein prächtiges Bild. Es stellte

5 représentait un serpent boa qui avalait un eine Riesenschlange dar, wie sie ein Wildtier V

fauve. Voilà la copie du dessin. verschlang. Hier ist eine Kopie der Zeich-
nung.

On disait dans le livre : « Les serpents boas In dem Buche hieß es: „Die Boas verschlin-
avalent leur proie tout entière, sans la mâ- gen ihre Beute als Ganzes, ohne sie zu zer-
cher. Ensuite ils ne peuvent plus bouger et beißen. Daraufhin können sie sich nicht mehr X

10 ils dorment pendant les six mois de leur di- rühren und schlafen sechs Monate, um zu
gestion. » verdauen.“

J’ai alors beaucoup réfléchi sur les aven- Ich habe damals viel über die Abenteuer
tures de la jungle et, à mon tour, j’ai réussi, des Dschungels nachgedacht, und ich voll-
avec un crayon de couleur, à tracer mon pre- endete mit einem Farbstift meine erste Zeich- XV

15 mier dessin. Mon dessin numéro 1. Il était nung. Meine Zeichnung Nr. 1. So sah sie aus:
comme ça :

J’ai montré mon chef-d’uvre aux grandes Ich habe den großen Leuten mein Meister-
personnes et je leur ai demandé si mon dessin werk gezeigt und sie gefragt, ob ihnen meine
leur faisait peur. Zeichnung nicht Angst mache.

20 Elles m’ont répondu : « Pourquoi un cha- Sie haben geantwortet: „Warum sollen wir XX

peau ferait-il peur? » vor einem Hut Angst haben?“
Mon dessin ne représentait pas un cha- Meine Zeichnung stellte aber keinen Hut

peau. Il représentait un serpent boa qui di- dar. Sie stellte eine Riesenschlange dar, die
gérait un éléphant. J’ai alors dessiné l’inté- einen Elefanten verdaut. Ich habe dann das

25 rieur du serpent boa, afin que les grandes Innere der Boa gezeichnet, um es den großen XXV

personnes puissent comprendre. Leuten deutlich zu machen.
Elles ont toujours besoin d’explications. Sie brauchen ja immer Erklärungen. Hier

Mon dessin numéro 2 était comme ça : meine Zeichnung Nr. 2:

2 j’ai vu ] vu < voir: Indicatif passé composé

II sah ] sah < sehen: Indikativ Präteritum

図 2: TEXを使った対訳組版例

HTMLはWebページにおける論理構造を，CSSは視
覚レイアウトに関わる箇所を，それぞれ記述するマーク
アップ言語で，いわゆる「ホームページ」は HTML/CSS
で書く。
なお，本講義で TEX を使うといった場合，実際には

「素」の TEXに「マクロ」と呼ばれる高機能な一群の命
令体系が付け加えられた（Leslie Lamportによって開発
された）LATEXを使うが，両名称は，以下，特に区別し
ないで用いることとする。
TEX，HTML/CSSのソースコードは全てテキストで記

述するので，Emacs を使えば全く同じ使い勝手，同じ
ワークフローで，一元的にテキスト編集作業を行える
（例：入力補完，履歴機能，自動整形，等々が使える）。
Emacsは，全てのプログラミング言語，ほぼ全ての自然
言語の文字入力を取り扱える（シンタクスハイライト，
自動インデント，矩形編集，辞書検索，スペルチェッ
ク，約 200 種類もある各言語固有のインプットメソッ
ド，等々が使える）。ゲームもできる（Tetris, Solitaire,
Bubbles, Pong等々で遊べる）*1。
なお，Emacsや TEXのユーザインタフェース（ヘルプ

やマニュアルも含む）は全て「英語」だから，我々がこ

*1 人文学部で学ぶ者であれば，ここで Johan Huizingaの著書 Homo Ludens (1938)を想起したいところだ。
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れらのソフトウェアを用いる場合，日常的に英語に触れ
る環境に身を置くことになり，「英語をツールとして使
う」良い実践ともなる。
Emacs はキーボード使用を前提としてデザインされ

たソフトウェアである。各種修飾キー（Ctrlキーや Alt
キー，Macでは Commandキーや Optionキー等）も駆
使して作業するので，タッチタイピング技能は必須であ
る。これができない者は「急がば回れ」，先ずは確実に
タッチタイピングができるようにしておくこと。それか
ら，PCやファイルに関する基本操作（コピー，ペース
ト，削除，等々）を普通にこなせることも前提となる。
これ以上の前提知識は不要だが，ICT 技能は「理論」

（講義）と「実践」（受講者自身による反復練習，技術の習
得）という両輪の上に成立するものなので，講義時にの
み PCを使う，という姿勢では全くモノにならない。講
義外においても不断に PCを「いじり倒す」意気込みが
求められる。自分の PC に Emacs と TEX をインストー
ルし，これらを自らの電子文房具として日常的に使いこ
なすことが，「テキスト主義 ICT」習得における一番の
理想形かつ近道である。
PC 教室のコンピュータには，英語や日本語は言う

までもなく，ドイツ語，フランス語の高度なテキスト
処理のために特別にカスタマイズした Emacsと TEXを
インストールし，2017年度からWindows教室, Mac教
室のどちらでもほぼ全く同じように使えるよう環境を
整えた。講義サポートWeb には，こうした特別仕様の
Emacs & TEX 環境を受講者自身の PC（Windows また
は Mac または Linux）にもインストールして自宅で勉
強・反復実践できるよう，解説ページを設けてある。な
お，「ヨーロッパ学 ICT」用にカスタマイズした Emacs
や TEXを，以後，EURO ICT Emacsや EURO ICT TEXと
呼称する。
Emacsも TEXもフリーかつオープンソースソフトウェ
アであるから，無償でこうした高度多言語テキスト処理
用 ICT環境を受講者自身の PC上に構築できる。大いに
活用して欲しい。なお，ここでいう「フリー」とは，実
は， 無償というだけではなく「自由」というもっと高
次の意味もが込められた概念である。詳しくはインター
ネット等を使って自ら検索すること。

講義サポートWeb

「講義サポートWeb」の URLは以下の通り（本来は改
行せず各 1行表記）。

• http://apapa.hum.fukuoka-u.ac.jp/~ynagata/2017/
euro_ict1_ab.html［講義サポートWeb］

• http://apapa.hum.fukuoka-u.ac.jp/~ynagata/euro_
ict_materials.html［ヨーロッパ学 ICT課題ファイ
ル置場］

• http://apapa.hum.fukuoka-u.ac.jp/~ynagata/euro_
ict_installation_win.html［EURO ICT Emacs &
TEXのインストール法（Windows）］

• http://apapa.hum.fukuoka-u.ac.jp/~ynagata/euro_
ict_installation_mac.html［EURO ICT Emacs &
TEXのインストール法（Mac）］

• http://apapa.hum.fukuoka-u.ac.jp/~ynagata/euro_
ict_forum/wforum.cgi［EURO ICT Emacs & TEX
掲示板］

URLにある「2017」および ict「1」の箇所は実際の講
義（年度）に応じて可変。講義サポートWeb には「課
題ファイル置場」ページ，「インストール法」ページ
（Windows/Mac），「掲示板」ページへのリンクが張って
ある。

どのような技能が身につくのか
「ヨーロッパ学 ICT IA」（2 年次前期）では Emacs の
操作法をゼロから体系的に学ぶ。具体的には

• 文字・語・文・段落・セクショニング（章，節，小
節，等々）単位での移動および編集，単語検索・
置換

• 正規表現*2 を用いた検索・置換，矩形編集，複数
ファイルの高速処理（ファイル名や拡張子の一括
変換，連番処理等）

• 各種文字コード・改行コードの制御および相互変
換（いわゆる「文字化け」の原因を理解し，これ
を解消できるようになる）

• ユニコードによる独・仏・日・英文入力，独・仏・
日・英語による自動日付入力

*2 形式言語理論分野で用いられる概念。Emacsでは正規表現を使えるので，例えば，あるファイルから「be動詞（be, am, are, is, was, were, been, being
等）」を「一度に全て抽出」といったことができる。
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• バイナリファイルであるWordファイルと Excel
ファイルをテキストファイルへ変換，およびその
逆変換

• 古典ギリシア語（アクセントと気息記号を含む），
『旧約聖書』ヘブライ語（右から左書き，ニクー
ドを含む）入力

• Google Translateを呼び出し，多言語テキストを
瞬時に相互自動翻訳（独 ⇄ 日，仏 ⇄ 日，独 ⇄
英，仏⇄独，等々）

といったことができる技能の習得を目指す。
「ヨーロッパ学 ICT IB」（2年次後期）では Emacsの応
用的操作法を深く学び，終盤ではいよいよ TEXの学習に
入る。具体的には

• 多言語スペルチェック（ドイツ語は「旧正書法」
および「新正書法」の双方でスペルチェックがで
きる）

• マルチカーソル編集（カーソルを分身させ，複数
個所を同時一括編集）

• ダイアリーとカレンダー（日の出入り・月齢・閏
年・日独仏の祝祭日チェック，日独仏英の月・曜
日名の動的変換，暦の変換*3）

• アウトライン編集（セクショニングの昇・降格や
ツリーの一括移動等，文書全体における論理構造
の高速編集）

• スケジューリング（デッドライン，TODO リス
ト，アジェンダ，ノート等々*4）

• 擬似ビッグデータ処理*5

• 同一テキストをそのまま HTMLおよび TEXソー
スコードに「変換（エクスポート）」

• TEXによる組版（文書整形）の初歩

といった技能を習得する。「ヨーロッパ学 ICT IA/IB」で
Emacsを縦横無尽に使いこなせるようになれば，さらに
「ヨーロッパ学 ICT IIA/IIB」（3年次前前期・後期）にお
いて TEXの高度な使い方と HTML/CSSを学ぶ。

• テキストと高度に戯れる（ドイツ旧字体，ドロッ
プキャップ，写本書体を用いた古文書（「ヒルデ

ブラントの歌」等）処理，多段組み，複数行取り，
行番号自動振り，縦書き，隔字体，牛耕式，ロン
ゴロンゴ，多言語テキスト混植処理，等々）

• 文書の「論理構造」と「視覚レイアウト」を区別
し，前者に注力して論文やプレゼンテーション
ファイル等の「美文書」を作成する

• 目次・図目次・表目次・索引・脚注・各種クロス
リファレンスの自動生成，参考文献データベース
の作成・読み込みと文献の自動ソート，独・仏・
英語の正書法処理，異体字処理（ユニコードでは
「同一文字」として同じコードポイントが振られ
てしまっている「辻・辻」，「葛・葛」，「吉・𠮷」と
いった文字も正しく区別して処理できる）

• ユニコードに採用された Emoji（　　　　　　　　　　　　　　
等）をテキストとして処理する

• 電子文書内自動ハイパーリンク処理
• 文字コード（文字集合および文字符号化方式）
を正しく理解し，HTML5/CSS3 に則った多言語
Webページ（プログラミング言語 JavaScriptを用
いた簡単な「動的」ページも含む）を作成し，イ
ンターネットで公開する

といった技能を身に付ける。

諸注意
Emacs および TEX は，仕様が全く異なるハードウェ

アやオペレーティングシステム上でも同じように動作さ
せることのできるクロスプラットフォーム対応のアプリ
ケーションプログラムである*6。このため，ある端末の
GUI（Graphical User Interface対概念は CUI: Character-
based User Interface）環境では「（シングル）クリック」
で済むところを，別端末の GUI環境では「ダブルクリッ
ク」しなくてはならない，ということがある。
こうした事情を講義テキストの中にいちいち盛り込ま

ねばならないのは煩瑣に過ぎるので，本テキストの中で
は「クリック」と「右クリック」のみイベントとして区
別して用いることにする（つまり，「クリック」と説明
してあっても，受講者の端末によっては「ダブルクリッ

*3 例えば「音楽の父バッハはユリウス暦 1685年 3月 21日に誕生した。現代グレゴリオ暦に直すと何月何日となるか」，「テルミドール反動はフラン
ス革命歴 9 Thermidor an II de la Révolutionに起きた。現代グレゴリオ暦に直すといつになるか」といった問いに瞬時に答を出せるようになる。

*4 高度な GTD (Getting Things Done)用タスク管理ツールとしての Emacsの使用法も紹介する。
*5 例えば，「七隈」の他に「一，二，・・・，九」隈という地名は日本に存在するか，といった問いに対するアプローチ法を学び，短時間で正確な答を
導き出せるようになる。

*6 講義担当者は，実際，Windows, Mac, Linuxの各端末で動作を検証・確認している。
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ク」しなくてはならないことがあるかも，ということ）。
受講者の用いる PC端末はWindowsまたはMacであ

ると想定している。双方に同様の記述が妥当する場合は
一々断らないが，Windows限定あるいは Mac限定とい
う場合には，これを明示しておいた。同じ UNIX系 OS
であるから，LinuxユーザであればMacに関する記述箇
所を参照すれば事足りるだろう。
端末エミュレータは，全て「ターミナル」という名称
で呼ぶことにする（Windows のコマンドプロンプトや
Windows PowerShell もターミナルと表現する）。alias
は別コマンドを併記する際に用いている。[ ] ブラケッ
ト内の記述は「省略可」を意味する。
本講義テキストでは「フォルダ」という言葉を使わ
ず，UNIX 流儀の「ディレクトリ」という名称で呼ぶ。
こちらの方が Emacs や TEX，さらにはターミナルを用
いる際に相性が良いためだ*7。.（ドット）で始まる名前
を持つファイルは，Mac教室では（残念ながら）「不可
視」設定となっているので，Finderでは見えないことに
注意*8。ターミナルで確認するしかない。Windows で
は「.ファイル」は見えはするが，例えばエクスプロー
ラーでは .emacsという名前のファイルを作成またはリ
ネームすることはできない。こういった場合も，やはり
ターミナルで作業するしかない。
なお，本講義では「テキスト処理」という観点から高
い有用性が認められる場合，UNIX 系の OS（Linux や
Mac）にデフォルトで付随するシェルプログラム Bash
（Bourne-Again Shell）をターミナルで利用する方法（シェ
ルコマンドやシェルスクリプトの活用）についても紹
介している。Linux/Mac のみならず，Windows におい
ても 2017年秋のWindows 10 Fall Creators Updateから
はWindows Subsystem for Linux上で動作する Ubuntu,
openSUSE, Fedora（いずれも著名な Linux ディストリ
ビューション）等の Bashが使えるようになった。
\（正式名称は Reverse Solidus）と ¥ 記号について一
言。文字集合の符号化（エンコーディング）における歴
史的経緯もあり，かつて日本語の PC 環境では「Back-
slash \」と「円記号 ¥」を正確に区別して入力することが
できなかった（あるいは困難だった）。Unicode 文字集
合の符号化方式として UTF-8（Unicode Transformation

Format 8）が普及してからは，これら 2 つの記号には
別々のコードポイントが振られることになり，原理的に
は明確に区別することが可能となったが，現在でもな
お，日本語の PC環境ではこれら 2つの記号の意図した
入力がままならないケースもある。
EURO ICT Emacsでは「日本語キーボードの ¥キー押

下で \が入力される」設定にしてある。TEXで用いる制
御コマンドは \であり，TEXのソースコードを書く場合
は \ を多用するため，こちらの方が便宜が良いからだ。
従って，EURO ICT Emacsで \ではなく ¥を入力するに
はインプットメソッドに ucs を選択し，u に続けて 16
進数コードで直接 00A5 と打ち込む必要がある。なお，
Macでは Optionと ¥キーを押すことで円記号を入力す
ることもできる。
最後に受講生への御願いがある。「ヨーロッパ学 ICT」

講義では，技能習得の過程において受講生間の積極的
な交流を大いに期待している。相互扶助の精神に則り，
教え合い，助け合い，互いに高め合って欲しい。個々の
技能の習得において学友より先行したという自覚が少
しでもある者は，是非教える側にも回って欲しい。古代
ローマの思想家・政治家・詩人である小セネカ（Lucius
Annaeus Seneca, BC1–AD65）は次のように言っている：
「人は教えることで学ぶ」（Homines dum docent discunt.
『ルキリウスへの倫理的書簡』VII, 8）。

ヨーロッパ学 ICT IA

第 1講

PC教室での準備（Windows端末）
PC 教室の Windows 端末で EURO ICT Emacs & TEX

環境を準備するためには以下の作業（この作業は年度始
めに「一度」行うだけで良い。その際，旧環境はリネー
ムして保存しておくか，削除すること）を済ませておく
こと。

• ローカルディスク C:\usr 以下にある全てのディ
レクトリ，ファイル（ドットファイルも含め）を
ホームフォルダ H:\cygwin以下へコピーする

*7 例えば cdというコマンドが change directoryに由来する，ということは，「フォルダ」という名称を用いていては分かりにくい。つまり，この名称
選択は「記憶術」にも関わる。

*8 自分用のMacでは「可視」化しておくと良い。ターミナルで default write com.apple.finder AppleShowAllFiles -boolean trueというコマンドを実行
し，次に killall Finderと打ち込み Finderを再起動する。ただし，自己責任で。
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PC教室での準備（Mac端末）
Mac端末では，しかし，ログインする毎に以下の作業

を行わねばならない（Mac PC教室では個々のユーザの
ホーム環境を保存できないため）。

• start.command（このスクリプト・プログラムは
デスクトップで「ホームフォルダ／アプリケー
ション／ Emacs」と辿ったところ，絶対パスで
書けば /Applications/Emacs/start.command にあ
る）をクリックする

• するとログインユーザのホームディレクトリに
EURO ICT Emacs & TEX を利用するための関連
ファイル群および諸設定ファイルがコピーされ，
Emacsも自動的に起動する

Emacsの起動
EURO Emacs の起動法は以下の通り。GUI/CUI とも

に複数の方法で起動してみよ。&の有無による挙動の違
いも学ぶこと。

• GUI（Graphical User Interface）で起動
– アイコンをクリック（Windows/Mac）
– ターミナルで以下のコマンドを打ち込む
（Windows）
emacs

– ターミナルで以下のコマンドを打ち込む
（Mac）
emacs [&]

– ターミナルで以下のコマンドを打ち込み
（EURO Emacs ではない）素の Emacs を起
動（Windows/Mac）
emacs -q

• CUI（Character-based User Interface）で起動
– ターミナルで以下のコマンドを打ち込む
（Mac）
emacs -nw（EURO ICT Emacs では alias:
emacsnw）

– ターミナルで以下のコマンドを打ち込み
（EURO Emacs ではない）素の Emacs を起
動（Windows上の Bash/Mac）
emacs -nw -q

Windwos 上の Bash を使った CUI では EURO ICT

Emacsは使えないが，「素の Emacs」であれば利用でき
る。nw（no window）はwindowを使わない，q（quick）
は「EURO ICT 用初期設定ファイルを読み込ませない」
オプション。q の代わりに Q としても良い。Q は q オ
プションに加え「さらにスプラッシュ画面も省略」して
Emacsを起動する。

Emacsの終了
Emacs が備える全コマンドは Lisp というプログラミ

ング言語による関数となっており，これらは「英単語を
ハイフンで連結したコマンド名」を持つ。これらの中で
よく使われるコマンドには少ない打鍵数でコマンドを
呼び出せる「キー」が割り当てられており，これを Key
Bindingsと呼ぶ。
以下，Ctrl, Alt, Shift, F1, F2, . . . , Tab, Space-Bar, Esc,

Enter, Delete, Backspace, PageUp, PageDown, ←, →, ↑,
↓, Windows キーはそれぞれ，C-, M-, S-, <f1>, <f2>,
. . . , TAB, SPC, ESC, RET, <del>, <backspace>, <prior>,
<next>, <left>, <right>, <up>, <down>, <win> と記し，
Emacsのコマンドを記す際は「Key Bindings（コマンド
名）」のように書くこととする。（コマンド名）のみが記
されている場合は，対応する Key Bindings がデフォル
トでは存在しないことを意味する。
Emacsの終了法を学べ。コマンドは次の通り。

• C-x C-c (save-buffers-kill-terminal)

なお，Emacsの全てのコマンドはM-x save-buffers-kill-

terminal のように M-x を前置してキーボードでコマン
ドを叩くことで実行できる。実際，デフォルトで Key
Bindings が存在しないコマンドの場合は，このように
コマンド入力して実行することになる。Mは Meta Key
を指すが，これは Windows では Alt キーであったり，
Mac では Command キーや Option キーであったりす
るので，使用環境毎にその都度，どのキーが Meta Key
となっているかを確かめること。これらのキーが Meta
Keyとして機能しない場合は，ESCキーが使える。

ファイル操作の基本
所与のテキストファイルがあれば，通常のソフトウェ

ア同様，PC 教室ではそのアイコンを右クリックして
（個人 PC における設定次第ではアイコンを直接クリッ
クして）Emacs から開くことができる。Emacs が既に
起動している場合は，以下に掲げる種々のコマンドを
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用いたファイル操作の基本をよく学ぶこと。開く対象
に（ファイルではなく）ディレクトリを選ぶと，Dired
（Directory Editor）という Emacs のファイラー操作画
面となるが，これについては後の講義で詳しく学ぶの
で，今は Diredの操作法についてあまり気にしなくて良
い。なお，EURO ICT Emacsにおいては，C-x C-fの Key
Bindingsをデフォルトの (find-file)から，FFAPパッケー
ジが提供するより使い勝手のよい (find-file-at-point)へ
置き換えている。

• ファイルを開く： C-x C-f (find-file-at-point)
• 新規作成：同上コマンドで「新規ファイル名」を
与える

• 上書保存： C-x C-s (save-buffer)
• 別名保存： C-x C-w (write-file)
• カーソル位置にファイル挿入： C-x i (insert-file)

第 1講演習
演習用ファイル： khm53_de/en/fr/ja_utf8_unix.txt

1. PC 上に，適当な作業用ディレクトリ work を作
成せよ（例：Windowsの場合は H:\work, Macの
場合は /Users/ynagata/Documents/work等）

2. 上記ファイル 4点をダウンロードし，workに保
存せよ

3. Emacsを起動し，4つのファイルをそれぞれ開け
（ヒント：TABを押せば Completion機能が働き，
入力補完できる）

4. work内に my_first.txtを作成し，中身を「Emacs
を使った最初のテキストファイル作成演習。This
is my first plain text file using Emacs.」とし，保
存せよ

5. khm53_ja_utf8_unix.txtファイルを開き，末尾に
「英・独・仏語」テキストを，この順で，それぞれ
追加せよ

6. このようにして新たに作成したファイルに
khm53_utf8_unix.txtというファイル名を付けて，
work内に保存せよ

Emacsの操作体系は独自の内部整合性・完結性を持つ。
これに習熟するまではキーの押し間違いはつきものなの
で，必要に応じて

• コマンド取り消し： C-g (keyboard-quit)

• アンドゥ： C-/ or C-x u or C-_ (undo)

を使うこと。Übung macht den Meister! C’est en for-
geant qu’on devient forgeron ! Practice makes perfect!

発展： Emacsの強制終了法
意図せず Emacs が「固まってしまう」（アプリケー

ションが全く反応しなくなる）ことがある。こういった
場合は，Windows/Macとも以下に記す 3つのキーを同
時に押し「タスクマネージャー（Windows）」あるいは
「アプリケーションの強制終了（Mac）」を起動して，ウィ
ンドウリストに挙がっている Emacsを選択してから「タ
スクの終了（Windows）」もしくは「強制終了（Mac）」
をクリックする。

• Ctrl-Alt-Delete (Windows)
• Commnad-Option-Esc (Mac)

第 2講

Emacs Jargon

Emacs は正確には GNU Emacs という名称を持
ち，これは the GNU incarnation of the advanced, self-
documenting, customizable, extensible editor であると
説明される。また free/libre text editor – and moreとも
言われる。Emacsを描写するこうした説明を吟味せよ。
Emacsでグローバルに用いられる以下の基本的諸概念

（Emacs Jargon）に慣れよ。file, buffer（file 内のデータ
等を一時的に読み込んでおく作業領域），frame（独立し
た GUIウィンドウ），window（Emacsの作業画面領域，
編集中の buffer がここに表示される），menu bar, tool
bar, major mode（対象に特化させて提供される編集環
境。Emacsで編集を行う場合，必ず一つの major mode
が選択される），minor mode（major mode内でオプショ
ンとして用いられる編集環境，複数選択が可能），mode
line, minibuffer（echo area とも），key sequence（複数
のキーを押す場合），command, key bindings, complete
key（コマンドとして機能する key sequence），prefix key
（complete keyの前置部分），cursor（buffer中の現在位
置），point（cursor と直前文字間），fill（文字列を整形
すること）。
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Cursor移動
テキストを高速に編集するためには，先ずは，文字，

語，行，文，段落，画面，buffer,といった異なる Syntax
単位での確実な移動ができなくてはならない（つまり，
狙った箇所に「瞬時に飛べる」ということ）。
以下の「移動系コマンド」を習得せよ。その際，f, b,

p, nといったキーを用いる Emacsの Mnemonic System
にも留意すること。また，prefix keyの C-およびM-に
よる動作の差異にも注意を払うこと。

• 1文字先へ： C-f (forward-char)
• 1文字前へ： C-b (backward-char)
• 上行へ： C-p (previous-line)
• 下行へ： C-n (next-line)
• 1語先へ：M-f (forward-word)
• 1語前へ：M-b (backward-word)
• 行頭へ： C-a (beginning-of-line)
• 行末へ： C-e (end-of-line)
• 1文先へ：M-e (forward-sentence)
• 1文前へ：M-a (backward-sentence)
• 1段落先へ：M-} (forward-paragraph)
• 1段落前へ：M-{ (backward-paragraph)
• 1画面先へ： C-v (scroll-up)
• 1画面前へ：M-v (scroll-down)
• buffer先頭へ：M-< (beginning-of-buffer)
• buffer末尾へ：M-> (end-of-buffer)
• 画面再描画： C-l (recenter)
• buffer何行目へ：M-g g (goto-line)
• 行番号表示： <f5> (linum-mode)

Emacsが認識する「語」は原則として欧文単語（両端に
spaceあり）であり，日本語文書内ではM-f/M-bにより
cursorが想定外の箇所に飛ぶことがある。「文」は欧文
では period (.)によって，邦文では句点（。）によって，そ
れぞれ識別される。「段落」は空行で隔てられることで
認識される。linum-modeコマンドの Key Bindings <f5>
は「toggleキー」（同一操作で on/off切り替え）となっ
ている。

発展： C-M-コマンドでの移動
移動系コマンドには，自然言語が持つ構造「以外」の

Syntax単位での cursor移動を可能としてくれるものも
存在する。これらは通常 major mode と連動し，対象

ファイルの編集に際し，さらなるより使い勝手の良い
cursor移動手段を提供してくれる。例えば，プログラミ
ング言語のソースファイルを編集する場合は，対応する
式や関数の先頭・末尾に瞬時に移動できるコマンド群が
用意されている，という具合である。
通常のテキストでは，例えば，C-M-f (forward-sexp),

C-M-b (backward-sexp)で，それぞれ「対応するカッコ」
に飛ぶことができるので試してみよ。

French/Non-French Spacing

グーテンベルクによる活版印刷術の発明以来，ヨー
ロッパでは「文（さらには約物）間スペース」をどれほ
ど取るのか，について言語毎にそれぞれの因襲が確立
されてきた（詳しくは，“history of sentence spacing”で
Google検索してみると良い）。
例えば，英語では省略符として用いられる Mr.の .と

は異なり，「文末」の .の後には「広目の space」（Non-
French Spacing）を置くことになっているが，フランス語
やドイツ語では双方ともに「同じ長さの space」（French
Spacing）を置くのが慣習となった。タイプライターが
使われるようになると，英文を打つ場合，文末には「2
つの spaces」を挿入することが一般的となる。
ここで，Emacsにおける「文単位での cursor移動」を

考えてみよう。アメリカ生まれの Emacs は，デフォル
トでは，「文」を「periodに続く 2つの spaces」によっ
て識別する。従って，

This is Mr. Brown. And that is Mrs. Brown. They
live in Fukuoka.

という英文（実際には 1行，また，文末 period後には 2
spaces）があった場合，デフォルトの Emacsではこの行
の上で C-a, M-eと打つと，Mr.をすっ飛ばして，いきな
り Brown.の後まで cursorが移動することになる。
しかし，EURO ICT Emacs では「ドイツ語，フラン

ス語を優先」し，French Spacing に対応した振舞をす
るように Emacs をカスタマイズしてある。こうしたカ
スタマイズ箇所は，全て Emacs Lisp というプログラミ
ング言語を用いて「設定ファイル」（テキストファイ
ル。Windowsでは C:\home\.emacs.d\init.el，Macでは
/Users/ynagata/.emacs.el）の中に記述してある（ynagata
部分はMacにおけるユーザ名）。
Emacs を起動する際には，常にこの設定ファイルが

読み込まれることになるので，EURO ICT Emacs では
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French Spacing 対応となる。この振舞を抑制したい場
合，言い換えれば，French Spacing対応するように記述
された設定ファイルを「読み込ませないで素の Emacs
を起動」したい場合には，ターミナル上で emacs -qも
しくは emacs -Q と打ち込めばよい。

第 2講演習
演習用ファイル： khm53_de/en/fr/ja_utf8_unix.txt

1. 演習用ファイルを使って，欧文テキスト，邦文テ
キストとも「cursor移動系コマンド」を実際に検
証せよ

2. (help-with-tutorial-spec-language) コマンドを実
行し，Emacsが備える「多言語 Tutorial」を buffer
に呼び出せ

3. Japanese, English, German または French を言語
に選び，それぞれ Tutorialを熟読せよ（中身は全
て同じなので，多言語の速読練習ともなる！）

4. その際，特に「cursor系移動コマンド」の動作を
検証すること

5. Tutorial内にある未習箇所については，今は無視
して良いが，今後，折に触れて Tutorialに立ち返
ること

6. Tutorial（に限らないが現 buffer）を消すには C-x
k (kill-buffer)と打つ

7.「素の Emacs」を起動し，Non-French Spacingの
動作を検証せよ

8. 逆に EURO ICT Emacs を立ち上げ，French Spa-
cingの動作を検証せよ

発展：スマートフォンから Emacsを遠隔操作
Emacsは，もう一つの有名なテキストエディタである

Vi[m]同様，UNIX 系 OS には大抵デフォルトで搭載さ
れている。GUI のみならず CUI でも動作するため，リ
モート先のテキストファイルをネットワーク越しに遠隔
操作する，などということも可能である。
図 3（11ページ）は，Android Smartphoneからリモー

ト先の Linux サーバに SSH（Secure Shell）通信により
接続し，サーバ上にある HTMLファイルを Emacsで編
集している様子を示したものである。もちろん，スマー
トフォンには物理キーボードが付いていないので実際の
編集作業に使うことは稀であるが，ここでは Emacs を
「広範に活用できる事例」の一つとして紹介しておく。

図 3:スマートフォンから Web サーバ上にある HTML
ファイルを Emacsでリモート編集

第 3講

テキスト編集：変換，交換
buffer に読み込まれたテキスト内を Syntax 単位で自

由自在に移動でき，目的箇所に素早く辿り着けるように
なれば，次は，テキストを「編集」することを学ぶ。
「編集」とは元のテキストに「手を入れ」て「中身を
変更する（元の姿を変えてしまうこと）」ことであり，
Emacsを学習し始めた頃は，不慣れのためキーの押し間
違いをすることは不可避であるため，想定外のトラブル
に見舞われて，元テキストを「破壊」して取返しのつか
ないことをしてしまうのではないか，と不安を覚える向
きもあろうが，心配は無用である。
先ず，Emacsは編集中にテキスト（ファイル）そのも
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のには手を付けない（のでオリジナルを破壊することは
ない）。Emacsはテキストの「コピー」を bufferに読み
込み，編集は全て buffer 上のコピーに対して行われる
からである。編集した部分を「上書保存」するときに始
めて元テキストが書き換えられる。次に，Emacsは自動
的にバックアップファイルを作成してくれている（ファ
イル名末尾に ~が付いたもの）。さらに，編集作業中に
突然電源が落ちてしまった，などという（本来であれば
壊滅的な）事故の場合でも，編集途上の bufferを自動保
存してくれている（ファイル名が #で挟まれたもの）た
め，ここからファイルを recoverできるし，あれやこれ
やの編集を「御破算」にして元ファイルに revertするこ
ともできる（後述）。
もっとも，テキスト「編集」の段階に学習が進めば，

「万一の場合に備え，適宜小まめに，自分から能動的に
編集済み bufferをファイルに保存する」という癖を身に
付けておくのが良い。
以下の「変換」系および「交換」系編集コマンドを習

得せよ。実際にはこれらのコマンドを用いる場合，C-g
(keyboard-quit)や C-/ or C-x u or C-_ (undo)コマンドも
併せて使うケースが増えるだろう。region 概念は後で
学ぶが，同系のコマンドをまとめておく。

• cursor 位置文字を大文字へ： M-c (capitalize-
word)

• cursor 位置文字以降を大文字へ： M-u (upcase-
word)

• cursor位置文字以降を小文字へ：M-l (downcase-
word)

• region 内文字列を大文字へ： C-x C-u (upcase-
region)

• region内文字列を小文字へ： C-x C-l (downcase-
region)

• region 内の語頭のみ大文字へ： (cap-r or
capitalize-region)

• 前後文字交換： C-t (transpose-chars)
• 前後語交換：M-t (transpose-words)
• 前後行交換： C-x C-t (transpose-lines)
• 前後文交換： (t-sen or transpose-sentences)
• 前後段落交換： (tr-p or transpose-paragraphs)

なお，C-x C-uおよび C-x C-lコマンドはデフォルトで
は無効となっている。C-x C-u をはじめて実行すると，
“Disabled Command” bufferが開き “You have typed C-x

C-u, invoking disabled command upcase-region . . . ”とい
うメッセージが表示される。この場合，yと答えてやり，
さらに “Please answer y or n. Enable command future
editing sessions also? (y or n)”と尋ねてくるのでこれに
も yと答える。すると，設定ファイルに (put ’downcase-
region ’disabled nil)が追加され，これ以降この設定が有
効となる。C-x C-lについても同様。

入力支援： auto-complete, electric-pair

EURO ICT Emacsでは「テキスト編集」の効率を上げ
るため，様々な入力支援機能を追加しているが，ここで
は，先ず auto-complete.elと electric-pair.elパッケージ
を紹介する。
auto-complete とは，buffer 上で文字入力を行った瞬

間から入力支援が開始されるもので，自動的に pop up
する補完候補から <up>, <down>を使って選択し，RET
で確定することで，素早く目的の語を入力できる。補完
されたくない場合は， C-g あるいは <right> を押せば
良い。
electric-pair は，( ), [ ], { } ,（　），" ", 「」 といった

対応するカッコ類を，開始カッコを入力するだけで終了
カッコも同時に入力してくれるものである。
EURO ICT Emacsでは，auto-complete, electric-pairと

もテキストファイル編集時に自動的に onとなるよう設
定してあるが，以下のコマンドにより，これを offとす
ることができる。

• (auto-complete-mode)
• (electric-pair-mode)

いずれも toggleコマンドである。

半角／全角変換
邦文テキスト内に欧文文字を混在させる場合は，原則

として全ての欧文文字を「半角」で入力する。数字も同
様に半角で打つ。半角・全角文字が混在しているテキス
トを編集する場合には，次のコマンドが使える。3番目
のコマンドは設定ファイル内で定義している。

• region内文字列を全て半角（カナ）へ： (ja-ha or
japanese-hankaku-region)

• region内文字列を全て全角へ：(ja-ze or japanese-
zenkaku-region)

• 全角英数字を半角へ，半角カナを全角へ： C-c h
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(normalize-chars)

2番目のコマンドにおいて，英数字は半角のままにして
おきたいときは，前置引数 C-uを入力してからコマンド
入力（C-u M-x . . .）する。

第 3講演習
演習用ファイル： khm53_de/en/fr/ja_utf8_unix.txt

1. 演習用ファイルを使って，欧文テキストまた邦文
テキストとも，上に挙げた編集用「変換」系コマ
ンドと「交換」系コマンドの動作確認をせよ

2. 望む結果を得るためにはどこに cursor を置くの
が良いか，最適箇所を見つけ出せ

3. auto-complete, electric-pairの挙動を検証せよ
4. 半角・全角変換を試してみよ

第 4講

テキスト編集：削除
以下の Emacs Jargonに習熟せよ： kill（文字列を buf-

ferから削除して，それを kill ringに保存する），kill ring
（kill された文字列が保存される場所），delete（単純削
除。kill ringに保存しない），yank（kill ringから文字列
を引っ張り出してきて，bufferに戻す）。
以下の「削除」系編集コマンドを習得せよ。

• cursor 前文字または region 内文字列を delete:
<del>*9, <backspace> (delete-backward-char)

• cursor後文字を delete: C-d (delete-char)
• cursor後の語を kill: M-d (kill-word)
• cursor 前の語を kill: M-<del> or M-<backspace>
(backward-kill-word)

• cursor以降行末までを kill: C-k (kill-line)
• cursor（がどこにあってもその）行を（改行コー
ドも含め）kill: C-S-<backspace> (kill-whole-line)

• cursor以降の文を kill: M-k (kill-sentence)
• cursor 前の文を kill: C-x <del>, <backspace>
(backward-kill-sentence)

• cursor 前 後 の 空 白 を delete: M-\ (delete-
horizontal-space)

• 同上，ただし one space残しながら toggle：M-SPC
(cycle-spacing)

• 現在行または現在行以下の空白行を delete: C-x
C-o (delete-blank-lines)

• 現在行と前行を連結：M-^ (delete-indentation)
• kill ring に最後に入った文字列を yank: C-y
(yank)

• kill ring に格納されている他の文字列を選んで
yank: M-y (browse-kill-ring)

• 対応カッコをペアで削除： C-c p (delete-pair)

EURO ICT Emacs では，素の Emacs に browse-kill-
ring.el という拡張パッケージを組み込み，M-y の Key
Bindings を オリジナルの yank-pop から browse-kill-
ring コマンドへ置き換えている。こちらの方が使い勝
手が良いためだ。C-c pを使う場合は，「開始カッコ」に
cursorを置く。

Mode Lineでの編集状況確認
buffer の編集状況は，mode line で確認できる。以下

の表示の意味を学べ。

• - -:変更なし
• * *:変更あり（未保存）
• % %:読込専用 buffer
• % *:読込専用 bufferに変更あり

編集対象ファイルを，意図せず「読み込み専用」で開
いてしまった場合は，C-x C-q (read-only-mode)で編集
可能（読み込み専用を解除）状態に戻せる。C-x C-qは
toggleキーである。

第 4講演習
演習用ファイル： khm53_de/en/fr/ja_utf8_unix.txt

1. 演習用ファイルを使って，欧文テキストまた邦文
テキストとも，上に挙げた「削除」系編集コマン
ドの動作確認をせよ

2. その際，C-/ or C-x u or C-_ (undo) コマンドを
使ってみよ

3. C-y, M-yコマンドも検証せよ

*9 Windowsでは Deleteキーが (delete-forward-char)として機能するので注意。
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Homo Ludens 1:カエサル暗号と (rot13-region/
other-window)

次の文は「英文」であるとする。さて，何と書いてあ
るか分かるだろうか。Ur ybirf Pyrbcngen.
共和政ローマ期の政治家であり武将であり文筆家であ

り，そして何より英雄であったカエサル（Gaius Iulius
Caesar, BC100–BC44）は，機密書を草する際，アルファ
ベットを 3 文字後ろにずらした暗号文を使ったという
（スエトニウス『ローマ皇帝伝』より）。カエサル暗号
と呼ばれるこの方式は単一換字式暗号（Monoalphabetic
Substitution Cipher）の一種で，現在のセキュリティ水
準から見た場合あまりに単純であるため実際の用途には
適さないが，それでも暗号技術において現在でもなお基
本となる「規則（アルゴリズム）」（＝各文字を辞書順に
特定数ずらす）と「鍵」（ずらす際の数値を指定する）と
いう 2要素が既に完全な形で含まれているという事実に
は，感嘆せざるを得ない。

図 4:カエサル暗号と (rot13-other-window)コマンド

そして Emacs はカエサル暗号に基づいたコマンドを
持っている（英字限定）。

• region内の各英字を 13字ずらす： (rot13-region)
• 分割した別 windowにリアルタイムで rot13を表
示： (rot13-other-window)

英字の総数は 26字だから，ある文字列を対象に (rot13-
region) コマンドを「1 回」打つと「暗号化」され，「2
回」発行すると「復号化」されることが分かる。(rot13-
other-window)コマンドを用いれば，英字入力テキスト
をリアルタイムで 13字ずつずらしながら表示させるこ
とができる（図 4，14 ページ）。単純であるとはいえ，
(rot13-region/other-window)は古代ローマのカエサルを
偲ぶオマージュとなっているコマンドである。
なお，単一換字式暗号を解析するためのコマンド (de-

cipher)も Emacsには用意されている。さらに，region
部文字列をモールス符号に変換するコマンド (morse-
region) やモールス符号を文字列に変換するコマンド
(unmorse-region)も備わっている。試してみよ。

Homo Ludens 1:演習
1. Ur ybirf Pyrbcngen.を (rot13-region)で復号せよ
2. 同じ文字列を使って (rot13-other-window) の動
作を検証せよ

カエサルは自分のことを記す際 1人称を使わず「3人
称」を用いた（『ガリア戦記』参照），というエピソード
も良く知られている。

第 5講

テキスト編集： Region操作
以下の Emacs Jargonに習熟せよ： region（選択領域，

mark と point で囲まれた部分），mark（領域指定の始
点），point（既出。region 関連では領域指定の終点），
copy（文字列を buffer から削除することなく，それを
kill ringに保存する）。
deleteしたものは単純削除されるだけだが，killされ

たものは全て kill ringに格納されており，これらはいつ
でも yankで取り出せることに留意すること。
以下の region 系編集コマンドを習得せよ。mark を

セットして cursor移動すると，そこが pointとなり，こ
れにより region を指定できる。region 指定すれば，テ
キストの任意領域を編集対象とすることができる。ま
た，C-@と「移動」系コマンドを組み合わせることで，
テキスト編集効率が一段と高まる。EURO ICT Emacsで
は，region指定領域はハイライトされるように設定済み
である。

• markをセット： C-@ (set-mark-command)
• mark と point を交換して可視化： C-x C-x
(exchange-point-and-mark)

• regionを kill: C-w (kill-region)
• regionを copy: M-w (kill-ring-save)
• 現段落を region指定：M-h (mark-paragraph)
• 現 buffer全体を region指定： C-x h (mark-hole-
buffer)

• cursor位置にブックマークをセット，かつ，カー
ソルのある行をハイライト： C-SPC (bm-toggle)
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• 次のブックマークへ：M-] (bm-next)
• 前のブックマークへ：M-[ (bm-previous)

set-mark-commandコマンドは，オリジナルの Emacsで
は C-SPCにも key bindされているが，EURO ICT Emacs
では C-SPCを拡張パッケージの bm.elが備えるコマン
ド bm-toggleに key bindし直している。bm.elは buffer
内に「ハイライトされる book markをセット」するプロ
グラムで，テキスト編集における便宜性をさらに高めて
くれるはずである。C-SPCは toggleキーとなっている。
なお，Macにおいては，C-SPCの Key Bindingsが別
アプリケーションのキーボードショートカット（例え
ば Spotlight）に使われてしまっていることがあるため，
bm.el を使いたい場合は，自分で「システム環境設定」
に手を入れてこれをカスタマイズするか，あるいは，コ
マンド入力で凌ぐ。
CUI 環境で C-@ で mark をセットすることができな
い場合は，C-SPCを使えば markをセットすることがで
きる。

編集破棄とファイルの復元
これまではテキストの「変更」に力点を置いた編集コ
マンドを学んできたが，場合によってはあまりにもご
ちゃごちゃと手を加え過ぎた結果，いっそのこと全てを
御破算にして，元のファイルにあった通りのテキストに
戻したい，ということもあろう。
次のコマンドで，前回ファイルを保存した時の状態ま
で bufferを復元することができる。

• (revert-buffer)

逆に，突然電源が切断された，とか，Emacsが異常終了
した，といった場合のように，「自らの意志に反して失
われてしまった」編集内容を復元したいこともある。こ
ういった場合は，Emacsが自動保存しているファイルか
ら以下のコマンドでテキストを取り戻せることがある。

• (recover-file)

広範囲に及ぶ編集作業を行うようになれば，次のコマン
ドの有用性も理解できるようになる。

• cursor のある段落の自動整形： M-q (fill-
paragraph)

• regionにある各段落の自動整形： (fill-region)
• 折り返し文字数の設定： C-x f (set-fill-column)

EURO ICT Emacs では半角 60 文字で 1 行を折り返す
設定にしてある。改行文字数を変更したい場合は C-x f
で適当な数値を指定した後で M-q すれば良い。なお，
buffer先頭に Time-stamp: <>と記しておけば，C-x C-s
した際に「自動タイムスタンプ」が記録される。これも
便利な機能であるから，活用して欲しい。

英・独・仏・日本語での「今日の日付」挿入
EURO ICT Emacs では，以下の key-sequence で，そ

れぞれ英語，ドイツ語，フランス語，日本語による「今
日の日付」を挿入することができる。前置引数（Prefix
Argument）である C-uを前に打てば，表記形式を変え
られる。英・独・仏では 2回まで前置引数を取れる。日
本語は 1回のみ（Linuxでは 2回の前置引数を与えるこ
とで「元号」による紀年表記もできる）。

• 英語で今日の日付： C-c e (insert-date-e)
• ドイツ語で今日の日付： C-c d (insert-date-d)
• フランス語で今日の日付： C-c f (insert-date-f)
• 日本語で今日の日付： C-c j (insert-date-j)

第 5講演習
演習用ファイル： khm53_de/en/fr/ja_utf8_unix.txt

1. 演習用ファイルを使って，欧文テキストまた邦文
テキストとも，上に挙げた「region操作」系編集
コマンドの動作確認をせよ

2. 段落を 1つ copyし，buffer末尾に yankせよ
3. 段落を 3つ copyし，buffer先頭に yankせよ
4. 文を 1つ killし，適当な位置に yankせよ
5. 文を 2つ killし，適当な位置に yankせよ
6. テキストを様々に killし，C-y, M-yの動作を検証
せよ

7. M-qを使って適当に整形せよ
8. テキストの適当な位置に book mark を複数セッ
トせよ

9. セットした book mark間を移動せよ
10. 2 つの book mark 間を region 指定し，その部分
を copyし，適当な箇所に yankせよ

11. セットした book markを解除せよ
12. 変更を加えた bufferを，それぞれ別名で保存せよ
13. 自動タイムスタンプを活用せよ
14. 英・独・仏・日本語で今日の日付を挿入してみよ
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Homo Ludens 2: La Tour d’Hanoï

フィボナッチ数列やメルセンヌ（素）数の研究で知ら
れる 19世紀のフランスの数学者 François Édouard Ana-
tole Lucasは，1883年に自身で考案したゲーム「ハノイ
の塔」（La Tour d’Hanoï）を発売した。ハノイの塔は，
別名，バラモンの塔，ブラフマーの塔，リュカ（ルーカ
ス）の塔とも呼ばれる。
当時同梱されたリーフレットには，ハノイの塔にまつ
わる「それらしい（創作された）伝説」も添えられてい
た。詳細は Google等で検索できる。現代では，PCある
いはスマートフォン用にフリーの「ハノイの塔」ゲーム
も配布されているから，誰でもこのゲームを簡単に試す
ことができる。

図 5: 32枚の円盤からなるハノイの塔

さて，ハノイの塔とは，3本ある軸のうち一番左の軸
に「大から小の順」に刺さっている円盤を，1枚ずつ動
かし，最終的には一番右（または真中）の軸に「元の形
のまま」に移動させるゲームであるが，移動の際，「小
さな円盤の上に大きな円盤は乗せられない」というルー
ルに従わねばならない。
実はハノイの塔は再帰的アルゴリズムの問題そのもの

となっており，𝑛枚の円盤全てを移動させるには「最低
2𝑛 − 1回の手数がかかる」ことが証明できる。
Emacs はハノイの塔に関連する 3 つのコマンドを

持つ。

• 3枚の円盤からなるハノイの塔： (hanoi)
• 32枚の円盤からなるハノイの塔： (hanoi-unix)
• 64枚の円盤からなるハノイの塔：(hanoi-unix-64)

いずれも自らゲームをプレーできる形は取っておら
ず，「Emacsがルールに従って円盤を動かす様」をじっ
と眺めていることになる（図 5，16ページ参照）。C-u 10
M-x hanoiのように Prefix Keyを叩いてから整数値（例
では 10）を打ち込めば，初期値の 3に限らず，自分の好
きな「円盤の数」を指定できる。
ところで，32 枚の円盤から成るハノイの塔を別軸に
移すにはどのくらいの時間がかかるだろうか。
1 つの円盤を動かす際に 1 秒かかる（実際 Emacs で
もそのように動く）と仮定すれば，所要時間は手数と全
く同じ「2𝑛 − 1」秒となる。(hanoi-unix)では，従って約
136年，(hanoi-unix-64)に至っては，何と，5849億年以
上も時間がかかる（我々が住むこの宇宙の始まりとされ
るビッグバンでさえ，今から 138 億年前の出来事とさ
れている）ことが分かる！ リュカのリーフレットには
「天地創造のときに神は 64枚の純金の円盤を大きい順に
重ねて置いた・・・司祭達は昼夜を通して円盤を別の柱
に移し替えている・・・全ての円盤の移し替えが完了す
ると，世界は崩壊し終焉を迎える」と書かれていた。
Emacs の (hanoi-unix), (hanoi-unix-64) の双方におい

て，1970年 1月 1日 0時 0分 0秒（いわゆる UNIX時
刻の起点時）から 1枚 1秒で円盤を動かしたときの進行
の様子を見ることができる。

第 6講

検索：インクリメンタル検索
本格的にテキストを編集したい，という場合は，Emacs

が備える多彩な検索機能と置換機能を利用することに
なる。
先ずは Incremental Searchから習得せよ。検索文字列

の 1 文字目を入力すると同時に cursor 位置以降のテキ
スト検索が開始されるので，この検索法を使えば，最小
の打鍵数で目的の語に到達できる。

• cursor以降を I-search: C-s (isearch-forward)
• cursorより前を I-search: C-r (isearch-backward)
• I-search終了： RET
• I-search取り消し： C-g (keyboard-quit)
• I-search で input method を toggle: C-\ (isearch-
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toggle-input-method)
• I-search で input method を指定： C-^ (isearch-
toggle-specified-input-method)

• I-search時にMigemoを on/off: M-m
• cursor位置「単語」を検索対象とする： C-s C-w
(isearch-yank-word-or-char)

• 検索対象単語末から 1 文字ずつ消去： C-M-w
(isearch-del-char)

• 検索対象単語末から 1 文字ずつ伸長： C-M-y
(isearch-yank-char)

• 前回の検索を順方向へ再開： C-s C-s
• 前回の検索を逆方向へ再開： C-r C-r
• 検索履歴を前にたどる： C-s M-p
• 検索履歴を後にたどる： C-s M-n

人文学部でドイツ語，フランス語を学ぶ我々が起草し
たり編集したりする文書は，普通に multilingual docu-
mentsである。つまり，1文書内に日本語，ドイツ語，フ
ランス語，英語等の多言語が混在する。特に欧文テキス
トを主に編集している場合，日本語を検索する際その都
度一々「かな漢字変換の日本語入力システム」に input
methodを切り替えるのは煩わしく感じられる。
そこで，EURO ICT Emacsでは「ラテン（ローマ）字

のまま日本語（かなカナ漢字）を検索できる」便利なプ
ログラム Migemoを使えるようにしてある。C-s, C-rと
打ち込むだけでMigemoが機能する Incremental Search
となる。Migemoの詳しい使い方については Google 検
索すること。基本的にはそのまま小文字のラテン文字
を入力すれば良いが，「吾輩は猫である」というような
複数の文節にまたがる言葉を検索するときは wagahai-
HaNekoDearuというように文節の先頭を大文字で区切
る。C-s, C-rでは，もちろん，日本語（かなカナ漢字）の
ままでも検索できる。input method がプログラムに奪
われて minibufferに日本語を入力できない場合は，C-\
あるいは C-^を打って対処する。
Incremental Searchにおいて Migemoを offにしたい

場合は，続けてM-mを押せばよい。これは toggleキー
となっている。
目指す検索文字列にたどり着けたら RET を押して検

索を終了する。この場合，最後の検索位置に cursorが移
動する。検索を取り消す場合は，C-g を押す。すると，
検索開始位置まで cursor が戻る。この 2 つの挙動の違
いに注意すること。

なお，Emacsの version 25からは，区分的発音符（dia-
critical marks）等を正確に入力せずとも「母字」だけで
こうした「区分的発音符付きの文字」（例えば a ä á à
など）までをも Incremental Searchできる機能（Emacs
Jargonではこれを character foldingと呼ぶ）が追加され
たが，残念ながら，現時点ではMigemoの初期設定と両
立できないため，EURO ICT Emacs ではこの機能を on
にしていない。
一時的にこの character folding 検索を行いたい場合

は，C-s M-s ’ (isearch-toggle-char-fold) と打てば良い。
character folding検索では，引用符号の検索時にも同様
の振舞をしてくれる。

第 6講演習
演習用ファイル： khm53_de/en/fr/ja_utf8_unix.txt

1. 演習用ファイルを使って，欧文テキストまた邦文
テキストとも，Incremental Searchの動作確認を
せよ

2. 欧文において lower-case 文字だけを検索語に指
定する場合と，upper-case文字も打ち込む場合の
違いはなにか（ヒント：case-[in]sensitive）

3. I-searchにおいて欧文単語「間」の空白はどのよ
うに認識されているか

4. minibufferに打ち込んだ通り（literally反対は loo-
sely）の whitespaces で検索する場合は I-search
時に M-s SPC (isearch-toggle-lax-whitespace) を
押す

5. ただしこの場合，Migemoは offにしておく必要
がある

6. 上の動作を検証せよ（M-s SPCは toggleキー）
7. character folding検索を検証せよ

第 7講

検索：単純検索
Emacs では文字列を全て打ち込んでから検索を開始

させる単純検索（Nonincremental Search）も可能であ
る。以下のコマンドを学べ。string は文字列を指す。

• 順方向へ単純検索： C-s RET string RET
• 逆方向へ単純検索： C-r RET string RET

続けて C-s/C-rを複数回押下すれば，順／逆方向への単
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純検索を繰り返すことができる。

検索：単語検索
単語検索（Word Search）は欧文限定（日本語では不

可）。語の連なりがあった場合，句読点や改行を無視し
て検索する。以下のコマンドを学べ。

• M-s w (isearch-forward-word)

Incremental Seach中にM-s wコマンドを打てば，Word
Seach に移行できる。この場合， M-s w は toggle キー
となる（iseach-toggle-word）。かつては，検索したい語
句が 2行にわたっていた場合，この語句を見つけるには
Word Search を使うしかなかったが，現在の Emacs で
は Incremental/Nonincremental Search でも行をまたぐ
語句の検索ができるようになっている（ただし，その際
Migemoはオフにしておく）。
逆に，行をまたぐ語句「のみ」を検索したい場合には，

C-q C-jを打ち，明示的に改行コードを入力してやれば
よい。

第 7講演習
演習用ファイル： khm53_de/en/fr/ja_utf8_unix.txt

1. 演習用ファイルを使って，欧文テキストまた邦
文テキストとも，Nonincremental Search および
Word Searchの動作確認をせよ

2. その際，自分で適当なテスト語句を考え，そこで
も検証せよ

第 8講

置換：一括置換
buffer中のある文字列を，一つ一つ確認する必要もな

く，一気に「全て」別の文字列に置換したい，という場
合には，以下のコマンドを用いる。

• string を newstring で一括置換： (r-st or replace-
string) RET string RET newstring RET

この際気を付ける点は，このコマンドは「point から
buffer末尾まで」の文字列を置換対象とする，というこ
とである。従ってこのコマンドを用いる際は，常にM-<
で cursorを buffer先頭に移動してから編集作業に入る，
という習慣を身に付けると良い。

一括置換が行われると，cursorは最後に置換された文
字列の後に来る。これを，置換開始前の位置に戻したい
場合は，C-u C-@と打てば良い。

置換：問い合わせ置換
問答無用の一括変換ではなく，Emacs と対話しなが

ら行うのが「問い合わせ置換」である。必要に応じて
cursorを buffer先頭に移動するのは一括変換時と同様。
以下のコマンドを学べ。

• 問い合わせ置換：M-% (query-replace) string RET
newstring RET

既に問い合わせ置換を行っていた場合は，最後の置換パ
タンがデフォルトとして提示されることに注意。Emacs
からの「問い合わせ」に対する「答え」としては y（置
換する），n（置換しない），,（文字列が置換されたこと
を確認してから yで先に進める），!（残りは確認せずに
置換する），q（置換を終了）などのキーを押下すれば良
い。なお，?を打てば「これら以外の答え方」について
も知ることができる。

置換：再帰編集
問い合わせ置換実行中は，buffer内での移動を目の前

に見ているわけで，その際，「あ，ここも変更しておき
たい」という箇所が出てくることは容易に考えられる。
Emacsはこのための機能も提供してくれる。「再帰編

集」がそれだ。問い合わせ置換作業の途中で一旦置換を
保留し，buffer内移動中に目に留まった他の箇所を編集
してから，再度保留したところに戻り置換を続けること
ができる。
以下のコマンドを学べ。

• 問い合わせ置換中に再帰編集： C-r (recursive-
edit)

• 再帰編集を終了し，問い合わせ置換に戻る：C-M-c
(exit-recursive-edit)

• 再帰編集だけでなく，問い合わせ置換も併せて終
了する： C-] (abort-recursive-edit)

なお，「全角」の再帰編集をした場合は，問い合わせ
置換に戻る前に「半角」に戻しておくこと。

第 8講演習
演習用ファイル： khm53_de/en/fr/ja_utf8_unix.txt
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1. 演習用ファイルを使って，欧文テキストまた邦文
テキストとも，一括置換および問い合わせ置換の
動作確認をせよ

2. 問い合わせ置換時の「これら以外の答え方」を検
証せよ

3. 再帰編集に入ると mode lineに変化があったはず
だが，それは何か

第 9講

インプットメソッド： Latin-Prefix

ここまでは，欧文文字であれ，かなカナ漢字であれ，
Emacsにおける個々の文字入力方法については特に説明
してこなかった。EURO ICT Emacs では，OS に備わる
標準の文字入力方式（Windowsでは「Microsoft IME」，
Macでは「Mac標準 IM」等）も，もちろんそのまま使
えるようにしてある。
しかし，将来的な拡張性を持たせた「自然言語もプロ
グラミング言語も編集対象とするテキストの高速処理」
を考えた場合，こうした入力方法だけに頼っていると，
どうしても不便を感じるケースに遭遇する。
なぜか。それは OS の文字入力方式が，標準日本語
キーボードのキー配列を大きく変更してしまうことが
あるからだ。例えば，今，インプットメソッドを「ドイ
ツ語キーボード」配列にしてみたものと仮定しよう。す
ると，Z と Y の位置が入れ替わってしまっていること
に気付く。さらに，ドイツ語キーボード配列のまま \や
@ を入力するのは，さほど簡単ではないことも分かっ
てくる。
日本語キーボード配列をベースとして「日本語とドイ

ツ語とフランス語とプログラムのソースコードを入力す
る」作業を考える場合，言語やプログラム毎にインプッ
トメソッドを切り替えねばならない編集方法では，効率
的であるとは言えまい。
Emacsは，OSとは別に，独自のインプットメソッド
を約 200種類も備えており，その中には，我々の目的で
ある「日本語とドイツ語とフランス語とプログラムの
ソースコードを簡便に入力する」のに打ってつけ―――つ
まり日本語キーボード配列のままキーを打てる―――のイ
ンプットメソッドもある。Latin-Prefixである。
インプットメソッドに関する以下のコマンドを学
べ。併せて window 操作法も覚えよ。同時に使うこと
になる。

• インプットメソッドの切り替え： C-x RET C-\
method RET (set-input-method)

• 選択したインプットメソッドをオン・オフする：
C-\ (toggle-input-method)

• インプットメソッドの説明を見る： C-h I or C-h
C-\ method RET (describe-input-method)

• 全インプットメソッドのリストを見る： (list-
input-methods)

• 別 windowに移る： C-x o (other-window)
• 選択中の windowを消す：C-x 0 (delete-window)
• 選択した window を除き frame 内にある全 win-
dowを消す： C-x 1 (delete-other-windows)

• 別 window を scroll する： M-<next> or C-M-v
(scroll-other-window)

• 別 windowを逆方向に scrollする：M-<prior> or
C-M-S-v (scroll-other-window-down)

method を入力せずに SPCを叩くと対象となるメソッド
のリストが現れるので，これを見ながらminibufferにて
望むメソッドを入力することもできる。もちろん TAB
を押せば入力補完機能も使えるし，適当なところで SPC
を打ちながら作業すれば，目当てのメソッドを段々と絞
り込んでも行ける。

行数・語数・文字数のカウント
regionに対して，以下のコマンドを実行することで，

region内の「行数・語数・文字数」をカウントすること
ができる。

• 行数・語数・文字数のカウント： (cou-w or count-
words)

ただし，日本語における「語数」は，大抵の場合，正し
く計上されない。Emacs が分節する位置は M-f/M-b で
移動する箇所と一致する。なお spaceや引用符も 1文字
としてカウントされる。

発展： Sayコマンドで外国語テキストを読み上げさせる
（Mac）

Macには sayという「ドイツ語，フランス語，イギリ
ス英語，アメリカ英語，日本語，・・・」ネイティブを模
した発話プログラムが内蔵されており，ターミナルから
任意のテキストをそれぞれの言語の発音に相応しく読み
上げさせることができる。読み上げさせるテキストは，
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ターミナル上で直接打ち込んでも良いし，テキストファ
イルとして予め用意しておいても良い。1分間あたりの
発話語数を指定することにより，「速聴・遅聴」にも使
える。
ネイティブとしては，例えばドイツ語では Anna,フラ

ンス語では Thomas,イギリス英語では Daniel,アメリカ
英語では Alex,日本語では Kyoko,がそれぞれ使える。
say関連の以下のコマンドを試してみよ。

• システムに用意されている「各言語ネイティブ」
の名称確認： say -v ? [| less]

• Quotation Marksで囲まれたテキストを -v (voice)
で指定したネイティブに読み上げさせる： say -v
Daniel "I am speaking British English."

• 上記と同じ，ただし 1 分間に 100 語の発話ペー
ス（rate）で： say -v Alex -r 100 "I am speaking
American English."（標準レートは 175–180）

• 準備したドイツ語テキスト deutsch.txt（file）を，読
み上げ箇所をハイライトさせながら（interactive）
Annaに発話させる： say -v Anna -i -f deutsch.txt

• 上記の音声をファイルに保存する： say -v Anna
-f deutsch.txt -o deutsch.aiff

• say の詳しい使い方をマニュアルで参照する：
man say

音声ファイル形式としては，他にも m4a 等色々と指定
できるので，マニュアルを参照すること。

第 9講演習
演習用ファイル： khm53_de/en/fr/ja_utf8_unix.txt

1. Emacs のインプットメソッドは正確にはいくつ
あるか数えよ

2. latin-prefixの説明を良く読め
3. ウムラウトやアクサン等の入力法を理解したら，

khm53_de/fr_utf8_unix.txt を手本に latin-prefix
メソッドを用いてキーボード操作し，「全く同じ
テキストを作成し，別名でファイル保存」せよ

4. これらの作業を行う際，上に挙げたコマンドの動
作を全て検証せよ

5. 各言語テキストについて，行数・語数・文字数を
カウントせよ

6. 各言語テキストを，Macの sayコマンドを使って
読み上げさせてみよ

7. 英語テキストを Kyoko に読み上げさせるとどう
なるか，検証せよ

第 10講

Buffer, Window, Frameの操作
第 9講演習に取り組んだ際，恐らく誰もが「frameを

左右に window分割できた方が作業が捗るのだが」とい
う印象を持ったことだろう。もちろん Emacs ではそれ
もできるし，full frame表示することもできる。
buffer, window, frameの操作に関する以下のコマンド

を習得せよ。

• 上下にwindow分割：C-x 2 (split-window-below)
• 左右に window分割： C-x 3 (split-window-right)
• 左右分割された同一 buffer を仮想的な 1 つの
windowとして扱う： (follow-mode)

•（C-x C-f派生形）別windowで開く：C-x 4 f (find-
file-other-window)

•（C-x C-f派生形）別 frameで開く： C-x 5 f (find-
file-other-frame)

• 選択した window の高さを増やす： C-x ^
(enlarge-window)

• 行数が少ない bufferの高さを適当に縮める： C-x
- (shrink-window-if-larger-than-buffer)

• 全 window の高さおよび幅を同じに： C-x +
(balance-windows)

• 選択した window横幅を広げる： C-x } (enlarge-
window-horizontally) frameの縁をマウスでドラ
ッグしても良い

• 選択した window 横幅を縮める： C-x { (shrink-
window-horizontally) frameの縁をマウスでドラ
ッグしても良い

• frameを最大化表示（toggle）： M-<f10> (toggle-
frame-maximized)

• frameを full screen表示（toggle）：Windowsは
<f11>, Macでは「緑ボタン」を押す (toggle-frame-
fullscreen)

• buffer 内文字を拡大／縮小／リセット： C-x C-
+/-/0 (text-scale-adjust)

• bufferリストを表示： C-x C-b (list-buffers)
• bufferリスト中で次の bufferへ移動：C-x <right>
(next-buffer)
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• bufferリスト中で前の bufferへ移動： C-x <left>
(previous-buffer)

• bufferを削除： C-x k (kill-buffer)
• 対話しながら個々の buffer を削除： (kill-some-
buffers)

• 目指す bufferに移動： C-x b (helm-mini)

(follow-mode) は toggle コマンドとなっている。win-
dow の高さを変更する際，C-x ^ を繰り返して打鍵す
るのが面倒だと感じれば，C-u (universal-argument) の
後に適当な数字（デフォルトは 4）を打ち込んでから
C-x ^としてやれば良い。なお，EURO ICT Emacsでは，
smartrep.el パッケージを用いた追加設定をしているの
で C-x }/C-x { を用いる際 Prefix Key を繰り返し打鍵す
る必要はない。}, {だけ叩けばよい。
デフォルトの Emacs では C-x b は (switch-to-buffer)

に key bind されているが，EURO ICT Emacs では使い
勝手を高めるため追加インストールした helmパッケー
ジの (helm-mini) コマンドに bind し直している。こち
らであれば，今開かれている buffersのみならず「最近
開いたファイル」をもリストアップしてくれるからだ。
なお，マウスを使わずにウィンドウを切り替えたい

場合には，Windowsでは Alt + TABを Macでは Com-
mand + TABを使う。ただしMacにおいては，同一アプ
リケーション内の切り替え（Emacsの frameを 2つ開い
ている場合等）には Command + Fn + F1を用いる。

第 10講演習
演習用ファイル： khm53_de/en/fr/ja_utf8_unix.txt

1. 第 9講で学習したコマンドも含めて，今回学習し
たコマンドを様々に検証せよ

2. windowを上下分割せよ，左右分割せよ，上下分
割せよ，・・・

3. 分割した windowを元に戻せ
4. bufferを様々に操作してみよ

第 11講

正規表現：検索
「正規表現（Regular Expression,正則表現とも）」とは，
そもそもは形式言語理論分野で用いられる術語で，文字
列の集合を一つの文字列で表現する方法の一つである。
Emacsのようなテキストエディタでは，あくまでも実

用的な観点から正規表現を利用するが，それは「特定の
パタンが出現しているかどうかを判定」する（Pattern
Matching）目的で文字列を検索したい場合に行われる。
具体的に見てみよう。例えば，バッハと同年にドイツ

のハレで生まれたヘンデルという作曲家がいる。彼の名
前はそもそも Georg Friedrich Händelであったが，イギ
リスに帰化してからは George Frideric Handelと英語名
表記になった。
さて，あるテキストの中で「ヘンデル」を表すのに

Handelあるいは Händelまたさらには Hendel, Haendel
などという表記が混在してしまっていた場合，これらの
「表記の揺れ」を「一つのパタン」で「マッチ」させる
ことのできる表記法があれば，これらの文字列を「一度
に，漏れなく」検索できることになる。
つまり，Emacsでの正規表現は，こういった検索や置

換を行いたい場合に用いられるのである。
表記の揺れを持つ検索対象文字列のパタンを正確に表

す正規表現式を与えるのは，しかし，それほど簡単では
ない。それなりの時間をかけて試行錯誤しつつ経験を積
むことが必要である。そこで本講義テキストでは，いく
つか「具体的な検索法」を検討するに留め，それ以上の
検証は学習者自らの意欲に任せる。
正規表現検索に関する以下のコマンドを学べ。

• 順方向に正規表現インクリメンタル検索： C-u
C-s or C-M-s (isearch-forward-regexp)

• 逆方向に正規表現インクリメンタル検索： C-u
C-r or C-M-r (isearch-backward-regexp)

先の「ヘンデル」に戻ると，揺れのある 4 つの表記に
マッチする正規表現式は，以下のように書ける。

• H\(e\|ae?\|ä\)ndel

実際に試してみよ。次に，なぜこのような記法となるの
か，少々考えてみよ（ヒント：「エスケープ文字」，「ま
たは」，「直前文字が 0もしくは 1個」）。この記法に含ま
れる Syntaxについては講義時に解説するが，Emacsが
内蔵するマニュアルに全て詳しく説明されているので，
そちらを参照すること。
Emacsのマニュアルは，次のようにして呼び出せる。

• C-h i m Emacs

実際にマニュアルを表示してみよ。そして，Search,
Regexp Search, Regexps, Regexp Backslash あたりを参
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照せよ。

正規表現：一括置換
今の学習段階で用いることはない（後に学習する TEX

や HTML/CSSのソースを書く際には，当然のように使
用することになる）が，ICT術語として使われる「コメ
ント」とは，プログラミング言語やマークアップ言語で
書かれたソースコードの中に挿入された「人間が読む
ための注釈」を指し，この箇所の処理はコンピュータに
よって無視される（コメントアウト）。
コメント記号はプログラミング言語毎に異なる（例え
ば，C では #, Lisp では ;, TEX では %, HTML では <!- -
- -> 等々）。これをその都度意識しているのは面倒くさ
いので，Emacsでは major modeに対応したコメント記
号を，次のコマンドで自動的に挿入してくれる。コメン
ト記号を外すことは「アンコメント」という。

• 行または region全体をコメント・アンコメント：
C-x C-; (comment-line)

• cursor 行末にコメント記号付加，または region
全体をコメント・アンコメント： M-; (comment-
dwim)

この 2つのコマンドを上手に使い分けるには「慣れ」が
必要である（特に後者。dwim: Do What I Mean）。
さて，ここで，将来の TEX学習を見据えて，あるテキ

ストの「行末」に「出典を示すページ番号」を「コメン
ト」として挿入することを考えてみる。
先ず，正規表現による一括置換方法のコマンドを学べ。

• 正規表現による一括置換： (replace-regexp)

行末は正規表現を使って $で表す（ちなみに行頭は ^）。
従って，対象箇所を region 指定し，上記コマンドを打
ち込み，「$」を「 % P.53」などに全置換する指定をすれ
ば良い。
次に，既にこのようなコメントが施されたテキストが

あると仮定する。今度は逆に，1行毎に埋め込まれたコ
メントを全て削除し，さらに（例えば，編集済みのテキ
ストをワードプロセッサで編集するために）改行箇所を
全て取り去り，段落を（長い）1行にまとめたい。どう
したら良いか。
段取りとしては，先ず「コメント部分」を「（空白）」

で全置換をし，「行末に存在するかもしれない space を
除去」した上で，「改行」を「（空白）」に全置換する作業

を行えばよい。
「改行」や「Tab」といった制御文字を挿入するコマ
ンドが C-q (quoted-insert) である。以下のコマンドを
学べ。

• 改行の入力： C-q C-j
• Tabの入力： C-q TAB

今回仮定したコメントは「出典ページ」であり，例えば
P.98や P.102のように桁数が異なることも有り得る。こ
のような場合においても「一度で処理」をしたい場合
は，次の正規表現を学べ。

• % P\.\w*

式の意味を考えてみよ（ヒント： 「正規表現における
.そのものは任意の 1 文字を表すから \でエスケープす
る」，「単語を構成する任意の文字（数字も含む）」，「直
前文字の 0個以上の繰り返し」）。
そのままでは spaceは見落としがち（spaceと全角空

白は別物であることに注意！）なので，以下の toggleコ
マンドも知っておくと良い。

• space, Tab 等を可視化： C-c w (whit-m or
whitespace-mode)

• buffer 内行末 space を全削除： (delete-trailing-
whitespace)

正規表現：問い合わせ置換
正規表現による問い合わせ置換のやり方も学べ。

• 正規表現で問い合わせ置換： C-M-% (query-
replace-regexp)

後は，実践あるのみ。経験を積め。

第 11講演習
演習用ファイル： khm53_ja_utf8_unix.txt

1. ファイルを開き，空白行を除く各行末に「出典
ページ番号」を「TEXコメント」の形で挿入せよ

2.「出典ページ番号」コメントを全て削除し，かつ，
改行を取り去り，1行 1段落とせよ

3. be, sein, êtreの全活用形を表現する正規表現式を
考えよ

4. それらを記したファイルを作成し，正規表現によ
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る問い合わせ置換を行え

第 12講

Dired

Emacsはテキスト編集用モードのみならず，ディレク
トリ編集に特化した major modeである Dired (Directo-
ry Editor)をも備える。
Diredは各種ファイル操作を簡便にしてくれる filerプ

ログラムの一種であるが，実に多機能であるため，本講
義で扱えるのはそれらの内の一部に過ぎない。詳しく
は Emacsマニュアルを呼び出し（C-h i m Emacs）Dired
(Directory and file manager)の項目を参照すること。
Diredの起動法は

• C-x d (dired-at-point)

であるが，C-x C-f (find-file-at-point)コマンドで（ファ
イルではなく）ディレクトリを指定しても同様に Dired
が立ち上がる。なお，EURO ICT Emacsでは，C-x dの
Key Bindings を，デフォルトの (dired)からより使い勝
手のよい FFAP (Finding Files at Point)パッケージが提供
する (dired-at-point)に変更し，さらに，Diredにおいて
条件を満たすファイルのみを絞り込んで表示できる機能
を追加する dired-filter もが同時に作動するように設定
してある。
また，素の Diredでは，テキスト・バイナリといった
ファイル種類の違いに拘らず，RET キーを叩くと対象
ファイルを全て Emacsで開こうとするが，この挙動はや
や不便であるから，EURO ICT Emacs では openwith.el
パッケージを組み入れることで，*.pdf, *.ods, *.xls[x],
*.doc[x] といった拡張子を持つファイルを開く際には，
システム（Windows, Mac, Linux）がこれらの拡張子に
デフォルトで関連付けているアプリケーションで開くよ
うに変更してある。
以下の Dired関連コマンドを学べ。Diredモードに入
れば，一般的なテキスト編集モード時とは異なり，Dired
モード内独自の Key Bindingsとなっていること，また，
大文字・小文字の区別にも注意せよ。

• Diredを抜ける： q (quit-window)
• Diredのリフレッシュ: g (revert-buffer)
• Diredのヘルプを表示： h (describe-mode)
• 下行へ移動： n (dired-next-line)

• 上行へ移動： p (dired-previous-line)
• 次のディレクトリへ移動： > (dired-next-dirline)
• 前のディレクトリへ移動： < (dired-prev-dirline)
• 日付・ファイル名順に sort（toggleキー）：s (dired-
sort-toggle-or-edit)

• 削除対象ファイルにフラグ立て： d (dired-flag-
file-deletion)

• auto-save ファイルにフラグ立て： # (dired-flag-
auto-save-files)

• backup ファイルにフラグ立て： ˜ (dired-flag-
backup-files)

• その他自動生成ファイルにフラグ立て： % &
(dired-flag-garbage-files)

• フラグの立ったファイルを削除： x (dired-do-
flagged-delete)

• マーク付け： m (dired-mark)
• cursor 位置のマーク・フラグ解除： u (dired-
unmark)

• Dired内全マーク・フラグ解除：U (dired-unmark-
all-marks)

• マークを toggle: t (dired-toggle-marks)
• マークの付いたファイルに対し正規表現問い合わ
せ置換： Q (dired-do-query-replace-regexp)

• コピー： C (dired-do-copy)
• ファイル・ディレクトリの移動および名称変更：
R (dired-do-rename)

• ディレクトリ作成： + (dired-create-directory)
• 全ファイル・ディレクトリ表示： / /
• ディレクトリで絞り込み： / d
• 拡張子で絞り込み： / .
• 直前条件の反転： / !

矩形編集
普通に region 指定すると図 6（24 ページ）のように

指定範囲が選択されるが，regionを「矩形（長方形，ブ
ロック）」で選択したい場合もある。こういう場合のた
めに，Emacsには「矩形編集モード」が付いている。以
下のコマンドを学べ。

• 矩形編集モードへ移行（toggle キー）： C-x SPC
(rectangle-mark-mode)

• 矩形選択 region の前に空行挿入： C-o (open-
rectangle)
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• 矩形選択文字列を stringで置換：C-t string (strig-
rectangle)

図 6:通常の region指定

矩形編集モードに入ると，図 7（24ページ）のように
region選択ができ，後は通常の編集作業となる。
EURO ICT EmacsではWdired (Writable Dired)も有効

にしている。Diredモード中に「e」と打つことでWdired
(wdired-change-to-wdired-mode)が呼び出されるように
設定してあり，ファイル名や拡張子の編集のみならず，
ファイルパーミッションも編集可能となる。C-c C-cで
編集結果を保存， C-c ESCで編集を中止して元の Dired
モードに復帰する。

図 7:矩形で region指定

発展： カレントディレクトリ以下のファイル内文字列
を再帰的に一括置換
Emacs では，カレントディレクトリ以下のファイル

（サブディレクトリ，サブサブディレクトリ，・・・，に
あるファイルも含む）内の文字列を一括置換することも
できる。ただし，正確には外部プログラムである Shell
から findというコマンドを利用するので，Linux/Macで
はそのままで大丈夫であるが，Windowsでは Bash Shell
が使えるようになっていなくてはならない。
Macや Linuxで以下のコマンドを検証してみよ。

• (find-name-dired)

このコマンドを打ち込むと minibufferで Find-name (di-
recroty):と尋ねてくるので，置換対象ファイル群が含ま
れる親ディレクトリ（カレントディレクトリ）を指定す
る。すると次には Find-name (filename wildcard): と尋
ねてくる。ここで言う wildcardは Emacsのそれではな

く shellの wildcardなので *.txt（拡張子が txt），あるい
は，*（全ファイル）のように指定する。
Diredが立ち上がれば，tを押して対象ファイルを全選

択した上で，Qを押すとQuery replace regexp in marked
files と尋ねてくるので，一つ一つ確認する必要がなけ
れば Y を押してやれば一括置換される。最後に C-x s !
(save-some-buffers)打ち込んでやれば作業は終わり。

発展：シェルスクリプトを用いた再帰的一括置換
この技法も Mac, Linux であればそのまま使えるが，

Windowsの場合は，Windows Subsystem for Linux上で
Bashが使えるようになっていなければならない。
以下のような内容を持つシェルスクリプトを用意すれ

ば，「表記の揺れ」を含むテキスト template.txt の中身
は同じだが名前が dummy_001.txt から dummy_100.txt
まで異なるファイルを 100個自動生成させ，さらにこれ
らを一気にサブディレクトリ，サブサブディレクトリに
もコピーすることができる。doと doneの間の処理には
「コマンド置換」機能を使っている。

#!/bin/bash

for i in `seq -f%03g 1 100`
do

`cat template.txt > dummy_$i.txt`
done
mkdir -p subdir/subsubdir
cp dummy_*.txt subdir
cp dummy_*.txt subdir/subsubdir

シェルスクリプトは，ターミナルを開き，そのシェル
スクリプトに実行属性を付与してから，実行する。シェ
ルスクリプトが script.sh というファイル名であったと
すれば，具体的には以下のように打ち込む。

chmod +x script.sh
./script.sh

そして以下のシェルスクリプト（find で始まる行は，
本来は改行なし）を走らせてやれば，サブディレクトリ，
サブサブディレクトリにまたがって存在するテキスト内
の表記の揺れを一度で統一（一気に全置換）できる。丸
カッコ（Parentheses）で囲った箇所は，正規表現置換に
より「後方参照」される。

#!/bin/bash
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find . -name "dummy_*.txt" | xargs sed -i
's/\(福大\|福岡大\|福岡大学\)\(附属\|付属\)
大濠\(高校\|高等学校\)*/\1\2（大濠）/g'

find . -name "dummy_*.txt" | xargs sed -i
's/\(福大\|福岡大\|福岡大学\)\(附属\|付属\)
若葉\(高校\|高等学校\)*/\1\2（若葉）/g'

find . -name "dummy_*.txt" | xargs sed -i
's/h\(e\|a\|ae\|ä\)ndel/Händel/gi'

上記シェルスクリプトは，Macでも GNU sedが使え
るようになっていれば，sed箇所を gsedと書き換えるだ
けでそのまま使える。なお，GNU sedのような UNIX系
ソフトウェアは，MacではHomebrew等のパッケージ管
理システムを用いて簡単に導入できるので，Homebrew
をインストールしておくと良い。Homebrew 本体のイ
ンストールが済ませてあれば，brew install gnu-sed と
ターミナルに打ち込むだけで GNU sed（プログラム名
は gsed）が使えるようになる。GNU sedの方がMacの
sedより遥かに使いやすい。
GNU sedではなくMacの sedを使う場合は

#!/bin/bash

find . -name "dummy_*.txt" | xargs sed -E -i
"" "s/(福大|福岡大|福岡大学)(附属|付属)
大濠 (高校|高等学校)*/\1\2（大濠）/g"

find . -name "dummy_*.txt" | xargs sed -E -i
"" "s/(福大|福岡大|福岡大学)(附属|付属)
若葉 (高校|高等学校)*/\1\2（若葉）/g"

find . -name "dummy_*.txt" | xargs sed -E -i
"" "s/h(e|a|ae|ä)ndel/Händel/g"

とする。これで同様の処理が可能となる。

第 12講演習
演習用ファイル：ohori_wakaba.txt, region.txt,

mk_file_serial_padding_subdir.sh, *.jpg, *.png,
replace_regexp_subdir.sh

1. 上で解説した Dired関連コマンドを全て検証せよ
2. 上で取り上げられていない Dired関連コマンドを
調べ，動作を検証せよ

3. ohori_wakaba.txt は「福岡大学，福岡大，福大，
附属，付属，高校，高等学校」等々，表記の揺れを
含むファイルであるが，これらの表記を全て「福
岡大学附属大濠高等学校」に統一せよ

4. 次に「福岡大」，「福岡大学」，「附属」，「付属」と

いった原表記はそのままにして，「福岡大学附属
（大濠）」といった表記に統一せよ

5. 適当な作業ディレクトリを Current Directory と
し，ここに ohori_wakaba.txtの中身を持つファイ
ルを，ファイル名に連番を振り，100個作成せよ

6. 上記作業ディレクトリの中にサブディレクトリ
subdirを作り，上と全く同様に，100個ファイル
を作成せよ

7. subdirの中にさらに subsubdirディレクトリを作
り，ここにも上と同じように，100個ファイルを
作成せよ

8. シェルスクリプトmk_file_serial_padding_subdir.sh
を走らせてみよ

9. シェルスクリプト replace_regexp_subdir.shを走
らせてみよ

10. region.txtを使って，矩形編集を試してみよ
11. 画像ファイル（拡張子が jpg, png 等）を images
ディレクトリに格納せよ

12. Wdiredを用いて，imagesディレクトリ内にある
全画像ファイルの拡張子を小文字 3文字に，ファ
イル名を picture_1, picture_2,のように統一せよ

第 13講

多言語インプットメソッド
Emacsは

• Full Unicode support for nearly all human scripts
• Support for displaying and editing bidirectional
text, including right-to-left scripts such as Arabic
and Hebrew

と謳われており，実際，広範囲の国際文字集合を編集
できる。手始めに，以下のコマンドを打ち込み，世界の
「こんにちは」ファイルを表示してみよ。

• C-h h (view-hello-file)

ドイツ語やフランス語テキストの入力法については既に
学んだ。多言語テキスト編集に関して Emacs が備える
潜在力を概観した後は，実際に「ロシア語，古典ギリシ
ア語，古典ヘブライ語（『旧約聖書』ヘブライ語）」によ
るテキストの入力を試してみよう。
ドイツ語・フランス語テキスト入力に latin-prefix イ

ンプットメソッドを用いた様に，ロシア語入力には
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cyrillic-yawerty, 古典ギリシア語入力には greek-babel,
古典ヘブライ語入力には hebrew-biblical-sil を使って，
図 8（26ページ）の「非ラテン文字アルファベットによ
る多言語テキスト」を実際に入力してみよ。ロシア語は
トルストイ『アンナ・カレーニナ』（「幸福な家庭はどれ
も似たものだが，不幸な家庭はいずれもそれぞれに不幸
なものである」）から，古典ギリシア語はプルタルコス
『対比列伝』（もし余がアレクサンドロスでなかったら，
余はディオゲネスでありたい）から，古典ヘブライ語は
『旧約聖書』創世記（はじめに神は天と地とを創造され
た）から取った。

1. Лев Толстой: Анна Каренина
Все счастливые семьи похожи друг на друга, каждая несчаст-
ливая семья несчастлива по-своему.

2 Πλουτάρχου Βίοι Παράλληλοι
ἀλλὰ μὴν ἐγώ, εἰ μὴ Ἀλέξανδρος ἤμην, Διογένης ἂν ἤμην.

ֵראשִׁית בְּ 3
הָאָרץֶ׃ ואְֵת מַיםִ ָ הַשּׁ אֵת אֱלֹהִים רָא בָּ ית ראֵשִׁ בְּ

1

図 8:非ラテン文字多言語テキスト

ヘブライ語は right-to-left表記の言語である。Emacs
ではヘブライ語入力時に語がどのように入力されるか，
また，カーソルはどのように移動するか，よく観察せ
よ。なお，ロシア語，古典ギリシア語，古典ヘブライ
語，・・・，を含む多言語テキストは，TEXを使えば各言
語の正書法を反映させて自由自在に組版（typeset）でき
る。実際，図 8（26ページ）は TEXを用いて組版処理し
たものである。
frameを左右に 2分割し，左 windowに各インプット

メソッドの説明 buffer を表示させつつ，右 window で
作業する，というように以前学んだことを応用しつつ，
工夫して作業せよ。

Cursor位置文字情報取得
cursor位置にある「文字（character）」の正確な情報を

minibufferに表示させるための以下のコマンドを学べ。

• C-x = (what-cursor-position)

前置引数（Prefix Argument）である C-u を前打してお
けば，より詳細な文字情報が別 windowに現れる。

当該文字の正式名称（英語），10進数，8進数，16進
数での文字コード（Character Code），キャラクタセッ
ト中のコードポイント，モニタ表示時の使用フォント，
等々といった正確な情報を得られるが，特に対象文字の
Unicode 16 進数コードが分かっていれば，Emacs では
C-x 8 RETの後に 16進数コードを直接打つことでも，全
Unicode文字を入力できるようになっている（当該文字
のモニタ上での表示の可否は，対応フォントがシステム
に組み込まれているかどうかに依存する）。

第 13講演習
演習用ファイル： multilang_ru-gr-he.pdf/tex

1. 図 8（26ページ）にある「ロシア語，古典ギリシ
ア語，古典ヘブライ語」テキストを入力せよ

2. フランス語引用符 « Français »の正式名称および
16進数コードを調べ，これを入力せよ

3. ドイツ語引用符 „Deutsch“ の正式名称および 16
進数コードを調べ，これを入力せよ

4. 英語引用符 “English” の正式名称および 16 進数
コードを調べ，これを入力せよ

5. latin-prefix でフランス語引用符，ドイツ語引用
符，英語引用符はそれぞれ入力できるか

6. rfc1345インプットメソッドを検証せよ
7. rfc1345を使って，英語・ドイツ語・フランス語そ
れぞれの引用符を入力してみよ

8. 長い s,つまり，fを rfc1345 を用いて入力してみ
よ（Wachftube vs. Wachstube）

第 14講

文字コード・改行コードの変換
「文字コード Character Code」とは，コンピュータで
文字（Characer）を扱うために個々の文字に割り振られ
た固有の番号（Code）をいう。
その際，どのような文字をどれだけ取り扱うのか，予

め「文字集合 Character Set」を定めておく必要がある。
そして，文字集合内の各文字には，重複が起きないよ
う番号を付与せねばならない，つまり対応が一意（uni-
que）となるように「文字符号化方式 Characer Encoding
Scheme」を決めねばならない，が，この文字符号化方式
は複数存在する。
実際，例えば，日本語表記，地名，人名等に用いられ
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る文字集合を規定する日本工業規格の一つに JIS X 0208
があるが，この文字集合に対しては歴史的な事情から，
ISO-2022-JP（JISコードとも呼ばれ，古い電子メール規
格ではこのコードが使われる），EUC-JP（Extended Unix
Code for Japanese, UNIX 系のコンピュータで用いられ
ていた），Shift_JIS（日本語Windows標準の文字コード
だった）といった異なる文字符号化方式が存在してお
り，アプリケーションソフトウェア側で文字コード（文
字集合および文字符号化方式）を正しく処理できない
と，いわゆる「文字化け」を引き起こす。さらに，多様
な文字コードの存在は，「テキストデータの互換性・同
一性」という観点から，時に，少なくない問題を出来さ
せることがある。
近年では，こうした（特に）互換性問題を回避するた

めに，世界中で使われている多くの文字を単一の文字集
合として包含した Unicodeという規格が普及し，多くの
OSやアプリケーションで用いられるようになっている。
そして，Unicode への文字符号化方式も沢山存在する
中で，ASCII（American Standard Code for Information
Interchange）文字コードの上位互換であることから de
facto standard として用いられるのが UTF-8（Unicode
Transformation Format 8）である。
Unicode では，文字集合中の文字を符号位置（Code

Point）で，U+ の後に 16 進数コードを付加して表す。
BMP（Basic Multilingual Plane,基本多言語面）内の符号
位置は U+0000 から U+FFFF の 4 桁で表すことができ，
SMP（Supplementary Multilingual Plane,補助多言語面）
以降は 5桁または 6桁で表される。
今後，我々が新たに「多言語（混在）テキスト」を作

成する場合は，文字集合として Unicode, 文字符号化方
式として UTF-8 を選択すれば良いが，現実の仕事にお
いては，古い文字コードによって作成されたテキストに
遭遇することも想定される。
また，改行コード（Newline, Line Ending, EOL: End of

Line, Line Breakとも。改行を表す制御文字）にも注意を
払う必要がある。改行コードには CR: Carriage Return
と LF: Line Feed の 2 種類があり，Linux や Mac など
UNIX 系のシステムでは LF が，Windows では CR+LF
が用いられる。なお，Macでは Mac OSの version 9ま
では CR が用いられていた。Perl や PHP で書かれたプ
ログラムの改行コードが（LFではなく）CR+LFであっ
たがために，Linux 上の Web アプリケーションが動作
しない，ということも有り得る。

buffer に読み込まれるテキストの文字コード・改行
コード情報は，mode lineに表示される。U = Unicode, S
= Shift_JIS, J = JIS (ISO-2022-JP), E = EUC-JP, 1 = Latin-1
(ISO-8859-1), (Unix) or : = LF, (DOS) or \ = CR+LF, (Mac)
= CR.
文字コード・改行コードに関する以下のコマンドを

学べ。

• ユーザが指定する文字コード・改行コードへ buf-
fer のテキストを変換： C-x RET f coding RET
(set-buffer-file-coding-system)

• ユーザが指定する文字コード・改行コードで buf-
ferのテキストを開き直す：C-x RET r coding RET
(revert-buffer-with-coding-system)

LFと CR+LFが混在してしまっている（ある意味では
「壊れた」）テキストを Emacsで開くと，CR部分が ^M
と表示されるが，こうした場合は，一括置換コマンドを
用いて ^Mを除去すれば良い。^Mは C-q C-Mで入力で
きる。

発展：シェルコマンドを用いた再帰的一括コード変換
以下のようなシェルコマンド（実際は 1 行で入力）

を実行すれば，current-/sub-/subsubdirectory にまたが
る全てのテキストファイルの文字コード・改行コード
を UTF-8 (LF) に一括変換できる。この技法も Mac, Li-
nux であればそのまま使えるが，Windows の場合は，
Windows Subsystem for Linux 上で Bash が使えるよう
になっていなければならない。

find . -name "*.txt" | xargs
nkf -w -Lu --in-place

nkf (Network Kanji Filter) コマンドオプションの第 1
引数（文字コード指定）には j (ISO-2022-JP), s (Shift_JIS),
e (EUC-JP), w (UTF-8)を，第 2引数（改行コード指定）に
は Lu (LF), Lw (CR+LF), Lm (CR) を指定できる。nkf の
詳しい使い方について調べる場合は，ターミナルでman
nkfと打つ。fキーで画面を下へ，bキーで上へスクロー
ルできる。qキーを叩けばマニュアルを抜けられる。

Google Translate

EURO ICT Emacsでは，Google Translateパッケージ
を組み入れ，Emacs から直接 Google Translate サービ
スを利用できるようにしてある。Google Translate は，
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2017年 8月 31日現在で，103もの言語のテキスト相互
翻訳サービスを提供しているが，我々の Emacs では，
「ギリシア語・ラテン語・アイスランド語・デンマーク
語・スウェーデン語・英語・フランス語・日本語からド
イツ語へ」，「ドイツ語から英語・フランス語・日本語
へ」，という組み合わせを初期設定とした。設定ファイ
ルに手を入れれば，もちろん，簡単に相互翻訳言語を増
やせる。Google Translateを使う際は，当然のことであ
るが，端末がインターネットに接続されていなくてはな
らない。
Emacs の buffer に Google Translate を呼び出す以下

のコマンドを学べ。

• C-c t (google-translate-smooth-translate)

翻訳したい箇所を region指定し，C-c tと打てば [Latin
German] Translate: のように source language と target
language が提示されるので，C-n や C-p を続けて打鍵
し，自分の求める sourceと targetを選択し，RETを叩
く。分割された windowに buffer全体が収まりきらず，
buffer先頭に記されている source/target languagesが見
えなくなってしまう場合は， M-< (beginning-of-buffer)
を使って bufferを先頭までスクロールすると良い。

第 14講演習
演習用ファイル： khm53_de/fr/ja/en_*.txt

1. 演習用ファイル UTF-8 (LF) ドイツ語テキストを
Latin-1 (CR+LF)に変換し（ヒント： latin-1-dos），
別名で保存せよ

2. 演習用ファイル Latin-1 (CR+LF)フランス語テキ
ストをUTF-8 (LF)に変換し（ヒント：utf-8-unix），
別名で保存せよ

3. 演習用ファイル EUC-JP (LF) 日本語テキストを
UTF-8 (LF)に変換し（ヒント： utf-8-unix），別名
で保存せよ

4. 演習用ファイル Shift_JIS (CR+LF)日本語テキスト
を JIS (LF)に変換し（ヒント： iso-2022-jp-unix），
別名で保存せよ

5. khm53_ja_utf8_unix.txtを Shift_JIS (CR+LF)で開
き直してみよ（ヒント： sjis-dos），その後，buffer
を元の UTF-8 (LF)に戻せ（ヒント： utf-8-unix）

6. khm53_fr_latin1_dos.txt を UTF-8 (LF) で開き直
してみよ（ヒント： utf-8-unix），その後，buffer
を元の Latin-1 (CR+LF)に戻せ（ヒント： latin-1-
dos）

7. khm53_de_utf8_unix.txt を Latin-1 (CR+LF) で開
き直してみよ（ヒント： latin-1-dos），その後，
bufferを元の UTF-8 (LF)に戻せ（ヒント： utf-8-
unix）

8. 適当な作業ディレクトリ・サブディレクトリ・サ
ブサブディレクトリ内に khm53_ja_sjis_dos.txt
をそれぞれ 100 個（ファイル名箇所は連番を振
る）ずつコピーし，これら全ての文字コード・改
行コードを UTF-8 (LF)に変換せよ

9. Google Translateを用いて khm53_en_utf8_unix.txt
をドイツ語，フランス語，日本語に翻訳させて
みよ

第 15講

バイナリとテキスト
文字データのみで構成されたファイルをテキストファ

イル（Text File）と呼び，この対概念がバイナリファイル
（Binary File）となる。MS-Word や MS-Excel 等で作成
されたファイルは，いずれもバイナリファイルである。
一般的にバイナリファイルは，それが作られたソフト

ウェア上という狭い範囲内にやり取りが限定されるの
に対し，テキストファイルは原則的にどのようなソフト
ウェアでも取り扱うことができ，コンピュータ間での圧
倒的な互換性を誇る。バイナリに比べファイルサイズも
極めて小さいため，テキストエディタを使って中身を高
速かつ高レベルに編集できるという点が，「テキスト主
義 ICT」から見た場合の大きな利点となる。
一方で，テキストファイルは「文字情報だけしか取り

扱えない」のであるから，テキストレベルで「文字を大
きく，中央に配置し，色を付ける」といったような「視
覚レイアウト」に関わる事柄を処理することはできな
い。もっとも，視覚レイアウト要素は，テキストにそれ
を実現するための「命令を書き込む」（markup）ことで
如何様にも処理可能である。後で学ぶ TEXと HTMLは
こうしたマークアップ言語（Markup Language）処理系
のシステムである*10。

*10 ただし，最近では HTMLにおいても TEXにおいても，文書作成時には主に「文書の論理構造」に注力し，視覚レイアウトは CSSや各種スタイル
ファイルに委ねる，言い換えると「論理デザインと視覚デザインを分離して文書作成を行う」という方式が主流となっている。
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Weblio:インターネットでの串刺し検索
Emacsを文書作成ツールとして常用する際，Emacs上

で辞書検索もできるととても便利である。EPWING 形
式の電子辞書が用意できれば，これを Emacs で利用す
るための辞書検索用プログラム Lookupと組み合わせる
ことで，有償・無償を問わず Emacs から辞書を引くこ
とができるようになる。図 9（29ページ）は，「広辞苑
第 6 版」（有償）と「和独辞典」（無償）をセットした
Windows上の Emacsから「有償」という語を引いてい
る様子。

図 9: Emacs（Windows）から辞書を引く

Mac には標準で 10 を超える数の辞書を含む「辞
書.app」が付いており，その中には国語辞典「スーパー
大辞林」そして「ウィズダム英和／和英辞典」の他に
も，Oxford Dictionary of English（英英辞典），Duden-
Wissensnetz deutsche Sprache（独独辞典），Multidic-
tionnaire de la langue française（仏仏辞典）等が入っ
ている。
「Ctrl + Command + d」というキーボードショートカッ
トを使えば，マウスポインタのある単語の意味をすぐに
辞書.appで調べられるし，適当に設定すれば「トラック
パッド上での 3 本指タップ」で同様の辞書引きを行え
る。無償の辞書（例えば「和独辞典」）を追加して，辞
書.appを拡張することもできる。図 10（29ページ）は，

Mac上の Emacsから辞書.appを使って「有償」という
語を引いている様子。

図 10: Emacs（Mac）から辞書を引く

このような，いわば standalone 状態で使用する「辞
書」以外にも，Emacsではネットワーク上の「辞書サイ
ト」を利用することができる。EURO ICT Emacs では，
統合型オンライン百科事典サイトであるWeblioに接続
して，650種類を超える辞書・事典・用語集サイトの「串
刺し検索」（一括検索）を可能としてくれるパッケージ
eww-weblio.elを組み入れてある。
このパッケージは EWWをWeblioやWikipedia検索

に特化させたものである。EWW (Emacs Web Wowser)
とは，Emacsが内蔵する「テキスト閲覧に最適化させた
ブラウザ」である。buffer に読み込まれた Web ページ
は，「閲覧専用」であることを除けば，これまで学んで
きた Emacsの操作法と全く同様に扱うことができる。
EmacsからWeblioやWikipedia, EWWを利用するた

めの，以下のコマンドを学べ。

• EWWでWeblioに接続： (weblio)
• EWWでWikipediaに接続： (wikipedia)
• EWWの起動： (eww)
• EWWマニュアルの参照： C-h i m eww

Weblio が提供するサービスは「日本語圏」向けであ
るから，英語「以外」の言語を検索する場合，Weblioを
経由せず，最初から EWWで検索語を打ち込んだ方が，
より早く目当ての情報にたどり着けるかもしれない。ま
た，実際の検索時には，windowを左右 2分割しておく
と作業がやり易いだろう。
weblioコマンドを使う場合は，前もって region指定
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しておいた語を検索することができる。EWWの詳しい
使い方については，マニュアルを参照すること。さしあ
たっては，以下のコマンドを覚えておけばよいだろう。

• SPC/S-SPC:画面のスクロール
• TAB/S-TAB:次の／前のリンク
• q: EWWを閉じる
• g:画面のリフレッシュ
• l:前のページに戻る
• r:次のページへ進む
• b:ブックマークする
• B:ブックマークの確認
• d:ダウンロードする
• &:外部ブラウザを起動

第 15講演習
演習用ファイル： text_word.docx, text_excel.xlsx,

text.html, text.tex

1. text_word.docx, text_excel.xlsx, text.html, text.tex
の中身を調べよ

2. text_word.docx, text_excel.xlsx, text.html, text.tex
を「メモ帳」（Windows）や「CotEditor」（Mac）
で開き，バイナリとテキストの違いを感得せよ

3. *.html, *.texファイルを開いたとき，Emacsのma-
jor modeは何になっているか

4. *.html, *.texファイルを「メモ帳」（Windows）や
「テキストエディットまたは CotEditor」（Mac）等
で開き，Emacs で開いた場合との差異を見出せ
（Cf. Syntax Highlighting, Emacs Jargonでは Font
Lock）

5. text_word.docxについて「ファイルの種類」を「書
式なし（*.txt）」として保存せよ，その際，「ファイル
の変換」を尋ねられるが，デフォルトのエンコー
ド方法では「Windows Shift_JIS」および「CR+LF」
で保存されてしまうため，将来的なファイル互換
性を担保するためにも，「その他 Unicod (UTF-8)」
および「改行の挿入 LFのみ」で保存する癖を身
に付けると良い

6. 上記のようにしてできた text_word.txt を MS-
Wordで開き，新たに text_word_txt.docxという
ファイル名で保存せよ

7. text_word.docx をデフォルトのまま「書式なし

（*.txt）」で保存してみよ，その際，ドイツ語・フ
ランス語記述箇所で何が起きるか

8. text_excel.xlsx について「ファイルの種類」を
「Unicodeテキスト（*.txt）」として保存せよ

9. 上記のようにしてできた text_excel.txt を MS-
Excel で開き，新たに text_excel_txt.xlsx という
ファイル名で保存せよ

10. text_excel.xlsx を「CSV（Comma-separated Va-
lues: カンマ区切り）（*.csv）」で保存してみよ，
その際，ドイツ語・フランス語記述箇所で何が起
きるか

11. Windowsで単に Unicodeと表記される場合の文
字符号化方式は UTF-16であり，また，改行コー
ドは CR+LF となるので，必要に応じて意識的に
UTF-8 (LF)に変換すること

12. text_excel.txtを「UTF-8 (LF)」に変換せよ
13. Emacs から Weblio および Wikipedia を利用し
「Emacs」および「TeX」を検索してみよ

14. 直接 EWW を起動し「Froschkönig」そして「Le
Petit Prince」を検索してみよ

ヨーロッパ学 ICT IB

第 1講

Ispell/Aspellスペルチェッカ
英文，独文，仏文テキストを編集する際，入力した各

単語が「正しく綴られているか」をチェックしてくれて，
間違っている場合は「訂正候補」をも提示してくれるよ
うな機能を備えたソフトウェアがあると便利である。
EURO ICT Emacs にはこの目的のための「スペル

チェッカ」（spell check をするソフトウェア）である
Ispell/Aspell を組み込んである。Ispell/Aspell は major
mode と連動し，それに相応しく動作するので，例え
ば，TEX 文書や HTML 文書の中に埋め込まれた「命令
（Control Sequence）」や「タグ（Tag）」（これらも広義の
「テキスト」と見做せる）は一切無視し，テキスト本文に
現れる単語のみをチェックさせることができる（図 11，
31ページ参照）。
Aspell は Ispell の後継スペルチェッカであり，一般

論として，後継ソフトウェアは旧来のものを機能や使
い勝手等において凌いでしまっているのが常であるが，
Ispellには Aspellにはない利点もある。
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それは，Ispell がスペルチェック時に Babel 式記法
（Babel は TEX システムにおける多言語処理用パッケー
ジ）をも識別してくれる，という点だ（図 12，31ページ
参照）。Babelを使えば ä ßの代わりに "a "s，é è êの代
わりに \’e \‘e \^eと入力するだけで良い（つまり，日本語
と混在させる場合，ウムラウトやアクサン記号を直接打
ち込むのに比べ，入力がとても楽になる）が，このよう
に入力されたテキストを TEXで処理すると，通常のウム
ラウトやエスツェット，アクサン記号が正確に出力され
る。まだまだ 7bit（つまり 128文字）レベルで文字コー
ドが定義されていた 1990年代前半頃まで，ヨーロッパ
語圏では ASCII 7bit コード表に存在しない文字をこの
ような方式で処理することが稀ではなかったのである。

図 11: Aspellでフランス語の TEXソースファイルをスペ
ルチェック

なお，Emacs には (iso-gtex2iso) といったコマンドが
内蔵されているので，Babel式記法のウムラウトおよび
エスツェット箇所を「後から一気に本来の文字へと変換
する」ということも簡単にできる。
もちろん，現在のドイツ語圏やフランス語圏で Babel

式記法を用いてウムラウトやエスツェットやアクサン記
号を入力する者は（その必要性がほぼ全くないので）ほ
とんどゼロであろう。そのため，今では，Babel式記法
に対応した Ispell用辞書は配布されていない。
講義担当者は，かつて配布されていた Babel式記法対
応辞書（テキストファイル）から自分でWindows用に
コンパイルした「バイナリ」ファイルのみ所有しており，
Mac 用のソースは持ち合わせていないので，残念なが
らMacで動作するバイナリを作成することができない。
従って，Babel式記法を含むテキストをスペルチェック
できるのはWindows上のみ，ということになる。

こうした事情から，Windows教室では Ispellを，Mac
教室では Aspellを，それぞれデフォルトのスペルチェッ
カとして設定してある。もちろん，設定ファイル内の当
該箇所を書き換えることで，Ispellと Aspellはいつでも
交換できる。Ispell/Aspellのコマンドは共通である。

図 12: Ispell で Babel 式記法のドイツ語ソースファイル
を旧正書法でスペルチェック

以下の Ispell/Aspellコマンドを学べ。

• スペルチェック用辞書の指定： (i-chan or ispell-
change-dictionary)

• bufferに対してスペルチェック： (isp-b or ispell-
buffer)

• regionに対してスペルチェック： (isp-r or ispell-
region)

Ispell (Windows)用の辞書としては，american（米語＝
アメリカ英語），english（英語＝イギリス英語），deutsch
（旧正書法ドイツ語，7bitの Babel式記法），deutsch8（旧
正書法ドイツ語），german（新正書法ドイツ語，7bitの
Babel式記法），german8（新正書法ドイツ語），francais
（フランス語），francais-tex（フランス語，7bitの Babel
式記法）が使える。
Aspell (Mac)用の辞書としては，american（米語），bri-

tish（英語），deutsch-alt（旧正書法ドイツ語），german
（新正書法ドイツ語），francais（フランス語）が使える。

buffer または region に対してスペルチェックをかけ
る際には，チェックされた語について，さしあたり SPC:
そのままにしておく，r(eplace): 明示的に訂正語を入力
する，a(ccept): このセッションのみ暫定的に認める，
i(nsert):個人辞書に登録する，(e)x(it):スペルチェックを
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抜ける，といったキーを覚えておけばよい。?を打ち込
めば，さらに詳しい使用法に導かれるので，必要に応じ
てそちらを参照すること。
r および i を打鍵した場合は，minibuffer で Personal

dictionarymodified. Save? (y or n)と聞かれるので yと答
えると，ユーザのホームディレクトリに .ispell_german
（germanの箇所は「使用した辞書名」）というファイル
が自動作成され，その中に語が登録されていく。

第 1講演習
演習用ファイル： khm53_de_fr_en_misspell.txt

1. 演習用ファイルを用いて，ドイツ語（旧正書法／
新正書法とも）スペルチェックをせよ

2. ドイツ語旧正書法スペルチェックをせよ
3. ドイツ語新正書法スペルチェックをせよ
4. German TEX式ドイツ語（旧正書法／新正書法と
も）スペルチェックをせよ（Windows端末のみ）

5. フランス語スペルチェックをせよ
6. French TEX 式フランス語スペルチェックをせよ
（Windows端末のみ）

7. 英語／米語スペルチェックをせよ

第 2講

マルチカーソル編集
マルチカーソルとは何か。一言で言えば，cursor を

分身させ，これらを同時に動かすことで，複数行にま
たがって散在する文字列を一括編集したり，複数の行
頭・行末に文字列を追加したり，そこから削除したり，
といった作業を効率よく行うことを可能とする機能で
ある。
もちろん，これまでに学んだ「置換・正規表現置換」

や「矩形編集」等の機能を用いてもマルチカーソル編集
と同じようなことができるが，マルチカーソルならでは
の利点として，目の前で編集作業を「リアルタイムに確
認」できるということが挙げられる。場合によっては，
こちらの方がはるかに使い勝手が良い，ということも
ある。
EURO ICT Emacs では，multiple-cursors.el と smart-

rep.elパッケージを組み込むことで，この機能を実現し
ている。
マルチカーソル編集に関する以下のコマンドを学べ。

• region 内の全ての行に cursor 作成： C-M-g
(mc/edit-lines)

• region内で対話的にキーワードを入力して cursor
作成： C-M-x (mc/mark-all-in-region )

• region 指定したキーワードを連打により次々と
選択： C-^ (mc/mark-next-like-this)

カーソルを分身させた後は，通常の編集作業となる。マ
ルチカーソルを解除するには C-g を複数回打鍵する。
マルチカーソル状態で C-v/M-v を打つと，通常状態に
おける画面のスクロールではなく，マルチカーソルの
pointを行き来するようになる。
他にも C-^ の後で s を押すとスキップして次の

キーワードに移動 (mc/skip-to-next-like-this), u を押す
と選択を解除し一つ前の選択済みキーワードに戻る
(mc/unmark-next-like-this), * を押すと buffer 内にある
全てのキーワードを選択する，といった機能も備えてい
るので，必要に応じて使い分けると良い。

発展：マルチカーソルで連番挿入
例えば，次のようなケースを想定してみよう。『グリ
ム童話集』に収められている各メルヒェンのタイトルを
1行ずつ入力したテキストファイル（全話だと 200行以
上）がある。後から，各行頭に KHM 001, KHM 002, KHM
003, . . . , といった「連番」を振る必要が生じた（KHM:
Kinder- und Hausmärchenの initial word）。どうしたら
単調な逐一入力を回避できるか。
KHMという文字列だけの入力であれば，先に解説し
たマルチカーソル機能の範囲内で処理できるが，併せて
(my/mc/insert-numbers) コマンドを使うと「連番処理」
も可能となるので，是非，一緒に覚えておきたい。
マルチカーソルを設置してから上記のコマンドを呼び
出すと，まず Start from (default 0):と尋ねられる。これ
は「開始番号」なので，今の場合，「1」と打ち込む。次に
Increment by (default 1):と「増分」を確認されるが，こ
れはデフォルトのままで良いから単に RET を叩く。最
後に Padding (%01d):と聞かれるので「%03d」等と入力
する。数字は「桁」を，0は「埋込文字」（例えば 7を 3
桁表記すると 007となる）をそれぞれ現わしている。0
を省略すると代わりに数字分だけ spacesが入る。「%d」
とすれば「連番数のみ」が振られる（0あるいは空白は
埋め込まれない）。
なお，C-^ を行頭で連打しても window は連動スク
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ロールしない。こういった場合は，C-x SPCで矩形編集
モードに入って region指定してから C-M-gした方がや
り易い。

第 2講演習
演習用ファイル： multiple-cursors_test.txt, insert-

numbers.txt

1. multiple-cursors_test.txt の第 1 段落にある「全
行」に cursorを設置せよ

2. その上で，各行頭に 5つ分の spacesを挿入せよ
3. さらに全 cursorsを行末に移せ
4. その上で，各行末に「%ここはコメント」といっ
た文字列を挿入せよ

5.「マルチカーソル」という語にマルチカーソルを
設置せよ

6. その上で，各 cursor間を移動せよ
7. さらに，「マルチカーソル」という文字列を
「Multiple-Cursors」という文字列で置き換えた
ファイルを multiple-cursors_modified.txt という
名前で保存せよ

8. insert-numbers.txt に記載されている各メルヒェ
ンタイトルの前に「KHM 01: , KHM 02: , KHM 03:
, . . .」を追記せよ

9. 同様に，今度は「KHM 1: , KHM 2: , KHM 3: , . . .」
のようにせよ

なお，ファイルを C-x C-wで別名保存する際には，その
前に C-gでマルチカーソルを解除しておくこと。

Homo Ludens 3: Tetris

「テトリス」とはロシア人のアレクセイ・レオニード
ヴィチ・パジトノフ（Алексей Леонидович Пажитнов,
1956–）がソビエト連邦時に開発したコンピュータゲー
ムで，いわゆる「落ち物ゲーム」の代表である。
Emacsにもテトリスが付随する。

• テトリス起動： (tetris)

起動後は，<left> で「テトリミノ」（ブロックピース）
を左へ，<right>で右へ移動させられる。テトリミノは
<up>で時計回りに回転し，SPCを押せば即座に底部へ
落下する。nで新ゲーム開始，qで終了，pで中断・再
開となる。仕事や勉強に疲れたら，息抜きとしてやって

みると良い。

図 13: Tetrisを楽しむ

第 3講

Emacsは狭義にはテキストエディタであるが，広義で
は「ユーザにとっての作業環境そのもの」という形容も
される。本講からしばらくは，時間管理ツールあるいは
個人情報管理ツールとしての Emacsの活用法を学ぶ。

カレンダー
カレンダーの起動法を学べ。このコマンドを実行す

ると，別 windowに「先月，今月，来月」の 3か月分カ
レンダーが表示される。なお，PC教室（Windows, Mac
とも）における初期設定は「ドイツ語月名・曜日名，月
曜はじまり，土日色分け表示，日独祝祭日ハイライト表
示」としてあるが，後（IB第 5講，36ページ）で説明す
るように，この挙動は EURO ICT Emacs を立ち上げた
まま動的に変更（ドイツ語，フランス語，英語，日本語
環境）できるし，「EURO ICT Emacs & TEXのインストー
ル法」Web では，最初から LG/LF 学生用に最適化した
「ドイツ語／フランス語」環境を整えた「Emacs初期設
定ファイル」をダウンロードできるようにしてある。

• カレンダーを起動： (calendar)

カレンダーを起動すると，cursorが「今日」の上に移
動し，mode line上に「YYYY-MM-DD」形式で「今日の日
付」が表示される。1週間の表示を「日曜はじまり」にし
たければ，M-x set-variable RET calendar-week-start-day
RET 0 RET を実行し，カレンダーを再起動する。常に
「日曜はじまり」としたければ，設定ファイルに記述さ
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れている (setq calendar-week-start-day 1)とある行をコ
メントアウトして，設定ファイルを保存すれば良い。
次に，カレンダー内での移動コマンド等を学べ。

• 今日の日付へ移動： . (calendar-goto-today)
• 1日後へ： C-f (calendar-forward-day)
• 1日前へ： C-b (calendar-backward-day)
• 1週間後へ： C-n (calendar-forward-week)
• 1週間前へ： C-p (calendar-backward-week)
• 1か月後へ：M-} (calendar-forward-month)
• 1か月前へ：M-{ (calendar-backward-month)
• 1年後へ： C-x ] (calendar-forward-year)
• 1年前へ： C-x [ (calendar-backward-year)
• 週の始めへ： C-a (calendar-beginning-of-week)
• 週の終わりへ： C-e (calendar-end-of-week)
• 月の始めへ：M-a (calendar-beginning-of-month)
• 月の終わりへ：M-e (calendar-end-of-month)
• 年の始めへ：M-< (calendar-beginning-of-year)
• 年の終わりへ：M-> (calendar-end-of-year)
• 指定日へ： g d (calendar-goto-date)
• 1か月先へスクロール：C-x > (calendar-scroll-left)
• 1 か月前へスクロール： C-x < (calendar-scroll-
right)

• 3か月先へスクロール： C-v (calendar-scroll-left-
three-months)

• 3 か月前へスクロール： M-v (calendar-scroll-
right-three-months)

• 別 window をスクロール： SPC (scroll-other-
window)

• 別 window にを逆方向へスクロール： S-SPC
(scroll-other-window-down)

• カレンダー buffer を再表示： C-c C-l (calendar-
redraw)

• region内の日数をカウントする：M-= (calendar-
count-days-region)

• カレンダーから抜ける： q (calendar-exit)

「指定日へ」移動する際，対話式に Month nameが尋
ねられるが，このとき「当該言語環境」での「月名」を
打ち込まねばならない（例えば，日本語：3月；ドイツ
語：März; フランス語：Mars）。もっとも，この場合で
も TABキーによる補完入力が効くので，入力はさほど
面倒ではない。
C-c C-lコマンドは，カレンダー bufferの縦幅が意図

せず広くなってしまった場合の再描画に用いると良い。
C-x - (shrink-window-if-larger-than-buffer) を使っても
良い。
region内の日数を数えるM-=コマンドは，markおよ

び pointで指定した日を「含んだ」日数を表示するので
注意すること。

第 3講演習
1. 上で取り上げた Calendar 関連コマンドを全て検
証せよ

2. ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルトが生
まれた日（1756年 1月 27日）は，今日から数え
て何日前となるか計算せよ

第 4講

日出入時刻，朔弦望
EURO ICT Emacsでは「福岡大学文系センター棟」を

観測地点（北緯 33度 32分 52秒・東経 130度 21分 50
秒）に設定してあり，この地点における日出入時刻や朔
弦望（新月，上弦，満月，下弦）を簡単に調べることが
できる。以下のコマンドを学べ。

• カレンダー内 cursor 位置の日付の日出入時刻を
表示： S (calendar-sunrise-sunset)

•（カレンダーの外からでも）今日の日出入時刻を
表示： (sunrise-sunset)

• カレンダー buffer に表示されている 3 か月間に
おける朔弦望の日付および時刻の一覧を表示：M
(calendar-lunar-phases)

•（カレンダーの外からでも）今月を中央月とする
前後 1か月の朔弦望の日付および時刻の一覧を表
示： (lunar-phases)

前置キー C-uを打ってから (sunrise-sunset)コマンド
を発行すると，指定した日付の日出入時刻を表示でき
る。C-uを 2回打ってから同コマンドを発行すると，世
界中の任意の場所（緯度・経度は 10進数で入力する）で
の任意の日付の日出入時刻を表示できる。ただし，後者
の場合，「協定世界時」からのズレを「分単位」で入力
する必要がある。
前置キー C-uを打ってから (lunar-phases)コマンドを

発行すると，指定する月と年を中央月とする前後 1か月
の朔弦望の日付および時刻の一覧を表示できる。
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閏年
EURO ICT Emacsでは，指定する年が閏年であるかど

うかを簡単にチェックできる関数を定義してある。以下
のコマンドを学べ。

• 任意の年が閏年かどうかをチェック：C-c y (leap-
year-check)

上記コマンドを打ち込むと minibufferで Year:と尋ね
られるので，調べたい年を西暦で入力する。答えは「英
語で」帰ってくるようにプログラムしてある。

ダイアリー機能：誕生日，授業時間割
Emacs はカレンダーと連携するダイアリーをデフォ

ルトで包含しており，特定の日付に対しメモ等を記入
することができる。EURO ICT Emacsでは，しかし，デ
フォルトのダイアリーよりも遥かに使い勝手の良い高機
能パッケージ Org を組み込んであるので，ダイアリー
機能を用いる場合も Orgを使うこととする。
そもそも「情報」は，時間に関する概念に従って分類

すれば，ひとまず「フロー情報」と「ストック情報」に
分けて考えることができる。例えば，特定の日付に様々
な形を取る（締切期限を設ける，締切間近あるいは超過
時に警告通知を受け取る，等々）任意のメモを書き込む
（Org では Captureという術語で呼ばれる）という作業
では「フロー情報」が扱われることになるが，このやり
方については，後（IB第 9講，41ページ）で解説する。
本講では，一種のデータベース的な性質をも持ち合わせ
ている「ストック情報」に属する「誕生日，授業時間割」
を Orgでどのように取り扱えるのか，を見る。
Orgでは独自のフォーマットに従った「階層構造」を

取るテキストを扱うので，ダイアリー機能を用いる場合
でもこのフォーマットに倣い，第 1階層に「誕生日，授
業時間割，西暦年号」を設定する。
EURO ICT Emacs においては，ストック・フローの
いずれであっても，ダイアリー関連の情報データは
全て一元的に ~/org/Memo.org ファイル内に書き込む
ことにしてある。以下の書式に従い，「誕生日，授業
時間割，西暦年号」を設定せよ。~/org/Memo.org のパ
スは Windows では C:\home\org\Memo.org, Mac では
/Users/ynagata/org/Memo.org となる（ynagata 部分は
Macにおけるユーザ名）。

* Birthday
%%(diary-anniversary 1685 03 31) J. S.

Bach's birthday: %d years old
%%(diary-anniversary 1755 04 01) J. A.

Brillat-Savarin's birthday: %d years old

* Class Schedule
** ヨーロッパ学 ICT IB
*** <2017-09-14 Do 13:00-14:30>

ヨーロッパ学 ICT IB
*** <2017-09-21 Do 13:00-14:30>

ヨーロッパ学 ICT IB
*** <2017-09-28 Do 13:00-14:30>

ヨーロッパ学 ICT IB
*** <2017-10-05 Do 13:00-14:30>

ヨーロッパ学 ICT IB
*** <2017-10-12 Do 13:00-14:30>

ヨーロッパ学 ICT IB

* 2017

% %や *で始まる行は，実際は改行せず「1行で」記述
する。(diary-anniversary . . . ) フォーマットの中は西暦
（グレゴリオ暦）で YYYY MM DD 形式で書く。同様に
して「誕生日」以外の記念日もエントリできる。%dの
部分は Emacsのダイアリが持つ「S式（S-expression）」
による記法で，ここは Org により自動展開され出力さ
れる（後述）。
「時間割」のエントリにおけるフォーマットは見ての
通りであるが，「年月日」にハイフンを入れること，「曜
日」箇所は「当該言語で」記述することに留意する。「月，
火，水，木，金，土，日」はドイツ語，フランス語ではそ
れぞれ „Mo, Di, Mi, Do, Fr, Sa, So“, « Lu, Ma, Me, Je, Ve,
Sa, Di »とする。この部分はカレンダーの初期設定言語
と揃える必要があるので注意すること。
以上の設定を済ませ，EURO ICT Emacs を再起動す

ると，Week-agenda buffer を閲覧できるようになる。f
キーや bキーを押下し bufferを行き来すると，ドイツ語
環境では例えば以下のような出力を確認できる。

Donnerstag 14 September 2017
Memo: 13:00-14:30 ヨーロッパ学 ICT IB

Samstag 23 September 2017
Diary: 秋分の日

Samstag 31 März 2018
Memo: J. S. Bach's birthday: 333 years old

Sonntag 1 April 2018
Memo: J. A. Brillat-Savarin's birthday:
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263 years old
Diary: Ostersonntag

何か別のファイルを開いている場合は，C-c a a (org-
agenda-list)を打てば別 windowにWeek-agenda buffer
を表示させることができる。

第 4講演習
1. 上で取り上げた日出入時刻と朔弦望に関する全コ
マンドを検証せよ

2. 今日の日出入時刻を調べよ
3. 次に満月を拝めるのはいつか
4. 次の新月，上弦・下弦の月はそれぞれいつか
5. 今年は閏年か
6. 次の閏年はいつか
7. Memo.orgを編集し「ヨーロッパ学 ICT IB」の時
間割エントリを完成させよ

8. 同様に「ヨーロッパ学 ICT IB」以外の授業科目も
全て入力せよ

9. Week-agenda buffer で「誕生日」や「授業科目」
を確認せよ

第 5講

カレンダーの多言語表示
講義担当者はドイツ語を専門とするので，自分の

Emacs環境におけるカレンダーでは「ドイツ語による月
名・曜日名」が表示されるように設定してある。もちろ
ん，連動して「ドイツの祝祭日」もカレンダー上ですぐ
参照できるように german-holidays.elパッケージも組み
込んである。
しかし，日本国内で Emacs を使う場合，当然「日本

の祝祭日」も併せて参照できる方が使い勝手が良いた
め，japanese-holidays.elパッケージも同時に読み込ませ
ている。EURO ICT Emacsでも，この設定をデフォルト
とした。
つまり，EURO ICT Emacsのカレンダーの初期設定で

は「月名・曜日名はドイツ語表示，ドイツおよび日本の
祝祭日はピンク色でハイライト表示」されている。もっ
とも，この設定は Emacsを立ち上げたまま「動的」に変
更できる。
以下のコマンドを学べ。「フランス語」または「日本
語」を選択すると「月名・曜日名がフランス語または日

本語表記となり，フランスまたは日本の祝祭日のみピン
ク色でハイライト表示される」ようになる。「英語」で
は「月名・曜日名が英語表記となり，ドイツ・フランス・
日本の祝祭日の全てがピンク色でハイライト表示され
る」設定となっている「ドイツ語」は EURO ICT Emacs
におけるデフォルトのカレンダー表示と同一。
なお，「設定ファイル」（Windows: init.el; Mac:

.emacs.el）に記述してある holiday-german-holidays と
いう箇所を holiday-german-BW-holidays のように書き
換えれば，「バーデン・ヴュルテンベルク州のみ」の祝
祭日を表示させることもできる。同様に，BWの部分を
「BY（バイエルン州），BE（ベルリン州），BB（ブランデ
ンブルク州），HB（ブレーメン特別市），HH（ハンブル
ク特別市），HE（ヘッセン州），MV（メクレンブルク・
フォアポメルン州），NI（ニーダーザクセン州），NW（ノ
ルトライン・ヴェストファーレン州），RP（ラインラン
ト・プファルツ州），SL（ザールラント州），SN（ザクセ
ン州），ST（ザクセン・アンハルト州），SH（シュレス
ヴィヒ・ホルシュタイン州），TH（テューリンゲン州）」
と書き換えることで，各州に特化させた祝祭日表記に変
更できる。

• カレンダーの言語環境を設定： C-c k (set-locale-
with-calendar)

コマンドを打ち込むと locale:と尋ねられるので，Win-
dowsでは French, Japanese, English, Germanと，Macで
は fr_FR.UTF-8, ja_JP.UTF-8, en_US.UTF-8, de_DE.UTF-
8と答える。入力の際には，もちろん，TABキーによる
補完が効く。カレンダー buffer の window の高さがお
かしくなった場合は，C-c C-lを打つと良い。
以上を踏まえた上で，祝祭日に関する以下のコマンド

を学べ。

• cursor のある日付の祝祭日を表示： h (calendar-
cursor-holidays)

• 表示中の 3 か月に含まれる祝祭日を別 window
表示： a (calendar-list-holidays)

•（カレンダーの外からでも）今月を中心とした 3
か月に含まれる祝祭日を別 window表示： (holi-
days)

•（カレンダーの外からでも）指定した範囲の年の
祝祭日を別 windowに表示： (list-holidays)

C-u M-x holidays のように前置キーを付すと任意の
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中央月（年と月名を答えてやる）を指定できる。list-
holidays コマンドでは始年と終年を指定する。その際
List (TAB for choices):と聞かれるので Allと答えてやれ
ば良い。

他暦変換
Emacsのカレンダーは，現在世界中で広く用いられて

いる「グレゴリオ暦」（「新暦」とも）で，西暦 1年 1月
1日以降のみ（紀元前は不可），グレゴリオ暦が存在しな
かった時代についてもグレゴリオ暦に換算した暦で，表
示される。もっとも，グレゴリオ暦がそれまでヨーロッ
パで用いられていた「ユリウス暦」（グレゴリオ暦との
対比で「旧暦」とも）に置き換わり世界的に普及したの
は 20世紀の初頭になってからである。
Emacs はグレゴリオ暦以外のカレンダーを表示する

ことはできないが，指定した日付と他の暦の日付とを交
互に変換することはできる。「ISO 商用暦」，「ユリウス
暦」，「天文日（ユリウス日）」，「ヘブライ暦」，「イスラ
ム暦」，「フランス革命暦」，「マヤ暦」，「コプト暦」，「ペ
ルシャ暦」，「旧暦（中国暦）」，「バハイ暦」を取り扱え
るが，本講義では「ユリウス暦とフランス革命歴」に関
するコマンドのみを扱う。
「ユリウス暦」とは，共和政ローマ期のカエサルによ
り紀元前 45 年 1 月 1 日から施行された（1 年を 365.25
日とする）太陽暦。共和政ローマおよび帝政ローマ時代
に用いられ，西ローマ帝国滅亡（紀元 476年）後もヨー
ロッパで広く使用されたが，1582 年にはローマ教皇グ
レゴリウス 13世が「太陽年」（回帰年とも）との誤差を
修正した「グレゴリオ暦」を制定し，現代では「グレゴ
リオ暦」が世界中で広く用いられている。
「 フ ラ ン ス 革 命 歴 」（Calendrier révolutionnaire
Français,「共和暦」Calendrier républicainとも）とは，
フランス革命期にフランスで用いられた 10進法に基づ
く独自の暦法。12 年ほど使われただけで，間もなく廃
止された。
他暦変換に関する以下のコマンドを学べ。

• cursor のある日付をユリウス暦に変換表示： p j
(calendar-julian-print-date)

• cursorのある日付をフランス革命歴に変換表示：
p f (calendar-french-print-date)

• ユリウス暦で指定した日付をグレゴリオ暦で確
認： g j (calendar-julian-goto-date)

• フランス革命暦で指定した日付をグレゴリオ暦で
確認： g f (calendar-french-goto-date)

第 5講演習
1. 今年および来年の「海の日」は何月何日か
2. 今年および来年の „Ostersonntag“は何月何日か
3. 今年および来年の «Ascension »は何月何日か
4. 音楽の父と称えられるヨハン・ゼバスティアン・
バッハはユリウス暦 1685 年 3 月 21 日に誕生し
たが，グレゴリオ暦では何月何日となるか

5. フランス革命歴 II年熱月（テルミドール）9日に
起きたフランス革命時のジャコバン派独裁に対立
する勢力によるクーデター「テルミドール 9日の
反動」は，グレゴリオ暦では何月何日となるか

6. ナポレオンが総裁政府を倒した軍事クーデターは
グレゴリオ暦 1799年 11月 9日に起きた（フラン
ス革命はここに終わったとされる）が，この日は
フランス革命歴ではいつとなるか

calendar-french-goto-dateコマンドを用いる際は，An-
née de la Révolution:そしてMois ou Sansculottide:最後
に Jour (1–30):とフランス語で尋ねられるので正しく回
答すること（TABキーによる補完も効く）。

第 6講

アウトライン編集
ダイアリー機能の箇所でも言及した Orgは Emacs標

準添付の多機能パッケージである。実際，Orgはアウト
ライン編集，メモ管理，スケジュール管理，プロジェク
ト管理，HTML/XML/LATEXフォーマット変換，表作成・
表計算，グラフ作成，ハイパーリンク・インライン画像
処理，スマートフォンとの連携，等々に用いることが
できる major modeで，これら全ての機能を「テキスト
ファイル」システムに基づいて高速に動作させている点
が特筆できる。
なお，OrgのWebページでは高らかに次のように謳わ

れている：“Orgmode for Emacs—Your Life in Plain Text”.
(Org mode is for keeping notes, maintaining TODO lists,
planning projects, and authoring documents with a fast
and effective plain-text system.)
さて，Orgが備える全機能を検証することがヨーロッ

パ学 ICTの目的ではない。「テキスト主義 ICT」にとっ
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て特に役立つと考えられる機能に絞って紹介したい。
先ずは，「アウトライン編集」を取り上げる。
レポートであれ論文であれ，あるいはまたメモのレベ

ルであれ，我々が文書を起草する際，その文書を「構造
化」しておくと作業能率が格段に上がることは言うまで
もない。ここで言う構造化とは，文書内容や項目を「階
層化」することを指す。文書の構造化・階層化は文書の
みならず，思考そのものを整理することにも役立つ。
Orgでは階層の違いを「アスタリスク *の個数」で表
し，*で始まる行を「見出し（headline）」と呼ぶ。

* 第 1階層の見出し
ここにテキストがあっても良い。

** 第 2階層の見出し
ここにもテキストがあって良い。

*** 第 3階層の見出し
ここにテキスト。

*** 別の第 3階層の見出し
ここにテキスト。

* 別の第 1階層の見出し

「見出し」を付けた Org文書のイメージは，上の例で
簡単に理解できると思う。こうしておけば「見出し」以
下を自由に畳んだり（隠したり）展開したりできるのが
Orgを用いる利点の一つである。この機能の実現には単
に TABまたは S-TABキーを用いるだけである。しかも
Orgは見出し行に色（階層によって異なる）まで付けて
くれる（Syntax Highlighting）。
以下のコマンドを学べ。「見出し」を「ツリー」（Tree）

構造と見做している点にも注意。見出しにぶら下がる見
出しは「サブツリー」（Subtree）となる。

• cursorのある見出し以下を順々に展開し，また畳
む： TAB (org-cycle)

• buffer にある全ての見出し以下を順々に展開し，
また畳む： S-TAB (org-global-cycle)

次に「見出し」間の移動に用いる以下のコマンドを
学べ。

• 次の見出しへ： C-c C-n (outline-next-visible-
heading)

• 前の見出しへ：C-c C-p (outline-previous-visible-
heading)

• 同階層の次の見出しへ： C-c C-f (org-forward-
heading-same-level)

• 同階層の前の見出しへ： C-c C-b (org-backward-

heading-same-level)
• 1 つ上の階層の見出しへ： C-c C-u (outline-up-
heading)

最後にアウトラインの「構造編集」に関する以下のコ
マンドを学べ。

• 同レベルの見出しをすぐ下の行に挿入： M-RET
(org-insert-heading)

• 見出しに中身（Body）があれば，すぐ下の行に
ではなく，サブツリーを含む中身の後に同レベ
ルの見出しを挿入： C-RET (org-insert-heading-
respect-content)

• TODOエントリを含む同レベルの見出しをすぐ下
の行に挿入：M-S-RET (org-insert-todo-heading)

• TODO エントリを含む同レベルの見出しをサブ
ツリーを含む中身の後に挿入： C-S-RET (org-
insert-todo-heading-respect-content)

• 見出しの中身がまだ無い場合，見出しレベルを変
更する： TAB (org-cycle)

• 見出しの昇格（promote）： M-<left> (org-do-
promote)

• 見出しの降格（demote）： M-<right> (org-do-
demote)

• サブツリーを伴う見出しの昇格：M-S-<left> (org-
promote-subtree)

• サブツリーを伴う見出しの降格： M-S-<right>
(org-demote-subtree)

• 見出しをサブツリーごと同レベルの見出しの前に
移動：M-<up> (org-move-subtree-up)

• 見出しをサブツリーごと同レベルの見出しの後に
移動：M-<down> (org-move-subtree-down)

• cursorのある見出し（およびサブツリー）以外は
不可視とする： C-x n s (org-narrow-to-subtree)

• 不可視となっている他の見出し（およびサブツ
リー）を元に戻す： C-x n w (widen)

M-RET/M-S-RET を打つ際は cursor を headline 行末
に置く。cursorが headline行頭にあると「前行に」同レ
ベル見出しが挿入され，見出し「テキスト」の上にあれ
ば cursor 以下のテキストが改行されて新たな同レベル
見出しとなる。C-RET/C-S-RETでは cursorは headline
行頭以外に置けば良い。行頭にあれば前行に同レベル見
出しが挿入される。TODOについては後述（IB第 8講，
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40ページ）。
見出しの昇・降格の際は，cursorは headline上のどこ

にあっても良い。サブツリーの前後移動も同様。
C-x n w (org-narrow-to-subtree) コマンドで不可視と

なった（Narrowing）部分は元ファイルから消去された
訳ではないので混乱しないこと。
Org が備える充実した「アウトライン編集」機能は，

構造化された文書（論文やレポート）の草稿執筆およ
びアイデアの錬成に際し，強力なツールとなる。EURO
ICT Emacs では，拡張子 .org 以外に，通常の .txt でも
Orgが major modeとなるように設定してある。

第 6講演習
演習用ファイル： fairy-tales.org

1. 演習用ファイル fairy-tales.orgを用いて，上で説
明したアウトライン編集に関するコマンドを全て
検証せよ

2. EURO ICT Emacs で fairy-tales.org を開き，C-c
C-e h oと叩くと何が起こるか

3. 同様に C-c C-e l oと打ち込むとどうなるか

Org文書で /string/と記しておけば，stringという文字
列がイタリック体 (Italic Shape)となる。同様に *string*
で太字体 (Boldface Series), _string_ でアンダーライン
が施される。
なお，本講演習の 2, 3 は Org のエクスポート機能を

使って元ファイルを HTML 文書および LATEX & PDF 文
書に変換してオープンするコマンドである（45 ページ
参照）。

第 7講

リスト，チェックボックス
Orgでは「リスト」も簡単に作成，編集できる。リス

トは項目の下にサブ項目を作るといった「入れ子」構造
にすることもできる。同レベルのリストは同じインデン
ト（字下げ）を持つ必要がある。逆に言えば，同じイン
デント量を持つ項目は同レベルのリストと見做される。
最初にリストを作成する場合は C-jを打つと良い。
「番号なし」リスト（Unorderd Lists）は -もしくは +
の後に one space置いて，「番号付き」リスト（Ordered
Lists）は 1.もしくは 1)の後に one space置いて作成す
る。この際，各記号の後に one space を置き [ ]（ブラ

ケットの中も one space）と書くと，これがチェックボッ
クスとなる。また，リストおよびそのリストを含む見出
しの末尾に [/]あるいは [%]と記しておけば，前者は項
目数を母数とする分数形式で，後者はパーセンテージ
で，「達成度」が自動表示される。リストが含まれる見
出しを超えての達成度表示はできない。なお，達成度に
関する数字は完遂までは「赤」色で，完遂すれば「緑」
色で表示される。
リストおよびチェックボックス作成に関する以下のコ

マンドを学べ。

• 適当なインデントを設ける： C-j (org-return-
indent)

• リストを畳む・展開する： TAB (org-cycle)
• 新たにリスト項目を挿入する： M-RET (org-
insert-heading)

• チェックボックス付きのリスト項目を新たに挿入
する：M-S-RET (org-insert-todo-heading)

• リスト項目をサブ項目ごと前に移動： M-<up>
(org-move-item-up)

• リスト項目をサブ項目ごと後に移動：M-<down>
(org-move-item-down)

• 項目の昇格：M-<left> (org-metaleft)
• 項目の降格：M-<right> (org-metaright)
• サブ項目ごと項目を昇格： M-S-<left> (org-
shiftmetaleft)

• サブ項目ごと項目を降格： M-S-<right> (org-
shiftmetaright)

• 同レベルリスト内の項目記号を変更する： C-c -
(org-cycle-list-bullet)

• チェックボックスにチェックを入れる／外す：
C-c C-c (org-ctrl-c-ctrl-c)

TAB/M-RET/M-S-RET/M-<up>/M-<down> キー押下
時の動作は「アウトライン編集」時の「見出し」の場合
と同様。見出しにおける「Tree/Subtree」とパラレルに，
リストでは「Item/Subitem」（項目／サブ項目）という捉
え方をしていることに注意。「番号付き」リストの場合，
項目の前後移動では番号が自動的に振り直される。
M-<left>/M-<right>のいずれも，リスト最初の項目で

あれば使えない。M-<left>は「親」項目の存在を前提と
する（つまり，親項目と同レベルの項目に昇格させる，
ということ）。M-S-<left>/M-S-<right> のいずれも，リ
スト最初の項目であれば使えないことがあるので注意す
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ること。
C-c C-cは toggleキーとなっている。

表
Orgを使えばテキストレベルでの表作成・編集も簡単

にできる。それどころか表計算までさせることができる
が，これは本講義の目的を逸脱する事柄であるから，本
講ではそこまでは扱わない。
Orgを用いた表作成・編集は極めて直観的であり，何

よりテキストレベルでの素早い作業が可能となる。表
（罫線）に用いる記号は，|と +と -のみである。
表作成・編集に関する以下のコマンドを学べ。

• 表作成開始： C-c | (org-table-create)
• cursor がセルを移動することなく表を再描画：
C-c C-c (org-ctrl-c-ctrl-c)

• 次のセルに cursor 移動して表を再描画： TAB
(org-cycle)

• 前のセルに cursor を戻して表を再描画： S-TAB
(org-table-previous-field)

• 同列内の次行に cursor移動して表を再描画：RET
(org-return)

• cursorのある列を左へ移動：M-<left> (org-table-
move-column-left)

• cursor のある列を右へ移動： M-<right> (org-
table-move-column-right)

• cursor のある列を削除： M-S-<left> (org-table-
delete-column)

• cursor のある列の左に新しい列を挿入： M-S-
<right> (org-table-insert-column)

• cursorのある行を上へ移動： M-<up> (org-table-
move-row-up)

• cursor のある行を下へ移動： M-<down> (org-
table-move-row-down)

• cursorのある行を削除：M-S-<up> (org-table-kill-
row)

• cursor のある行の上に新しい行を挿入： M-S-
<down> (org-table-insert-row)

• cursor のある行の下に新しい行を挿入： C-u M-
S-<down> (org-table-insert-row)

• cursorのある行の下に横罫線を引く： C-c - (org-
table-insert-hline)

• cursor のある行の下に横罫線を引き，さらに

cursorを次行へ移動させる： C-c RET (org-table-
hline-and-move)

C-c | コマンドを打つと Table size Columns x Rows
[e.g. 5x2]:と尋ねられるので，「3x4」といった具合に「列
数 x 行数」を指定する。既に存在する文字列を region
指定して C-c | コマンドを発行すると，単語間にある
spaceを列の区切りとして，自動的に表作成してくれる
（org-table-convert-region）。

TAB/RET キーを押すと，必要に応じて新しい行を作
ることもある。M-S-<down> コマンドの前に前置キー
C-uを付ければ，cursorのある行の「下」に新しい行が
挿入される。C-c -コマンドの前に前置キー C-uを付け
れば，cursorのある行の「上」に横罫線が引かれる。

第 7講演習
演習用ファイル： lists.org, tables.org

1. 演習用ファイル lists.orgを用いて，上で取り扱っ
たリスト・チェックボックスに関するコマンドを
全て検証せよ

2. 同様に tables.orgを用いて，表に関するコマンド
を全て検証せよ

第 8講

TODO/DONE/WAIT/SOMEDAY/CANCELED

Orgは高度な GTD (Getting Things Done)用タスク管
理ツールとしての機能を豊富に提供してくれる。言い換
えると，Emacsはテキストベースでのスケジューリング
用ツールとしても大いに活用できる。
具体的に考えてみよう。我々には，レポートの提出で

あったり，ゼミコンパの企画であったり，何であれ「な
すべきこと」が日々あるものだ。Orgでは「見出し」に
TODO（この語は自動的に赤色で強調される）という
キーワードを付しておくことにより，この「なすべきこ
と」を Emacs上で管理することができるようになる。
さて，この「なすべきこと」の状態は刻々と変わって

いくのが常である。例えばゼミコンパの参加者を募るよ
うなケースであればゼミ生からの「回答待ち」となり，
その結果を受けてから参加費を決めたり店を予約したり
と，次のアクションを起こすことになる。「やるべきこ
と」については「完遂」が理想だが，拠無い事情により
「延期」や「中断」せざるを得ないことも有り得る。
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Orgでは TODO（なすべきこと）に関連するこれらの
要素をWAIT（回答待ち），DONE（完遂），SOMEDAY
（延期），CANCELED（中断）といった計 5つの「状態」
として捉え，これを簡単に交替（rotate）させることが
できる。しかも，DONE, SOMEDAY, CANCELEDとした
場合は CLOSED（停止）というキーワードとともに「締
め」られたタイムスタンプが [2017-08-14 Mo 13:29] と
いった具合に自動的に刻印される。
なお，タイムスタンプにおける曜日表記は選択言語

（ドイツ語，フランス語，英語，日本語）に依存する。
Emacs でカレンダーを経由する自動処理を行わせる場
合は，ドイツ語ならドイツ語というように 1言語に固定
して置かねばならないので注意すること。後で解説す
る「DEADLINE, MEMO, AGENDA, NOTE」がこれに該
当する。
単にカレンダー表記言語を動的・暫定的に変更する場

合は，この限りでない。
TODOは「見出し」にのみ設定できる。TODOに関す

る以下のコマンドを学べ。

• TODO, DONE, WAIT, SOMEDAY, CANCELEDと
交替させる： S-<right> (org-shiftright)

DEADLINE

TODOには通常 Deadline（締切）が付き物であり，実
際 Org では見出しに年月日指定（時刻印を欠いたタイ
ムスタンプ）の DEADLINEを設定できる。DEADLINE
の設定はカレンダーと連携して行われるが，時刻の付加
は，必要に応じて，手動で行う。
Deadlineに関する以下のコマンドを学べ。

• Deadlineを設定： C-c C-d (org-deadline)

C-c C-dコマンドを打つと別 windowにカレンダーが
現れるので，S-<left>/<right>/<up>/<down>キーを使っ
て cursor を移動させ，任意の年月日を選択する。時刻
を付加する場合は 2017-08-14 Mo 15:26といったように
HH:MMフォーマットで曜日の後に one space置いて表
記する。前置キー C-uの後に C-c C-dコマンドを発行す
れば，設定済みの Deadlineを削除できる。
タイムスタンプの数字（年，月，日，時，分）

や曜日（選択言語依存）の上に cursor を置き S-
<left>/<right>/<up>/<down>キーを押せば「年，月，日，
曜日，時，分」を変更できる。その際，年月日と曜日は

正しく連動して変化するので，曜日の転記ミスから解放
されるという利点がある。
なお，TODO項目は（従ってまた Deadlineも）次講で

解説するAgenda（予定表）と連携させるのが良い。この
ためには TODOを含む見出しのあるファイルは（他の
やり方もあるが）~/org/以下に保存する。また，TODO
を Agendaに反映させるにはファイル拡張子を *.orgと
すること（*.txtでは不可）。

第 8講演習
演習用ファイル： todo.org

1. 演習用ファイル todo.org を用いて「見出し」に
TODOを設定せよ

2. TODO を DONE/WAIT/SOMEDAY/CANCELED
に rotateさせよ

3. 適当な日時で DEADLINEを設定せよ
4. DEADLINEに時刻を付加せよ
5. DEADLINE のタイムスタンプを色々と変更させ
てみよ

第 9講

Memo

「なすべきこと」は，大抵の場合，安閑時ではなく，何
か仕事をしているときにこそやって来たり，それに気付
いたりするものだ。我々が Emacs を使ってレポートや
論文の執筆や編集作業に従事しているとき，その作業を
一旦中断して TODOファイルを新たに作成する，など
という手順を取っていては効率が悪いし，何より思考の
流れを邪魔されることで生産性も落ちてしまう。つま
り，作業中に「メモを取る」ような感覚で TODOを処理
したい。
Org では *.org ファイルに TODO 項目を追加する

ことを Capture と呼んでいるが，これらキャプチャ
される項目は，EURO ICT Emacs では原則として全て
~/org/Memo.org ファイルの中に書き込まれ蓄積されて
いくように設定してある。また，キャプチャされた項目
はすぐ後に説明する Agenda（予定表）buffer において
Memo:エントリの下に整理されるようにしてある（「祝
祭日」は Diary:エントリ）。
キャプチャ（Emacs作業中にメモを取るような感覚で

TODO項目を追加すること）に関する以下のコマンドを
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学べ。

• キャプチャ開始： C-c c m (org-capture)
• キャプチャを保存し，元 bufferに復帰： C-c C-c
(org-capture-finalize)

• キャプチャのプロセスを中断し，元 buffer に戻
る： C-c C-k (org-capture-kill)

キャプチャされた TODO項目は，Memo.orgファイル
中で第 4階層（第 1階層は西暦年，第 2は西暦年月，第
3は西暦年月日と曜日；曜日表記は言語依存）に自動的
に書き込まれる。キャプチャであるからデフォルトで
はもちろん TODOキーワードが付されているが，これ
を除去しても（「状態」を変更しても）一向に構わない。
つまり，TODOではない文字通り単なるメモ書き項目と
しての記録もできるということである。
なお，C-c c mでキャプチャする際，場合によっては

「リンク」の張られた「注記」（Annotation）が自動的に
付加されることがある。Org のリンク機能については
（極めて便利なものであるが），本講義では取り扱わな
いので，これらの注記は無視して（その部分を削除して
も）良い。

Agenda

TODO 項目を一覧することのできる機能が Agenda
（予定表）である。Euro ICT Emacs では Week-agenda
という 1 週間単位での時系列 Agenda を一覧できるよ
う設定してある。TODO に限らず，~/org/*.org ファイ
ルに「活性タイムスタンプとともに記録されている」
項目であれば同様に一覧できる。Deadline 日には赤
色で項目が強調される。しかも Deadline の 7 日前か
ら In 4d.:（後 4 日）のように警告まで発してくれる。
Deadline を過ぎた場合も赤色で 1 d. ago（締切は 1 日
前）のように警告を発し続けてくれる（TODO 状態を
を DONE/SOMEDAY/CANCELED のいずれかに変更す
るまで）。
Orgでは <2017-08-19 Sa 19:00>という表記形式を「活
性タイムスタンプ」と呼び，[2017-08-19 Sa 19:00]とい
う形の「非活性スタンプ」から区別している。前者は
Agendaに反映されるが，後者は，たとえそれが TODO
項目であったとしても，反映されない（Agendaに挙がっ
てこない）。
先ずは，ここで Org におけるタイムスタンプの生成
法についてまとめておこう。

• 年・月・日・曜日から成る活性タイムスタンプを
生成： C-c . (org-time-stamp)

• 同様の非活性タイムスタンプを生成： C-c ! (org-
time-stamp-inactive)

• 活性・非活性の変更：(org-toggle-timestamp-type)
• 1日前へ： S-<left>: (org-timestamp-down-day)
• 1日後へ： S-<reight>: (org-timestamp-up-day)
• 年，月，日，曜日，時，分を減らす： S-<down>
(org-timestamp-down)

• 年，月，日，曜日，時，分を増やす： S-<up> (org-
timestamp-up)

C-c .そして C-c !とも，前置キー C-uの後にコマンド
を打てば，「時，分」を加えたタイムスタンプを生成で
きる。また，既にあるタイムスタンプ上で C-c ./C-c !を
叩くことで，活性・非活性の変更にも使える。
活性・非活性に拘らず，タイムスタンプ生成コマンド

を「続けて 2回」発行すると，「期間」が設定される。Org
における「期間」表記は <2017-08-15 Di>- -<2017-08-16
Mi>のように「ハイフン 2つ」でなされ，「時間範囲」は
[2017-08-15 Di 13:00-14:30]のように「ハイフン 1つ」で
表される。
S-<left>/<right> コマンド使用時は，cursor がタイム

スタンプ上のどこに位置していても良い。曜日も日にち
に連動して変更される。
S-<left>/<right> コマンド使用時には，増減させたい

項（例えば「年」）の上に cursorを置く。この際，必要
に応じて曜日も変更される。「分」の増（減）分は（先
ずキリのよい「5の倍数」分に丸められてから）「5」分
ずつとなっている。なお，「時間範囲」が設定された項
の「開始時刻」（「時」でも「分」でも）に cursorを置い
てこれらのコマンドを用いると，最初の時間範囲で定め
られた時間「量」を保ったまま「終了時刻」も連動して
変更される。
以上を踏まえ，次に，Agendaに関する以下のコマン

ドを学べ。なお，EURO ICT Emacsでは，ファイルを指
定せず Emacsを起動した場合には，Week-agenda buffer
が表示されるように設定してある。

• Week-agenda を呼び出す： C-c a a (org-agenda-
list)

• 次行へ移動： n (next-line)
• 前行へ移動： p (previous-line)
• 次週へ移動： f (org-agenda-later)
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• 先週へ移動： b (org-agenda-earlier)
• 今日へ移動： . (org-agenda-goto-today)
• 任意の年月日へ移動： j (org-agenda-goto-date)
• エントリ項目のある元ファイルへ移動： TAB
(org-agenda-goto)

• Agenda buffer をリフレッシュ： g (org-agenda-
redo)

• TODO状態をリモート編集： t (org-agenda-todo)
• 日出入時刻を minibufferに表示： S (org-agenda-
sunrise-sunset)

• 別 windowに他暦（ユリウス，イスラム，ヘブラ
イ，等々）変換一覧表示：C (org-agenda-convert-
date)

• エントリ項目にノートを追記する： C-c C-z (org-
agenda-add-note)

• Agenda bufferを抜ける： q (org-agenda-quit)

Agendaでタイムスタンプが使われる場合の曜日表記
は言語に依存するので留意すること。
Agenda の一覧表示法には，他にも様々な形式があ

る。C-c a a と打ち込むのが基本だが，C-c a と打った
段階で Press key for an agenda command:というプロン
プトメッセージが出るので必要に応じて色々と試して
みると良い（t: List of all TODO entries; n: Agenda and
all TODOs: set of 2 commands 等々。n の方は，Week-
agendaに加えて週をまたいだ全ての TODOを一覧表示
できる）。
j を打つと，望みの年月日をカレンダー上で選択す
るよう求められるので，S-<left>/<right>/<up>/<down>
キーを用いて移動する。
TABを使って元ファイルへ移動し，再度 Agenda buf-

fer に戻った際は，元ファイルの編集いかんに拘らず g
（このキー操作は Diredや EWWにおけるリフレッシュ
と同じ！）を打ち Agenda bufferをリフレッシュしてお
くこと。そうしないと，次に TAB を打っても同じ動作
を期待できない。
TODO 状態をリモートで編集するには t の後
にさらに t(TODO), d(DONE), w(WAIT), s(SOMEDAY),
c(CANCELED) のキーを打つ。これにより Agenda buf-
ferはリアルタイムで TODO状態が rotateする。元ファ
イルにおける当該エントリの TODO 状態も同様に変
更されているが，こちらは C-x C-sで元ファイル（Me-
mo.org）を上書保存してやる必要がある。

既存の TODO 項目（キャプチャしたエントリ項目）
に，後から追記したい事柄が出てくることがある。Org
ではこれを Note と呼ぶ。Agenda buffer で当該エント
リ項目に cursorを置き，C-c C-zキーを押して必要事項
を入力し C-c C-cと打てば（破棄する場合は C-c C-k），-
Note taken on [2017-08-15 Di 11:53]といったフォーマッ
トの「ノート」が元ファイル（Memo.org）の当該エント
リ項目に追記される。元ファイルは C-x C-sで上書保存
する。なお，NOTEでは非活性のタイムスタンプが打た
れるので，ノート・エントリは Agendaに挙がっては来
ない（つまり，元ファイルを参照する必要がある）。
以上，Emacsにおける多機能な巨大パッケージ Orgが

備えるごく一部の機能に絞って解説してきた。他にもあ
る魅力的な Sparse trees, Footnotes, Hyperlinks, Progress
logging, Priorities, Tags, Properties, Clocking work time,
Refile, Archive等々といった機能については，それぞれ
の興味に応じて，各自で学んで欲しい。

第 9講演習
1. Memoをキャプチャで作成・保存せよ
2. Memo.orgファイルの中に今キャプチャした Me-

moがエントリされていることを確認せよ
3. Week-agendaを呼び出せ
4. Week-agenda内を様々に移動せよ
5. Week-agendaから Memo.orgをリモート編集し，

Noteを追加せよ
6. タイムスタンプの活性・非活性を変更せよ
7. タイムスタンプの各項を変更してみよ
8.「期間」設定した TODO項目はWeek-agenda buf-

ferではどのように表示されるか，確認せよ

第 10講

擬似ビッグデータ処理
次のような問題を考えてみよう。「東京都千代田区に

は永田町（隣接する霞が関とともに日本の国家中枢機能
が集中している）という地名があり，これは日本におけ
る国会の代名詞ともなっているが，東京都以外に永田町
という地名は存在するか」。
本講では，この問題を「正確に」かつ「素早く」解く

方法を検討する。
先ず，大前提として「日本全国の地名が漏れなくリス

トアップされたデータ」が必要であることがすぐに分か
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る。このようなデータは存在するのか。
幸いなことに，「郵便局」（日本郵便株式会社）のWeb

からこの種のデータを取ってくることができる。「住所
の郵便番号（CSV形式）」がそれだ。「読み仮名データの
促音・拗音を小書きで表記するもの」のページから「全
国一括」データ（ken_all.zip）をダウンロードする。ZIP
形式で圧縮されたファイルを展開すると KEN_ALL.CSV
という CSVフォーマットのテキストファイルが現れる。
KEN_ALL.CSVファイルを Emacsで開くと，当該ファ

イルは「124,132行から成り，11.7MBのファイルサイズ
を持つ」テキストとしてはそれなりに巨大なファイルで
あることが分かる。しかしもちろん，テキストであるか
ら Emacsで自由自在に処理できる。
冒頭の問題に戻ろう。KEN_ALL.CSVファイルは「日
本全国の郵便番号と住所等を 1 行ごとに区切って対応
させたテキスト・データベース」となっている。この膨
大なテキスト・データベースから「永田町」という文字
列を含む行のみを抽出できれば，我々は「東京都以外に
永田町が存在するかどうか」を正確に調べることがで
きる。
そして Emacs には，この用途に打ってつけの Occur
というコマンドが用意されている。Occurを使えば「カ
レント buffer において正規表現にマッチした行を全て
表示」させることができる。
Occurに関連する以下のコマンドを学べ。

• カレント buffer において正規表現にマッチした
行を表示させる：M-s o (occur)

• 正規表現にマッチしない行を表示： (flush-lines)
• 正規表現にマッチする行を表示： (keep-lines)

KEN_ALL.CSV ファイルを buffer に読み込み，M-s o
コマンドを打つと List lines matching regexp: と尋ねら
れるので，「永田町」と入力し RETする。すると別 win-
dowに 53 matches for "永田町" in buffer: KEN_ALL.CSV
と表示される。53 行程度であれば，一つ一つ目で追っ
て確認していくこともできなくないが，ここは作業速度
を重視し，(flush-lines) コマンドを使ってさらに絞り込
むことにする。
その前に，Occur の結果 buffer の mode line を良く

見てみると「% %」と表示があり，この bufferは「読み
込み専用」となっていることが分かる。このままでは
(flush-lines)コマンドを使えないので，C-x C-qと打ち込
み（これは toggleキー），当該 bufferを編集可能な状態

にしておくことが必要となる。
準備が整えば，M-x flush-lines と打ち込む。すると

Flush lines containing match for regexp:と尋ねられるの
で，「東京都」と入力し RET する。結果として，「永田
町」という地名は東京都以外には「栃木，埼玉，新潟，
岐阜，静岡，長崎，鹿児島」の 7県に存在することが分
かった（ただし「ナガタチョウ」と読むのは静岡県富士
市と鹿児島県奄美市にある永田町のみ。その他は「ナガ
タマチ」と読む。奄美市にある地名は正確には「名瀬永
田町（ナゼナガタチョウ）」）。

第 10講演習
演習用ファイル： KEN_ALL.CSV

1.「福岡」という地名は福岡県福岡市以外に日本の
どこに存在するか

2.「七隈」以外に，漢数字を伴う「一隈，二隈，・・・，
九隈」という地名は日本に存在するか

ただし，本講演習 1では「上福岡」（新潟県阿賀野市）
のような地名は除くものとする（ヒント： 正規表現で
は \<で単語の先頭，\>で単語の末尾，をそれぞれ表す
ことができる；「一隈あるいは二隈」は正規表現を用い
て \(一隈\|二隈\)と書ける）。

第 11講

エクスポート： TEXT UTF-8/TEX/HTML

これまで我々は Emacs を使ったテキスト処理に関す
る技法を様々な観点から学んできた。ただし，学習の力
点は意図的に「Input」（入力）と「Edit」（編集）に置き，
「Output」（清書・整形を伴う出力）については特に触れ
て来なかった。
出力については，もちろん，Emacsを一種のプリプロ

セッサ（前処理プログラム）として利用し，Orgのアウ
トライン編集機能を駆使してレポートや論文の草稿を徹
底的に練り上げ，その中身を最終段階でワードプロセッ
サ等にコピーした上で完成原稿として仕上げ，ワードプ
ロセッサから出力（例えばプリントアウト）する，とい
うやり方もある。現実解としてこうした出力方法を取る
のも，決して悪くはないだろう。
だが，Emacsはもっと遥かにスマートな Output法と
連携できる。それが TEXであり HTMLである。いずれ
も「マークアップ言語（Markup Language）」の一種で，
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通常のテキストに「メタレベル」の「命令」（HTMLでは
Tag, TEX では Control Sequence と呼ばれる。「制御綴」
とも）を埋め込むことで視覚表現や文章構造等を記述す
ることができる。なお，TEXは組版用のプログラミング
言語でもある。
TEXや HTMLの「ソースファイル」（ファイルの内容

を読み込ませて何らかの処理や変換などを行い，結果を
別のファイルに保存するシステムや作業等において，処
理にかけるファイルのことをこのように呼ぶ。インプッ
トファイルとも）はいずれも「テキストファイル」であ
るから，テキストエディタである Emacs とはそもそも
相性が良い。さらに，Emacsには HTMLや TEX専用の
major modeまでもが存在する。
「ヨーロッパ学 ICT講義」では，これ以降，テキスト
主義 ICT が持ち得る強力な潜在能力の一例として TEX
と HTML を学び，マークアップ言語との連携がもたら
してくれる更に豊かなテキスト表現の沃野を概観する。
本講では，手始めに，Orgを使ってテキストファイル

（ソースファイル）を UTF-8文字コードの簡易整形テキ
スト（*.txt），そして TEXのソースファイル（*.tex），さら
には HTMLファイル（*.html）へと変換する作業を体験
してみる。Orgではこれを「エクスポート」と呼んでい
る。TEXのソースファイルはバックグラウンドで自動的
に「コンパイル」（ここではテキストファイルから PDF
ファイルへ変換すること）までされるから，結果として
アウトプットファイルである PDF ファイル（*.pdf）も
作成される。
Org のエクスポートに関する以下のコマンドを学べ。
これらのコマンドが使えるファイル形式は *.orgおよび
*.txt のみである。Key Bindings で用いられる英字との
関連で，ここでは TEX の代わりに LATEX という名称を
使っていることに注意。

• UTF-8 簡易整形テキストへ変換： C-c C-e t u:
(org-ascii-export-to-ascii)

• LATEXソースファイルおよび PDFファイルへ変換
し，PDFファイルを開く： C-c C-e l o (org-latex-
export-to-pdf)

• HTML ファイルへ変換し，ブラウザで HTML
ファイルを開く： C-c C-e h o (org-html-export-
to-html)

Orgのエクスポートはとてもスマートで便利な機能で
あるが，そもそもなぜこのようなことが可能なのか。こ

こでは詳しく立ち入らないが，それは Org の文書が決
められたシンタクス（例えば *の数によって「見出し」
の階層構造を定義，-や +記号の前置によって「番号な
し」箇条書きを，数字の前置によって「番号付き」箇条書
きを定義，等々）によって，通常テキストにメタレベル
で「マークアップ」を施しているからである。いずれも
マークアップ・テキストであればこそ，TEX/HTML/Org
文書間での相互変換も可能となるのである。
「Org のエクスポートを使えるようになれば
TEX/HTML の学習は不要では」と考えるのは誤りで
ある。なるほど Org のエクスポート機能は Org にお
ける文書構造をできるだけ正確に TEX/HTML に変換し
てくれようとするが，TEX/HTML におけるフォーマッ
トの種類の方が Org より遥かに豊富であるため，万全
ではない。それに，そもそもエクスポートの段階でエ
ラーが生じれば文書の出力は論外となるし， 生成され
た TEX/HTML ソースファイルに不具合があった場合，
TEX/HTMLの知識がなければ不具合箇所を訂正（Debug）
することが出来ない。

第 11講演習
演習用ファイル： fairy-tales.org, lists.org, tables.org,

todo.org, export.org, css.zip, jpg.zip, txt.zip

1. 演習用ファイルを全て UTF-8 簡易整形テキス
ト， LATEXソースファイルおよび PDFファイル，
HTMLファイルへエクスポートせよ

2. 自動生成された fairy-tales.txt/tex/html, lists.txt/
tex/html, tables.txt/tex/html, todo.txt/tex/html の
中身を点検せよ

3. export.pdf 以外の *.pdf ファイルにおけるドイツ
語・フランス語表記の不具合を見つけよ

4. export.org/tex/htmlの中身を点検せよ

export.orgファイルでは，本講義で取り扱わなかった
Special Lines, Hyperlinks, Tags, Properties, Inline Images
といった Org の機能も用いている。ソースファイルが
どのようになっているか，必要に応じて参照して欲しい。

第 12講

Emacsパッケージのアップデート
EURO ICT Emacsには標準添付以外の様々なパッケー

ジをも組み込んで，「テキスト主義 ICT」用ツールとし
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ての使い勝手を高めている。これらのパッケージは，あ
らゆるソフトウェアがそうであるように，絶えずアップ
デートされるのが常である。
Emacs の諸パッケージを安定利用できているのであ
れば，そしてこれらのパッケージが提供してくれる諸機
能の現状に満足しているのであれば，パッケージ・アッ
プデートがセキュリティホールと無関係である限り，敢
えてアップデート作業を行う必要はないのかも知れな
い。しかし，一般論として，アップデートされたパッ
ケージには（新機能の追加も含めて）何らかの「改善」
がなされていることも事実である。なお，アップデート
の際はインターネット接続が前提となる。
パッケージのアップデートに関する以下のコマンドを
学べ。

• パッケージのアップデートを行う：(list-packages)
• アップデート bufferを抜ける： q (quit-window)

(list-packages)コマンドを打ち込むと，2 packages can
be upgraded; type ‘U’ tomark them for upgrading.といっ
たメッセージがminibufferに表示されるので，Uを叩く。
するとさらに 2 Packages marked for upgradingと出るの
で，xを押す。今度は畳みかけるように Upgrade these 2
packages (js2-mode-20170815.546, helm-20170815.1123)?
(y or n)といったようなメッセージが現れるので（アッ
プデートを望むなら）yを押す。
この一連の手順を終えると，必要なアップデート用

データがダウンロードされ，Emacs内部でのファイルの
読み込みを速くするための「バイトコンパイル」がバッ
クグラウンドで実行される。パッケージ・アップデー
トが終わると Package menu: Operation finished.という
メッセージが現れ，新パッケージを利用できるように
なる。
アップデートが存在しない場合は，(list-packages)コ

マンドを打ち込んだ際，Package refresh done という
メッセージだけが出る。念のため U と叩いてみると確
かに No packages to upgrade. と返ってくるので q キー
を打ってアップデート bufferを抜ければ良い（Uで確認
せず，すぐに qを打って抜けても良い）。

Emacsの設定ファイル
既に言及した通り，Emacs の設定ファイルは

Windows では C:\home\.emacs.d\init.el に，Mac では
/Users/ynagata/.emacs.el にある（ynagata 部分は Mac

におけるユーザ名）。そして，この中に「素の Emacs」と
は異なる「EURO ICT Emacs独自の動作」を規定する全
てのプログラムが Emacs Lisp というプログラミング言
語で記述してある。
“the World’s Most Extensible, Customizable Editor”と

も称される Emacs は，ユーザ自身で文字通り如何様に
も機能拡張が可能であるが，そのためには（程度にもよ
るが）Emacs Lisp 言語でプログラムを書かねばならな
い。EURO ICT Emacs の init.el/.emacs.el には，講義担
当者が現時点で「ヨーロッパ学 ICTのための最適設定」
と考える事項を全て書き込んである（そしてこれからも
書き込んで行く）ので，通常は手を入れる必要はない。
従って本講義では，Emacs 設定ファイルの書き方そ

のものについての解説は割愛するが，設定ファイル内の
知っておくと良いいくつかの箇所についてのみコメント
しておきたい。
Windows 限定であるが（Mac の「辞書.app」にはデ
フォルトで国語辞典「スーパー大辞林」が付いている），
電子版の『広辞苑』を Emacsで使えるようにしてみる。
先ずは有償の『広辞苑第六版 DVD-ROM 版』を購入す
る。次に設定ファイル init.el にある以下の箇所（ndeb
. . . は実際は 1行）

(setq lookup-search-agents '(
; (ndeb "C:/Program Files (x86)/Kototoi Project/

Data/KOJIEN")
(ndeb "C:/usr/local/dict/wadoku")
(ndeb "C:/usr/local/dict/openthde")
(ndeb "C:/usr/local/dict/demorph")

; (ndic "C:/DWB")
)

)

で (ndeb "C:/Program Files . . . )行頭にあるコメント記号
を削除する。『広辞苑』の辞書データがある箇所のパス
も，実際のものと揃えておく。
最後に Emacsを再起動しM-x lookupと打つ。すると

Lookup bufferが表示され，「ndeb:C:/Program . . . furoku
付属資料」や「ndeb:C:/Program . . . kojien 広辞苑第六
版」といった項目が新たにエントリされたことが確認で
きる。フリーの wadoku（和独辞典），openthde（ドイツ
語類語辞典），demorph（ドイツ語変化形辞典）につい
ては既に「選択」されて Emacs 上で使えるようになっ
ているが『広辞苑』についてはまだなので，「付属資料」
と「広辞苑第六版」に cursorを移動し，それぞれ mを
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押す。するとこの 2項目も「選択状態」（*が付く）とな
り，以降，Emacsから「広辞苑を引ける」ようになる。
Lookup bufferは qキーを押せば抜けられる。
Windowsの Emacsから「和独辞典」や『広辞苑』を引

くには，調べたい語の上に cursorを置き，M-? (lookup-
word)と打ってやればよい。別 windowに検索結果 buf-
ferが表示されるが，これも qキーを打てば抜けられる。
Google Translate については既に解説した（27 ペー

ジ）が，Emacs の設定ファイルには次のようなフォー
マットで相互翻訳言語を指定している。

(setq google-translate-translation-directions
-alist '(("de" . "ja") ("ja" . "de") ...
("de" . "fr") ("fr" . "de")))

例えば ("de" . "ja")という箇所は「ドイツ語から日本語
へ（翻訳）」を意味する記述なので，同様の「言語セット」
を自分が必要とする分だけ追記していけば，翻訳対象言
語を好きなだけ増やせる（もちろん Google Translateが
サポートしている言語に限られるが）。「言語」は「ISO
639-1 言語コード」によって定められている「2 文字」
コードで記す（例： el 現代ギリシア語，la ラテン語）。
設定ファイルを変更したら，それを保存し，Emacsを再
起動することを忘れずに。
Emacsの「外見」を変更したい場合があるかも知れな

い。そのための一番簡単な方法は，「テーマ機能」を使
うことだ。EURO ICT Emacsでは tsdh-lightテーマをデ
フォルトとしているが，

(load-theme 'tsdh-light t); gut

という箇所をコメントアウトし，代わりに他のテーマ
adwaita, deeper-blue, dichromacy, . . . が記載されている
行を一つ有効にして設定ファイルを保存し，Emacsを再
起動すると，雰囲気ががらりと変わった外見で Emacs
が立ち上がるようになる。試してみよ。
なお，Emacs そのもののインストール法については

Web（5ページ参照）にまとめておいたので，そちらを
参照すること。

第 12講演習
1. Emacsパッケージをアップデートせよ
2. Windows上の Emacsから「和独辞典」を引いて
みよ

3. EURO ICT Emacsの「テーマ」を色々と変更して
みよ

Mac教室の Mac端末ではアップデート結果が保存さ
れないことに注意。現時点では，残念ながら，Windows
上の Emacs と連携できるフリーのフランス語辞書を講
義担当者は探し出せていない。

第 13講

TEXとは
本講からいよいよ TEXの学習に入る。
TEXとは何か。一言で言えば，それはアメリカの数学

者 Donald Knuth（1938–）によって開発された Typeset-
ting System（あるいは Formatting System）である。この
TEX の上にアメリカのコンピュータ科学者 Leslie Lam-
port（1941–）によって構築されたDocument Preparation
Systemが LATEXである。
我々が本講義で学ぶ対象は，実際にはほぼ LATEXのみ

であるが，本講義では必要な場合を除いて両者の呼称を
敢えて区別しない。つまり，TEX/LATEXの違いを細かく
詮索するような “The Game of the Name”には深入りし
ない。そうしないと肝心の “The Name of the Game”を
掴み損ねてしまうことになるからだ。
医学の父と呼ばれる古代ギリシアの医者ヒポクラテ

ス（῾Ιπποϰράτης, BC460–BC370）は，「人生は短く，技
術（医術）は長い」（ὁ βίος βραχύς, ἡ δὲ τέχνη µαϰρή）と
言ったとされる。この格言は後にラテン語訳され，「芸
術は長く，人生は短い」（ars longa, vita brevis）という
意味合いで人口に膾炙した。TEXという名称は，ヒポク
ラテスの格言の中にもある τέχνη という語から取られ
た（故にテックスではなく，テフ，テヒ，テックのよう
に発音される）。そして実際 TEXは技術ではあるが，芸
術の側面をも併せ持っている。「ヨーロッパ学 ICT」講
義の回数は限られているので，我々は TEXを用いたテキ
スト処理をこそ実践的に学んで行くこととしたい。
つまり，EURO ICT Emacs & TEX の学習に際しては，

古代ギリシアの哲学者アリストテレス（᾿Αριστοτέλης,
BC384–BC322）が述べた次の言葉に倣うということだ：
「竪琴を弾くことを学ぶ者は，竪琴を弾くことによって，
竪琴を弾くことを学ぶ」（ὁ γὰρ µανϑάνων ϰιϑαρίζειν
ϰιϑαρίζων µανϑάνει ϰιϑαρίζειν.『形而上学』IX, 8）。
さて，TEX記法は数式をテキストで記述する際の標準

となっていることからも分かるように，TEXは特に数式
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を含むテキスト処理に定評があり，実際，
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といった数式を簡単に入出力できる。
一方，テキストを正弦波に添って
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のように配置させるといったことも自由自在にできる。
他にも，複雑な物理数式や化学式の入出力，さらには音
楽記譜（図 16，57ページ参照）やチェス，バックギャモ
ン，将棋，碁の棋譜，クロスワード・パズルの作成，数
独（Sudoku, Number Placeとも）の作題および解答（！）
等々も可能となっており，およそテキストに関わるあり
とあらゆる組版処理（そしてまたプログラミング）の可
能性を私たちに提供してくれる。
しかし，人文学部でドイツ語・フランス語を学ぶ我々

にとって，それ以上に注目したいのは，TEXが優れた多
言語処理能力をも備えているという点だ。実際，TEXは
ワードプロセシングを超えた「テキストプロセシング」
のレベルで多言語混在テキストを組版処理してくれる。
具体的には，各言語に応じた「正書法」をも反映した処
理をしてくれるということであるが，詳しくは追々学ん
でいく。

ターミナルで用いる基本コマンド
先ずは，一般のワープロソフトと TEXの処理方式の違
いについて慣れること。前者ではWYSIWYG (What You
See Is What You Get)という「画面表示と印刷イメージ
が同じ」方式で文書を作成していくが，後者では「各種
の命令を埋め込んだテキストファイル」（これを Source
Fileと呼ぶ）を「一括処理」（Batch Processingとも）す
ることで最終的な「出力」（現在では通常 PDFファイル）
を得る方式を取る。この作業手順に関し「ソース（ファ

イル）を TEXにかける，タイプセットする」という言い
方をすることもあれば，プログラミング言語で書かれた
プログラム（Source Codeとも）をコンピュータが直接
実行可能な形式のプログラム（これを Object Codeと呼
ぶ）に変換する作業になぞらえて「ソースをコンパイル
する」とも言う。なお，ソースファイル作成時には視覚
的レイアウトのことは特に考慮せず，ただ「文書の論理
的構造」にのみ注力しテキストを作成していくのが TEX
における文書作成の原則である。
ソースのコンパイルは基本的にターミナル上で行う。

従って，ターミナルを用いるに際して必須となるコマン
ドを以下にまとめておく。

• pwd:カレントディレクトリの絶対パスを表示
• ls: カレントディレクトリ内に含まれるファイル
やディレクトリ情報を表示

• cd:ディレクトリ移動（..で 1階層上へ）
• mkdir string（stringディレクトリを作成）
• rm string（stringファイルを削除）
• mv string（stringディレクトリまたはファイルを
移動）

• cp string（stringディレクトリまたはファイルを
コピー）

• <up> 1つ前のコマンドを再実行する
• <down> 1つ後ろのコマンドを再実行する

pwdコマンドを打つと「絶対パス」でカレントディレ
クトリが表示される。Windows のコマンドプロンプト
では pwdが使えない（PowerShellであれば大丈夫）の
で，代わりに cdとだけ打つ（引数を付けない）。
ls コマンドでは ls -a とオプションを付ければ，隠し

ファイルである「ドット・ファイル」を含む全てのファ
イルやディレクトリが表示される。ls -ahのように併せ
て h オプションを付加すれば，KB/MB/GB といった表
示単位を人間にとって読みやすいよう適当に切り替えて
くれる。
cd コマンドでは絶対パスあるいは「相対パス」で移

動先ディレクトリを指定できる。相対パスではカレント
ディレクトリを . で，ホームディレクトリを ~ で表す。
例えば，EURO ICT Emacsの設定ファイルの在処を絶対
パスで記すと，Windows では C:\home\.emacs.d\init.el
（Macでは /Users/ynagata/.emacs.el）となるが，今カレ
ントディレクトリが C:\home\.emacs.d であったと仮定
すれば，cd ../../texliveと打つことでも C:\texliveに移動
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できる。相対パス表記は HTMLソースを書く際にも頻
繁に用いることになるから，慣れておくと良い。
Windows のコマンドプロンプトでは rm の代わりに

del を使う。rm ではワイルドカードが使えるので，rm
*.aux *.log *.dviなどと打てば拡張子が aux, log, dviであ
るファイルを一括削除することもできる。ディレクトリ
ごと（サブディレクトリも含め再帰的に）削除したい場
合は rm -rfとすれば良い。
mv, cp（コマンドプロンプトではmove, copy）では絶
対パスあるいは相対パスで移動・コピー先を指定する。
cp -r とすれば対象ディレクトリを（中のファイルも含
めて）再帰的にコピーできる。
<up>/<down> は「ヒストリ（履歴）機能」を呼び出
すキー操作となる。これにより，ターミナル上で既に打
ち込んだコマンドを簡単に再利用できる。なお，UNIX
系 OSのターミナルであれば例えば man cpのように打
ち込むことで cpの詳しい使い方を知ることができる。
ターミナルにおける基本コマンドについてはインター
ネット上に多くの解説があるので，適宜検索して調べる
と良い。

Homo Ludens 4: SL

ターミナルは賑々しいユーザインタフェースでは決し
てないので，そこに無味乾燥な趣（端的に地味であると
いうこと）を感じてしまいがちなのは仕方のないことか
もしれない。このような場合，思わずくすっと微笑んで
しまうようなコマンドがあると嬉しい。
こうした微風を運んでくれるかも知れないコマンドが

slである。slは数多ある UNIX系ジョークコマンドの一
つである（図 14，49ページ参照）。
ターミナルで用いる頻度の高いコマンドに ls（ファ
イルやディレクトリ情報の表示）があるが，sl は丁度
その逆綴りとなっている。つまり，イライラしている
等などで，ターミナル上で ls と打つべきところを誤っ
て sl と叩いてしまった場合，突如モニタ画面に Steam
Locomotive が現れ，我々はそれが通り過ぎていく様を
ただぼーっと見ていなくてはならなくなるのである（そ
の間，作業は中断される）。
オプション引数として -a, -l, -F, -eが使える。それぞれ
違いを楽しんでほしい。man sl でマニュアルを参照で
きる。ただし，slコマンドを覚えたからといって，ヨー
ロッパ学 ICTに関する技能が向上するわけではない。

図 14:ターミナル画面を走る SL

TEX Jargonと欧文ソースのコンパイル法
以下の TEX Jargon を学べ（第 13 講演習で用いる各

演習用ファイルの中身も比較参照せよ）。Control Se-
quence（\で始まる TEXのコマンドを正確にはこう呼ぶ
ことがある），Preamble（\begin{document} コマンドの
前に TEXへの様々な処理指定を記しておく前口上箇所）
Argument（コマンド部の {. . . } 内に記す引数，必須），
Option（コマンド部の [. . . ]内に記すオプション指定，任
意），Environment（\begin{. . . } . . . \end{. . . }で囲まれた環
境型コマンド），Declaration（宣言型コマンド），Scope
（宣言型コマンドの有効範囲），ノンブル（Nombre, 各
ページに振る Page Number），柱（各ページの上 Header
か下 Footerに出力する章や節の名前等）。
TEXのソースファイルは，「欧文」のみから成る（ある

いは欧文を基底言語とし，それ以外の邦文等が例外的に
少々現れるような）テキストを作成する場合と，「邦文」
を基底言語としその中に欧文も含まれるようなテキス
トを作成する場合とで，プリアンブルの書き方が変わっ
てくる。また，それぞれの処理プロセスも変わる。先ず
は，欧文のみを含む TEX のソースファイルの書き方を
「演習用ファイル」を手本として学べ。

& $ # % _ { } ^ ~ \ の 10 文字は，いずれも「1 文字か
ら成る TEXコマンド」であるから，TEXソースの中では
「そのままでは使えない（つまり，エスケープする必要
がある）」。これらを出力するにはどのように入力すべき
であるのか，演習用ファイルの中身を精査せよ。
演習用ファイルの中身を精査した後は，欧文のみから

成るテキストを TEX で処理するための以下のコマンド
を学べ。これらのコマンドはターミナルで打ち込む。

• pdflatex string（欧文のみを含む string.texソース
を TEXでコンパイルし，出力ファイル string.pdf
を得る）
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• x（エラーが生じた場合に打ち込む）
• h（エラーに関する TEXの助言を求める）
• e（エラー行に cursorを移動させた状態で Emacs
を起動）

「相互参照」（Cross Reference）表記を含む入力ファイ
ル（例えば「目次」や「参考文献」等を自動出力させ
る）を処理する際は，pdflatexコマンドを複数回発行す
る（最初あるいは 2回目の処理でページ数等の情報を補
助ファイルである *.aux (auxiliary)等に書き出しておき，
最終プロセスではこうした情報を読み込んだ上でソース
ファイルを処理することにより正確な相互参照を得る仕
組み）。
ソースファイルに誤りがあれば，TEXはその箇所で処

理をストップし，エラーが起こった行番号とともにエ
ラーメッセージを返してくる。こうした場合は (e)x(it)
を打って TEXから抜け，ソースファイルの当該行にある
エラー箇所を訂正し，ファイルを上書保存した後，再び
TEXで処理する，というプロセスを繰り返す。
xの代わりに h(elp)と打ってやれば，TEXは考え得る

限りの助言を寄越してくれるが，h を押し続けていく
と Sorry, I already gave what help I could. . .Maybe you
should try asking a human? An error might have occur-
red before I noticed any problems. “If all else fails, read
the instructions.”という最終メッセージを発して匙を投
げてしまうので，いずれにせよ xを打って TEXから抜け
なくてはならない。
なお，e(dit)を打つことで，既に立ち上げている Emacs

はそのままで，別 frameあるいは別 CUIの Emacsを立
ち上げ（このとき cursor はエラー行に移動している）
すぐさまエラーの訂正に取り掛かることもできる。た
だし，新しく起動した Emacs buffer 上でソースファイ
ルの編集・保存を行った場合は，元から立ち上げてい
る Emacs側でも (revert-buffer)コマンドを打って，編集
内容を「反映」（更新）させる必要があるので注意する
こと。
演習用ファイル euro.texでは Babelパッケージを用い
た多言語処理をしているので，Babelについても説明し
ておく。

Babelパッケージ
Babel とは TEX において international/multilungual

document を処理するためのパッケージである。ここ

で言う international documentとは英語，ドイツ語，フ
ランス語，等々，といった様々な言語で，しかも「原則
として 1言語のみ」で，書かれた文書を意味し，一方，
multilingual document とは「様々な言語が混在する多
言語」で書かれた文書を意味する。いずれにおいても
Babelは，目次，参考文献，図，表，等々のキャプション
や日付表記をそれぞれの言語で自動出力し，さらには，
ハイフネーションを含む各言語固有の正書法までをも反
映させて，正確に組版を行ってくれるため，TEXでドイ
ツ語やフランス語を処理する際には必須のパッケージと
なっている。Babelは，現在，84の言語をサポートして
いる。
Babel を使うためには，プリアンブルに\usepacka-

ge[polutonikogreek,french,ngerman,english]{babel}のよ
うに記す。オプション部には文書内で用いる言語をコ
ンマで区切って全て挙げておく。この際，オプション
部の最後に記された言語が「基底」言語となり（ある
いは main=englishといった書き方でも良い。この場合
は必ずしも最後に記す必要はない），当該言語に応じた
組版処理がなされる。例えば，上例のように基底言語
が「米語」となっていれば，目次，参考文献，図，表の
キャプションはそれぞれ Contents, Bibliography, Figure,
Tableと出力される（ドイツ語であれば Inhaltsverzeich-
nis, Literatur, Abbildung, Tabelleのように，フランス語
では Table des matières, Bibliographie, Figure, Tableと
なる）。
オプション部にある polutonikogreek, ngermanとは，

それぞれ「複式アクセント記法」のギリシア語（古典ギリ
シア語等）および「新正書法」ドイツ語を指す。english
は「米」語であるが，「英」語で処理したい場合は british
に替える。同様に「旧正書法」でドイツ語を処理したい
場合には ngerman ではなく german とし，現代ギリシ
ア語を扱う場合には polutonikogreekではなく greekと
する。
これらのオプション間にはどういう違いがあるのか。
例えば，english/british ではハイフネーション位置

や日付出力が anal|y|sis/ana|lysis; August 31, 2017/31st
August 2017のように変わるし，german/ngermanでは
Bäk|ker/Bä|cker; Mei|ster/Meis|ter のようになる。他に
も [n]austrian（オーストリアドイツ語）を指定すれば，
1 月は（標準ドイツ語の）Januar ではなく Jänner と出
力されるし，french（標準フランス語）と canadian（カ
ナダ・フランス語）でも，それぞれ日付形式が異なって
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くる。
Babelの使い方としては，基本的に，処理対象言語を

切り替えたい箇所に \selectlanguage{russian} のように
記すだけで良い。これは宣言型コマンドであるので，こ
れ以降のテキストは「ロシア語用」に処理されることに
なる。ラテン文字アルファベット表記言語の中で一時
的に短めにロシア語やギリシア語を用いたい場合には，
\textcyrillic{. . . }, \textgreek{. . . }として引数内にロシア語
やギリシア語を記せば良い。
さて，Babelは多機能パッケージであり，その使用法
を詳しく知りたい場合はどうしたら良いのか。Emacs
が自身の内部にヘルプを含む各種ドキュメントを備え
ていたように，TEXシステムにも膨大な数のパッケージ
に関するマニュアルがデフォルトで含まれている。これ
らのマニュアル（原則的に英文 PDF 文書）を呼び出す
には，ターミナルで texdoc babelのように打てば良い。
babelの代わりに germanb, ngermanb, frenchbとすれば
Babel における旧正書法ドイツ語，新正書法ドイツ語，
フランス語に関するマニュアルを参照できる。

図 15:ドイツ語とフランス語の Fortune

演習用ファイル euro.texでは，Babelの他に，多言語対
応引用符処理用パッケージ Csquotes (Context Sensitive
Quotation Facilities) や国際音声記号処理用パッケージ
Tipa (TEX/Tokyo International Phonetic Alphabet) も用
いている。適宜ターミナル上で texdoc csquotes（また
は tipa）のように打ち込んで詳しい使用法を確認すると

良い。
ところで TEX システムには一体どういったパッケー

ジがどれほど同梱されているのだろうか。これらを概観
したい，あるいは「全部」チェックしたい，という場合
にはどうすれば良いのか。
そのためには TEX システムが内包する doc.html

（TEX Live documentation: This document lists links to
all HTML and PDF files for packages and guides con-
tained in TEX Live, sorted by package name.）を見れ
ば良い。当該ファイルは texlive/2017/doc.html（Win-
dows），/usr/local/texlive/2017/doc.html（Mac）にある
（2017の箇所は TEX Liveの配布年に応じて可変）。例え
ば，l2kurz.pdf, latex2e-fr.pdfなどは，それぞれドイツ語，
フランス語で書かれた TEX に関する入門的マニュアル
となっている。これらも，もちろん，texdoc l2kurzのよ
うにして呼び出せるので参照して欲しい。TEX Live 2017
では 2766個のパッケージが挙がっている。

Homo Ludens 5: Fortune/Cowsay/Lolcat

ターミナルを使うことが楽しくなってくるかもしれ
ない工夫をもう一つ紹介しよう。UNIX系のプログラム
fortune（格言等を引用したメッセージを無作為に表示す
る Fortune Cookieを模したプログラム），cowsay（任意
のメッセージを牛をはじめとする様々な ASCII Artキャ
ラクタの吹き出しの中に表示させるプログラム），lolcat
（プログラムの実行結果を虹色で彩色して出力するプロ
グラム）を組み合わせることで，ターミナルを立ち上げ
る度に，ドイツ語やフランス語の名言をそれなりに賑々
しく味わうことができるようになる（英語はもちろん，
名言を収めたテキストデータベースさえあればどのよう
な言語でも可能）。
図 15（51ページ）は，講義担当者の研究室にあるWin-

dows PC 上で動く Bash (on Ubuntu on Windows) を起
動し（この段階でフリードリヒ・ニーチェの格言が表示
された），続けて SSHによりフランス語学科のWebサー
バに接続した（この段階でマルセル・パニョルの名言
が表示された）様を表している。講義担当者の Bash on
Ubuntu onWindowsではドイツ語の fortuneが，フラン
ス語学科サーバのターミナルではフランス語の fortune
が，それぞれ表示されるように設定してあるが，この
ためには簡単なプログラム（スクリプト）を .bashrcか
.profile に書いておくだけで良い。詳しくは授業サポー
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トページで解説してあるのでそちらを参照すること。
なお，図 15（51ページ）における fortuneの出力は，

『研究部論集』への掲載を考慮し，lolcatプログラムを除
いて実行した結果となっている。
Mac端末の PC教室では，ターミナルを起動する度に

「ドイツ語・フランス語・英語」いずれかの言語による
Fortune が楽しめる（Cowsay, Lolcatも連動する）よう
に設定してある。ただし前提として，EURO ICT Emacs
& TEX 環境を使えるように start.command を走らせて
おかねばならない（「PC教室での準備（Mac端末）」，8
ページを参照）。

第 13講演習
演習用ファイル： small2e.tex, euro.tex

1. 英語のみで書かれた small2e.tex の中身を精査
せよ

2. small2e.texを TEXで処理せよ
3. 入力ファイル small2e.tex と 出力ファイル

small2e.pdfを良く比較せよ
4. 英・独・仏語テキストを含む euro.texの中身を精
査せよ

5. euro.texを TEXで処理せよ（複数回）
6. 入力ファイル euro.tex と 出力ファイル euro.pdf
を良く比較せよ

7. euro.texファイル内のタイトルをドイツ語に切り
替え，さらに，\usepackage コマンド・オプショ
ン部の最後に ngerman が来るように書き換え，
ファイル名を euro_de.texのようにリネームせよ

8. euro_de.texを TEXで処理せよ（複数回）
9. euro.pdfと euro_de.pdfを比較せよ
10. 同様にフランス語用に調整した euro_fr.tex を作
り TEXで処理し，euro_fr.pdfを確認せよ

11. euro.tex ファイル内プリアンブルの \document-
class のオプション部に「,twocolumn」を追記し
て保存したファイルを TEX で処理させるとどう
なるか

euro.texは TEXで 2回処理する必要がある（「目次」出
力のため）が，ターミナルで続けて同じコマンドを打ち
込む場合は，ヒストリ機能を使えば良い。
出力ファイル small2e.pdf と euro.pdf における欧文

フォントが異なっていることに気付いただろうか。前者
では Knuth 自身が設計・開発した CM (Computer Mo-

dern)というラテン文字フォントが用いられている。こ
れはラテン文字のフォントエンコーディング（各文字へ
の番号の振り方）を OT1 (Old Text 1)とする TEXデフォ
ルトのフォントであり，TEXでは特にフォント指定をし
なければ欧文ラテン文字として CMが用いられ，また，
特にフォントエンコーディング指定をしなければ OT1
フォントエンコーディングが用いられることになってい
るためである。
フォントのデザイン（に対する好悪）を度外視すれ

ば，欧文テキストとして「英文のみ」を組版処理する場
合は OT1/CM 使用で何の問題もない。しかし，英字に
加えウムラウト，エスツェット，アクサン記号を含むフ
ランス語，ドイツ語を当たり前に処理したい我々として
は，7ビット（つまり 128文字）という制約のある OT1
エンコーディングでは力不足となる。
具体的には，例えば，OT1でも äや ôといった文字を

一応それなりに出力することはできる（入力は \"aや\^o
となる）が，この場合，実は「1文字」として処理して
いるのではなく，それぞれ aと ¨および oと ^の合成字
として出力している（つまり äや ô文字自身に独立した
コードポイントが振られていない）ので，äや ôを含む
文字列を PDF上で検索できないのである。
一方，euro.pdf では Times/Palatino 系フォント（正

確には Times/Palatino 相当のフリーフォント TEX Gyre
Termes/Pagella）を 8 ビット（つまり 256 文字）の T1
(Text 1)フォントエンコーディングで用いており，入力
ファイルのエンコーディング（文字コード）も UTF-8
（ユニコード）を明示的に指定している。ä や ô といっ
た欧文特殊文字を含む文字列も，PDF上で正確に検索す
ることができる。
結論：英字の 26文字ラテン文字を超えてドイツ語やフ

ランス語を扱う我々は，　
・
さ
・
し
・
あ
・
た
・
り　 TEXソース内に必ず

\usepackage[T1]{fontenc}と\usepackage[utf8]{inputenc}
を指定しておくこと。
また，TEX では無数のフォントが使えるが，論

文・レポート文書作成に重点を置く本講義では，ラ
テン文字として　

・
さ
・
し
・
あ
・
た
・
り　 Times/Palatino の使用を

原則とする。具体的にはプリアンブルに \usepacka-
ge{newtxtext,newtxmath}のように記しておく（Palatino
の場合は txの部分を pxとする）。数式を一切使わない
場合は，後者の引数は不要である。
なお，CM の T1 拡張フォントは Latin Modern であ

るから，T1 フォントエンコーディングで CM 系フォ
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ントを使いたければ \usepackage{newtxtext,newtxmath}
の代わりに \usepackage{lmodern}とすれば良い。

発展： fontenc/inputencとは何か
先ほど「　

・
さ
・
し
・
あ
・
た
・
り　」と圏点を付けてやや強調してお

いたように，現段階での欧文（のみ）処理は fontencを
T1 とし inputenc を utf8 として作成した入力ファイル
に対し pdflatex コマンドを発行することで（pdfTEX エ
ンジンを使って）行う。その際使用するラテン文字は
Times/Palatinoである。しかし，pdflatexコマンドで用
いられる pdfTEXエンジンは，後で解説する upTEXエン
ジン同様，デフォルトではそもそも UTF-8 での入力を
受け付けていない。
こうした制約を回避するため，ASCII文字コードに存
在しない欧文文字を 8ビット拡張してエンコーディング
させるのが fontencであり，こうした欧文文字を UTF-8
で直接入力できるようにするのが inputenc パッケージ
である。こうすることで TEX エンジンが ASCII コード
を超える文字（言語）を取り扱えるようになる。
例えば，fontencのオプション部には T1の他に，T2A

（ロシア語などのキリル文字），LGR（ギリシア語などの
ギリシア文字）等々といった引数を，inputenc のオプ
ション部には latin1（ラテン文字第 1部と呼ばれる主に
西欧諸国で用いられるラテン用字系，ISO-8859-1 文字
コードと同じ），koi-8r（主にロシア語で用いられるキリ
ル文字を取り扱う文字コード，ブルガリア語も扱える）
等々といった引数を，それぞれ与えることができる。
しかし，実際に我々が「日本語，ドイツ語，フランス
語，英語」を基底語とする文書を作成する場合，fontenc
や inputenc のオプション引数をいちいち意識する必要
はほぼ全くない。この間の事柄は，Babelという多言語
処理パッケージが全て自動的に処理してくれるからだ。
さらに言えば，現在では TEXそのものを根底からユニ
コード拡張した X ETEX や LuaTEX といった TEX の代替
エンジンの使用も徐々に広まりつつある（Luaは軽量の
汎用スクリプト言語）。X ETEX や LuaTEX 用の多言語処
理パッケージ Polyglossiaの開発も進められている（た
だし X ETEXや LuaTEXにおいても Babelは使える）。（近
い）将来的には，TEXを fontenc/inputencといった助け
を借りながら用いるよりも，X ETEXや LuaTEXを使って
「ユニコード・ネイティブ」での多言語処理を行う方式
が優勢となっていくように思われる。
邦文に関しては，これまで TEX を土台とした日本語

処理の仕組みや知見が膨大に蓄積されてきており，それ
により高度な邦文組版レベルも実現されてきたという
経緯もあり，X ETEXや LuaTEXを使って従来レベルでの
邦文組版処理を行うことは中々難しかったが，現在では
LuaTEX-jaプロジェクトにより LuaTEXを用いてこれま
でと遜色のない日本語組版ができるようになりつつあ
る。いずれは，欧文（を基底語とするテキスト）処理の
みならず，邦文（を基底語とするテキスト）処理におい
てもユニコード・ネイティブでの多言語処理が当たり前
となっていくことだろう。
しかし，ユニコード・ネイティブでの多言語処理を，

出力時における「美文書」という観点から考える場合，
「フォント」（同じデザインで統一された一揃いの書体
データ）の整合性をも顧慮することが不可避となる。具
体的にはラテン文字から成る A フォントおよびギリシ
ア文字から成る Bフォントがあった場合，各フォントが
それぞれ取り扱う文字集合の範囲内でどれほど美しく包
括的であるとしても，Aと Bを組み合わせた場合にはど
うなのか，さらには，邦文と共に用いる場合はどうなの
か，ということが問題になってくるということだ。
世界中の言語表記に用いられる広範な文字の全てを，

UTF-8 エンコーディングの同一書体で，しかもウェイ
ト（文字の線の太さ）やシェイプ（Upright, Italic, Small
Capsといった文字変種）まで併せて取り扱えるような
フォントは，まだ存在していない。しかし包括的なフ
リーの欧文フォント（ラテン文字，ギリシア文字，キリ
ル文字，ヘブライ文字）の提供を目指す Linux Libertine
（フリーのインターネット百科事典Wikipediaの欧文題
字にも用いられているフォント）や，欧文を超えて CJK
(Chinese/Japanese/Korean) をはじめ世界中の言語表記
文字をサポートすることを目標に Googleによって開発
が進められているオープンソースのフォント（ファミ
リー）である Noto (No more Tofu )は明らかにこうした
方向を目指している。
Linux Libertineや Notoを X ETEXや LuaTEXで用いる
方法については，ヨーロッパ学 ICT IIAの講義で詳しく
取り扱う。因みに，本「ヨーロッパ学 ICT 講義テキス
ト」の欧文（ラテン文字，キリル文字，ギリシア文字，ヘ
ブライ文字）には，少数の例外を除いて Linux Libertine
フォントを用いている。欧文フォントにおけるデザイン
上の統一感はそこから来ている（邦文にはヒラギノを用
いて，原稿のソースファイルは upTEX でコンパイルし
ている）。
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第 14講

邦文ソースのコンパイル法：セクショニング，ディスプ
レイ表示，箇条書き
TEXにおける欧文の入出力の基本を学んだ後は，邦文

テキスト処理の仕方を学ぶ。従来 TEX で邦文テキスト
を扱う場合は，日本語用の機能を追加した pTEX（Publi-
shing TEX の略）が広く用いられてきた。pTEX では漢
字・かな・和文記号として JIS第 1第 2水準（JIS X 0208）
の範囲しか扱えないため，これを漢字・かな・CJK（日
中韓）記号・ハングルとして Unicodeの範囲を扱えるよ
うに pTEX内部をユニコード拡張したものが upTEXであ
る。本講義での邦文テキスト処理（ここでいう邦文テキ
ストとは「基底語が邦文」ということであり中身には欧
文多言語をも含み得る）では，原則として，upTEXを用
いる（正確には upTEXに e-TEX拡張が施された e-upTEX
を使う。e-TEXでは「左から右書き」および「右から左書
き」言語の混植をサポートする機能 TEX– TEX が備わっ
ているためである）。
日本語を基底語とする邦文テキストを TEX で処理す

る場合のソースファイルの書き方を，先ずは演習用ファ
イル ja.texを手本として学べ。
documentclass には jsarticle (Japanese Standard Arti-

cle) を，オプション部には必ず uplatex, dvipdfmx を指
定する。現段階では ja.texに欧文テキストを一切挿入し
ていないが，いずれは日本語を基底語としながらもドイ
ツ語，フランス語，英語等々を混在処理させることにな
るので，fontenc (T1)と inputenc (utf8)指定も常用する
癖を身に付けておくと良い。
okumacroパッケージを読み込むことで，日本語組版
特有の「ルビ」も使えるようにしてある。ルビの入力
法も良く確認すること。出力用欧文フォントとしては
Times（あるいは Palatino），和文フォントとしては MS
明朝・ゴシック（Windows端末），ヒラギノ（Mac端末）
が用いられる。
邦文出力では各段落の頭を一字下げる「段落字下げ」
を行うのが大原則であるが，TEXで邦文テキスト処理を
する場合はプログラムが自動的に段落字下げを行ってく
れるので，書き手は「空白行を設けることで段落区切り
を指示する」ことだけに意識を払えば良い。
また，書き手が section, subsection部に番号を振る必
要はない（振ってはならない）。これらは TEX が論理

的階層に応じて自動処理してくれる。実際のレポート
や論文を書く際には sectionの位置が前後で入れ替わっ
たり，subsection へと降格したり（逆に subsection が
section に昇格したり）ということは頻繁に起こること
であるから，書き手は文書の論理および階層構造（ここ
は sectionレベル，ここは subsectionレベル，等々）の
違いにのみ注力し文書を作成する。
itemize 環境では記号付き箇条書きが，enumerate 環

境では番号付き箇条書きが，それぞれ処理される。い
ずれも各項目は \itemコマンドの後に記す。番号付き箇
条書きでは自動連番が振られる。コマンドの後には必
ず one space設ける（コマンドによっては {}をコマンド
直後に添えなくてはならない場合もある）ことによっ
てコマンドと本文（地の文）との区切りを明確にする。
itemizeや enumerateは「入れ子」（Nesting）にしても使
える（itemizeの中でさらに enumerateを使う，等々）。
レポートや論文中で「引用」を行う場合，短い引用で

あれば「かぎ括弧」を用いれば良いが，ある程度まと
まったテキストの引用をする場合は「ディスプレイ表
示」（Displaying）をして，本文（地の文）とは異なる箇
所であることを視覚的にも分かるようにする。この場
合，引用の中に段落を含まない短めの引用に対しては
quote環境を，引用の中に段落が含まれるような長めの
引用に対しては quotation環境を，それぞれ用いる。
演習用ファイル ja.tex の中身を精査した後は，邦文

テキストを TEX で処理するための以下のコマンドを
学べ。欧文の場合とは異なり，2 パス処理（Two-Pass
Procedure）となっていることに注意。

• uplatex string（邦文テキストを含む string.texソー
スを TEXでコンパイルする）

• dvipdfmx string（上記コマンドによって生成され
た string.dvi ファイルを string.pdf ファイルへ変
換する）

第 14講演習
演習用ファイル：ja.tex, ja_euro_uptex.tex, ptextest.tex

1. 邦文のみから成るテキスト ja.tex の中身を精査
せよ

2. ja.texを TEXで処理せよ
3. 入力ファイル ja.tex と 出力ファイル ja.pdf を良
く比較せよ
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4. ja.tex に英・独・仏・露・希語テキストを追加し
た ja_euro_uptex.texの中身を精査せよ

5. ja_euro_uptex.texを TEXで処理せよ（複数回）
6. 入力ファイル ja_euro_uptex.texと出力ファイル

ja_euro_uptex.pdfを良く比較せよ
7. ja_euro_uptex.texファイルに手を入れて，ノンブ
ルを非表示にせよ

8. 同様にヘッダ（ページ上部）にノンブルと柱を出
力させよ

9. ja_euro_uptex.texファイルに手を入れ，目次や処
理日付の出力をドイツ語やフランス語にしてみよ

10. 以下のように ptextest.texを upTEXではなく pTEX
で処理し，ロシア語および（複式アクセント記法）
ギリシア語箇所に不具合が出ることを確認せよ

11. platex ptextest（複数回）
12. dvipdfmx ptextest

ja_euro_uptex.texでは otfパッケージを用いる設定に
してある。otfには OpenTypeと呼ばれる（従来の Post-
Script Type 1と TrueType形式を包含する）新しいフォ
ント形式の機能を TEXで「全て使い切る」ための仕組み
が備わっている。現段階ではその有難みを享受すること
はない（そこまでの多文字・異体字処理をしないため）
が，遅かれ早かれ，いずれはこのパッケージの御世話に
なるため，今のうちから慣れておきたい。オプションの
deluxeは明朝体 3 ウェイト（線の太さ），ゴシック体 3
ウェイト，丸ゴシック体の 7書体に加えプロポーショナ
ル組みも使えるようにする指定である（もちろん全ての
機能を使うためには，これら全ての書体を備えるヒラギ
ノのようなフォント使用が前提となる）。expertを指定
すると縦組み，横組み，ルビのそれぞれに「専用の仮名
グリフ」（字形）が用いられる。本講義では扱わないが，
オプションに multi を指定すれば簡体字（简体），繁體
字（繁體），ハングル（한글）も使えるようになる。
また ja_euro_uptex.texでは，Babelで指定する基底言

語に拘らずキャプション等の出力を「日本語」とする
パッケージ pxbabel を使用し，プリアンブルに \usepa-
ckage[japanese]{pxbabel} 指定を書き加えていることに
注意。併せてラテン文字，ギリシア文字，キリル文字と
いった欧文アルファベットを（全角ではなく）欧文（半
角）として出力するためのパッケージ pxcjkcat を使用
し，オプション部に prefernoncjk指定をしている。プリ
アンブルにおける後者の指定は（もし otfパッケージを

使用するのであれば）otf指定よりも「後」に追加する
こと。
プリアンブルに記した \title, \author, \dateコマンドの

引数が，本文にある \maketitle, \tableofcontents コマン
ドによってどのように出力されることになるか，じっ
くりと確認すること。なお \date コマンドの引数には
\todayコマンドを用いているが，これによりソースファ
イルを TEX で処理した日付が Babel の基底言語に応じ
た言語で出力される。

発展： pTEXおよび upTEXにおける邦文処理
pTEXで取り扱える邦文は JIS 第 1 第 2 水準漢字（JIS

X 0208）にある文字に限られる（この範囲内にある文字
を全て邦文として扱う）が，入力のエンコーディング
を UTF-8 とすることで，事実上これらを超える一部の
ユニコード文字（全部ではない）を「欧文」として処理
することもできる。具体的には，ウムラウトやアクセン
ト記号付きラテン文字は JIS X 0208 に含まれていない
ので，これらの文字が含まれる邦文テキストを fontenc
(T1)および inputenc (utf8)指定により pTEXで処理すれ
ば，「欧文文字」として正しく出力されるのである。し
かし，JIS X 0208にはギリシア文字やキリル文字は含ま
れてしまっているため，これらの文字は欧文ではなく常
に邦文として処理されてしまう（いわゆる全角文字と
なってしまう）。
一方，邦文処理の内部文字コードをユニコードに拡張

した upTEX は，デフォルトで全てのユニコード文字を
邦文扱いする。つまり，ギリシア文字やキリル文字はも
ちろん，ウムラウトやアクセント記号付きラテン文字ま
でをも upTEXでは原則として全角文字として出力する。
ただし，upTEXには「各文字を邦文・欧文のどちらと

して取り扱うのか」を制御できる機能が備わっているた
め，実際には，ギリシア文字，キリル文字，ウムラウト
やアクセント記号付きラテン文字等々を正しく欧文と
して処理させることができるのである。このためのパッ
ケージが pxcjkcatで，prefernoncjkオプションを指定す
ることで望む出力が得られる。逆に欧文扱いを一時的に
回避したい場合は \withcjktokenforced{. . . } コマンドを
用いる。
ラテン文字表記を超える欧文をも含む邦文処理を視野
に入れた場合，pTEXよりも upTEXの優位性は明らかで
ある。本講義で upTEXを邦文（欧文を含む）処理エンジ
ンとして用いる根拠はここにある。
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発展： upTEXにおける欧文の行送り
邦文を文書の基底言語としている ja_euro_uptex.tex

では，当然，本文の「行送り」量（TEXでは Baselineskip
と呼ぶ）は文書全体にわたり邦文テキストに最適化され
て処理される。しかし，これでは欧文箇所も邦文用の行
送りで組版されることとなるため，まとまった欧文が出
現する箇所では，この有様はやはり美的であるとは言え
ない。
そこで ja_euro_uptex.texでは新しい環境コマンド eu-

ro_narrowを定義し，この環境内では欧文に相応しい行
送りでテキストが処理されるようにしてみた。ドイツ
語，フランス語，ロシア語，（複式アクセント記法）ギ
リシア語の小節箇所にこの仕掛けを施し，対照のため英
語の小節箇所は邦文用行送りとしてある。それぞれの部
分の出力を比較してみよ。ただし，段落冒頭における字
下げ（Indent）量は邦文仕様（全角 1文字）のままであ
る。ここをも欧文仕様とするためには，さらなる仕掛け
が必要となる。
なお，TEXにおける新しいコマンドや環境の定義の仕
方や既存コマンドの再定義の仕方，およびそれらの用い
方については，ヨーロッパ学 ICT IIAの講義で扱う。

発展：縦書き
ヨーロッパ学 ICT講義で取り扱うテキスト処理は，欧
文多言語と邦文との混在文書を対象とするため「横書
き」（横組み）文書を原則とする。邦文箇所における句
読点は，欧文とのバランスをも顧慮し，「，（全角コン
マ）」と「。（全角マル）」がお勧めである。
もっとも pTEX や upTEX ではソースファイルを「縦
書き」（縦組み）で処理させることもできる。この場合
は jsarticle の代わりに utarticle をクラス指定する。otf
パッケージを使えば，縦組み処理時に，ソースファイル
中にある全角コンマと全角ピリオドを自動的に「、（全
角テン）」と「。（全角マル）」に変換してくれる。句読
点の変更をするだけのためにソースファイルに手を入れ
る必要は全くない。

発展演習（縦書き）
演習用ファイル： ja_tate.tex

1. ja_tate.texを TEXで処理してみよ（横書き時と同
じコマンド，2パス処理）

TEX を使った縦組みについては，本講義では「紹介」
に留める。実際の縦組みを行う際には，節（小節）番号
等を算用数字ではなく漢数字とする必要があるし，「縦
中横」で組まれてしまう半角数字を「縦中縦」とする
「連数字」処理させる等，色々と工夫をせねばならない
点も多いからである。

Homo Ludens 6: MusiXTEX

TEXを使えば美しい楽譜も書ける。具体的には TEXで
楽譜を書くための拡張マクロパッケージMusiXTEXを用
いるが，MusiXTEXのマークアップ体系は少々煩雑であ
るため，実際には前処理プログラム（プリプロセッサ）
である PMXを使ってソースファイルを作成することが
広く行われている。楽曲に合わせて「歌詞」（多言語も
可）をも処理したい場合は，別のプリプロセッサである
M-Txを使う。
もちろん，本格的な記譜法や楽譜作成法を学ぶことが

我々の目的ではないので，ここでは「ジュピター」の愛称
で知られる「モーツァルト作曲交響曲第 41番ハ長調第 1
楽章」（K.551）の冒頭（図 16，57ページ）部分を PMX記
法で入力したソースファイルを使い，これを実際にコン
パイルしてみることで，11段から成る同じ総譜を出力し
てみよう。なお，処理過程で MIDI (Musical Instrument
Digital Interface)ファイルも作成されるから，生成物を
「音」（電子音ではあるが）で楽しむ（確認する）ことも
できる。なお，TEXエンジンとしては 24 段までの総譜
作成に対応可能な e-TEX拡張された TEXを用いる。

Homo Ludens 6:演習
演習用ファイル： k551.pmx

1. ソースファイル k551.pmxがテキストファイルで
あることを確認せよ（PMX によるソースの書き
方を勉強していないので中身は理解できなくてよ
いが，ここには音符を始めとする最終的な総譜出
力に至る全てのデータが書き込まれていることに
留意せよ）

2. k551.pmx のあるカレントディレクトリでターミ
ナルを開き，pmxab k551と打て

3. この段階で k551.midも作成されるので「音楽」を
音で確認してみよ

4. 同ディレクトリ内には k551.tex ができているの
で etex k551と打て
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5. 次に musixflx k551と打て（この作業により音符
の横幅の割付を自動処理させる）

6. 次に，もう一度，etex k551と打て
7. 今度は dvips k551と打て（中間ファイル k551.dvi
を PostScriptファイルに変換）

8. 最後に ps2pdf k551.ps と打ち込み PostScript を
PDFへ変換する（k551.psと拡張子も含めて打て）

9. k551.pdfの中身を確認せよ

ターミナルで texdoc musixtex/pmx276/mtx などと打
ち込めばそれぞれのマニュアルを参照できる。
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図 16:交響曲第 41番「ジュピター」第 1楽章の冒頭（モー
ツァルト）

第 15講

脚注，参考文献
ja_euro_uptex.texでは「引用」のディスプレイ表示に

関するコマンドは扱ったが，本来であれば同時に処理す
べき「出典」の挙げ方については説明してこなかった。

出典は「脚注」で取り扱うことが多いので，本講では「参
考文献」と「脚注」を含めた TEXにおける「文献参照」
の仕方について解説する。現段階で紹介する文献参照の
仕方は，書き手がソースファイル内に参考文献リストを
作り，文献の参照番号はプログラムによって自動的に振
らせるという方式であるが，ソースファイルとは別の文
献データベース（これもテキストファイル）を用意し，
BIBTEXという TEX関連プログラムを用いて，文献のソー
ト（邦文文献 50音順，欧文文献アルファベット順）を含
め，参考文献リストを自動的に作成させるというもっと
スマートかつ高度なやり方も存在する。BIBTEX を使っ
た文献処理の仕方はヨーロッパ学 ICT IIAで扱う。
先ずは，演習用ファイル ja_euro_uptex_bib.tex の末

尾を参照せよ。そこには thebibliographyという環境コ
マンドが用いられているが，その横にある 9という引数
は参考文献が「1桁」冊以内であることを示す参照数値
である。同様に 2桁以内であれば 99，3桁以内であれば
999 とする（実際には「桁数」のみが重要であるので，
9/99/999 の代わりに 3/74/285 などとしても全く同じ効
果となる）。
参考文献は，そのままでは目次に載らないが，\addcon-

tentsline{toc}{section}{参考文献}としてやれば sectionレ
ベルに「参考文献」という見出しをエントリすることが
できる。小節レベルに載せたい場合は sectionの代わり
に subsectionとすれば良い。
因みに，\section や \subsection コマンドを用いると

自動的に番号が振られ，これが目次にも載ることにな
るが，番号を振らずに，しかし見出しは目次に載せたい
という場合，同じ記述を用いることができる。この場合
は，\sectionの方も代わりに \section*とアスタリスクを
付けておく。
各文献は \bibitem というコマンドの後に記す。この

命令は引数として「文献キー」を取り，この文献キーを
本文中（脚注も含む）で参照することにより，対応する
参考文献「番号」が自動出力される仕組みとなってい
る。従って，正しい番号出力を得るために文献キーは一
意でなくてはならない。
Emacsは thebibliography環境に入ると，M-RETを押

すことで \bibitem を自動入力するという入力支援をし
てくれる。その際，同時に，(Optional) Bibitem label:と
聞いてくるので（特に必要なければ）そのまま RET を
叩く。次に Add key (default none): と尋ねられるので，
ここで一意の文献キーを入力する。
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邦文書籍のタイトルは『2重かぎ括弧』で括り，欧文
書籍のタイトルは引用符号で括るか「イタリック体」で
記すのが原則である。ja_euro_uptex_bib.texファイルに
おいては，プリアンブルで新コマンド \booktitleを定義
し，引数に記した欧文文献タイトルをイタリック体で出
力させる仕掛けを施してある。
次は「脚注」についての説明である。脚注は \footnote

コマンドを用いて，引数に注を書き入れるだけで良い。
後は TEX が脚注の自動連番振りやレイアウトを含め，
全て自動で処理してくれる。脚注で文献参照する場合
は，\cite コマンドの引数に文献キーを記しておく。こ
うしておけば TEX で処理する際，この箇所が対応する
文献番号で自動置換される。ただし，出力はブラケッ
トで括られた文献番号（つまり数字）のみなので，有意
の文言とするためには \footnote{『聖書』\cite{bib_ja}新
約聖書「ヨハネによる福音書」p.189参照。}や\footno-
te{Grimm~\cite{khm7}, S.132.} のように書かねばならな
い。欧文文献関連の注で用いる ~記号は，この箇所での
改行を抑制する one space を挿入するコマンドである。
こうしておかないと，当該箇所で改行が生じた場合，ブ
ラケット付きの文献番号だけが著者名等から切り離され
て次行に送られることとなり，読み手にとって読み辛い
不親切な書き方（出力）となってしまう。

第 15講演習
演習用ファイル： ja_euro_uptex_bib.tex

1. 入力ファイル ja_euro_uptex_bib.tex の中身を精
査せよ

2. ja_euro_uptex_bib.texをTEXで処理せよ（複数回）
3. 入力ファイル ja_euro_uptex_bib.tex と出力ファ
イル ja_euro_uptex_bib.pdf を良く比較し，脚注
や参考文献の処理の仕方を学べ

発展：少しだけ LuaTEX

入力ファイル ja_euro_uptex/_bib.tex を TEX および
dvipdfmxで処理することで最終的に得られる出力ファ
イル ja_euro_uptex/_bib.pdf をよくよく眺めていると，
日・英・独・仏語における節・小節番号に用いられてい

る数字フォントと露・希語におけるそれとが異なってい
ることに気付いたかも知れない。もちろん，英・独・仏
語で用いられている欧文フォントと露・希語のそれも
異なっている。これは前者では TEX Gyre Termes/Heros
フォントが，後者ではロシア語に CM-Super フォント
が，ギリシア語に CBgreek フォントがそれぞれ用いら
れているためである。
我々が作成する実際の原稿においては，基底語を日本

語あるいは英独仏等の西欧語としながら 1節ないしは 1
小節を丸々ロシア語あるいはギリシア語とする，などと
いうことはまず考えられないため，これらの多言語を混
植する場合でも大きな不具合が出来するとまでは言えな
い。しかし，フォントの不整合という瑕疵が残ったまま
となっている，という点も事実である。
そこで，ここに ja_euro_luatex/_bib.texというソース

ファイルを用意してみた。英・独・仏・露・希語で用いら
れる字体を包括する Linux Libertine という OpenType
フォントを使うようにプリアンブルで設定している。こ
のソースをコンパイルするためには LuaTEXのようなエ
ンジンが必要である。upTEX を使って処理する場合と
はプリアンブルの書き方も少々異なってくる。現段階で
は「LuaTEXを少しだけ試してみる」という趣旨である
から，ソースファイルの中身の説明は特に行わない。
ソースファイルを LuaTEXで処理するための以下のコ

マンドを学べ。欧文，邦文とも同じコマンドである。

• lualatex string（LuaTEX 用の string.tex ソースを
LuaTEX でコンパイルし string.pdf ファイルを得
る）（必要に応じて複数回）

発展演習（LuaTEX）
演習用ファイル： ja_euro_luatex/_bib.tex

1. ja_euro_luatex.texを LuaTEXでコンパイルせよ
2. ja_euro_luatex_bib.tex を LuaTEX でコンパイル
せよ

3. ja_euro_luatex/_bib.pdf を 第 14, 15 講で用いた
ja_euro_uptex/_bib.pdfと比較してみよ

（ヨーロッパ学 ICT講義テキスト（IIA/IIB）に続く）
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